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１．はじめに　　
1—1．研究の背景と目的
　明治時代に発祥した百貨店はかつて、店舗数や取り扱い品目を増や
すことで既存の中小小売業者に大きな打撃を与えたことから疎まれる
存在だった。他方で、ほかの商業施設では体験し得ない格式の高さを
持った百貨店は、大正初期の帝国劇場のキャッチコピー『今日は帝劇、
明日は三越』に表されるように消費者にとってハレの場として認識さ
れ、街に人を惹きつける役割を担うようになった。言い換えると、街
のにぎわいは百貨店に訪れる消費者によってもたらされてきた影響が
少なからずあったといえる。しかし近年、郊外に巨大なショッピング
センターが登場したことやインターネットを通じて商品を購買できる
ようになったこと等によって消費者の行動が変化したことも一因とな
って、百貨店の売上は減少傾向が続き、全国で撤退が相次いでいる。
百貨店が撤退した街は人を呼び込む求心力を失い、買い物の場がます
ます郊外に移っていくことで、それまでの中心市街地の衰退に歯止め
がかからないという悪循環が生まれている。すなわち、百貨店の進退
が街や消費者に及ぼす影響は大きい。具体的には、公共交通を利用し
て買い物に出かけていた消費者にとっては不便が生じること、撤退後
再活用されない状態が続くと周辺地域に悪影響を及ぼす 1) こと等が挙
げられる。
　この悪循環を断ち切るためには、百貨店撤退後の施設にはどのよう
な再活用が効果的であるかについて探求する必要がある。また、前述
したように消費者行動の変化とそれをもたらす技術の発達を考える
と、今後も撤退せざるを得ない百貨店は少なくないことが予想される。
したがって、百貨店撤退に着目する意義は大きいといえる。以上の背
景を踏まえ、本研究では百貨店撤退後の建物・跡地の実態を把握し、
今後撤退した事例を再活用する場合に有用な知見を得ることを目的と
する。
1−2． 既往研究と本研究の位置づけ
　百貨店を含む大型店撤退問題に関連する既往研究は多数ある。大型
店撤退の実態や再活用における問題点について自治体等へアンケート
調査を行ったのち撤退問題について体系的に示したものが代表的であ
る 2),3),4)。また、特定の事例に着目したものでは安定した再活用に至
った事例についての研究が多い。それらの内容は再活用までの経緯を
まとめたもの 5) や、利用者の買い物行動の変化や再活用後の施設にお
ける訪問客の行動ついて調査されたもの 6),7)、構造やフロア構成、設
備配置等の再活用する際に建物面で考慮すべきことを示したもの 8) が
見受けられる。これらに対して、本研究では撤退後の建物・跡地にお
ける実態把握を行うと同時に、特定の事例を成功・非成功に関わらず
取り上げ、都市特性から分析するところに差異がある。
1−3． 論文構成 
　第１章では、研究の背景と目的を示すとともに、既往研究に対する
本研究の位置付けを整理し、本研究の枠組みを示す。第２章では、調
査対象とした事例とその分類について整理し、都市規模別の現状内訳
や、開店時期・駅からの距離・総売場面積といった事例の特徴を示す
指標から行った基礎的な集計の結果を示す。「転用」「建替え」につい
ては詳細の把握を行う。第３章では、10,001〜20,000 ㎡という面積規
模で「転用」された事例に着目し、詳細について調査・分析を行い、
今後の再活用に有用な知見を示す。第４章では得られた成果をまとめ、
将来への展望を示す。 
２． 調査対象と近年の傾向の把握
2—1． 調査対象について
　本研究で扱う百貨店は、百貨店調査年鑑9) における「全国百貨店名簿」
に掲載されている店舗注 1) とした。 具体的に調査対象とした事例は、
百貨店協会加盟店舗数が最多の年である 1999 年 10) 度版に掲載されて
いる 369 店舗である。この 369 店舗について、「全国百貨店名簿」を
2016 年度版まで調査した。
2-2．分類について
　傾向を簡単に把握するために、事例の【現状】と、事例が立地する
地域の【都市規模】による分類を行った。【現状】による分類では、
2016 年度まで掲載され続けているものは「継続営業」とし、2016 年
度に至るまでのどこかで掲載されなくなった店舗と、店舗が移転した
ことによって空いた建物を合わせた 175 事例については、「業態変換」
「転用」「建替え」「その他」のいずれかとした。175 事例の現状につい
ては住宅地図や事例に関連するニュース記事等から調査を行い、把握
した。また、この４分類を詳述したものを表１に示す。【都市規模】
による分類は、井上ら 4) を参考にして表２のように定めた。
　「転用」「建替え」に分類される事例については、事例の様子をより
詳しく把握できるように【現状詳細】による分類を表３のように定め
た。
2-3．集計結果
　前節で定めた分類に従って事例を集計した結果を示す。図１は調査
対象とした店舗の現状について都市規模別に示したものである。都市
規模が小さくなるにつれて「継続営業」の割合が小さく、撤退事例が
占める割合が高くなることが分かる。また、地方中小都市は他地域に
比べて「その他」が占める割合が大きい。このことから、再活用に対
して積極的な取り組みがされにくいと考えられる。
　図２は、「全国百貨店名簿」に掲載される開店日もしくは創業年を
基に作成したグラフである。開店時期が早いほど「建替え」が多く、
遅いほど「転用」が多いことから、開店時期は、築年数とは必ずしも
一致しないが、築年数と似た性格の指標であると考えられる。
　図３は、最寄駅からの距離を３つの距離帯に分けて事例の現状内訳
を示したものである。どの都市規模でも 400m 以下に立地する事例が
最も多い。また、都市規模が小さくなるにつれて駅から離れたところ
３． 都市特性に着目した事例分析
3—1． 特定事例について
　前章の図４で最も多くの事例数を含む 10,001〜20,000 ㎡という規
模帯に分類された事例のうち、再活用において建築物に関するコス
トが抑えられると考えられる「転用」に分類されるものを特定事例
として分析する。ただし、大都市に立地するもの、百貨店当時から
大型商業施設の一部として入居していたもの、別の百貨店として転
用されたものは除く。事例の再活用状況について把握するために、
再活用が始まった年、その翌年、2013 年、2016 年、2017 年度の住
宅地図の別記欄からテナントを調査した。その結果から特定事例は
特徴で、次のようなグループに分けられる。【ⅰ】〜【ⅳ】の順に、商
業施設としての活性が高くなると考えられるグループになる。以下、
各グループと、事例の概略を示す。
【ⅰ】茂原そごう ( 以下、茂原 )、西武百貨店函館店 ( 以下、函館 )、
石巻ビブレ ( 以下、石巻 )：３事例ともテナントは比較的安定して
いるが、茂原・函館については、再活用が始まってから５年以上経
過していながら、最新のテナント状況において空きフロアが２フロ
ア以上あり、石巻については市役所が大半を占める。
【ⅱ】中三盛岡店 (以下、盛岡 )、おかや東急百貨店 (以下、おかや )：
盛岡は 2013 年という最近に再活用が始まった事例であり、テナント
は安定しているが空きフロアが２フロアある。おかやは半分ほどを
カルチャーセンター等の公益テナントが占めている。
【ⅲ】近鉄百貨店東京店 ( 以下、武蔵野 )、郡山西武 ( 以下、郡山 )、
山形松坂屋 ( 以下、山形 )、きたみ東急百貨店 ( 以下、きたみ )、福
島ビブレ(以下、福島)、丸正百貨店(以下、和歌山)、前橋西武(以下、
前橋 )：武蔵野・郡山は家電量販店が、山形はビジネスホテルが、
その大部分を占める。収益性は良いテナントであると推測されるが、
商業施設としての活性はこれらの特定のテナントに大きく依存して
いる状態である。きたみは一部フロアに市庁舎、福島は１フロアに
世代間交流施設が入居している。和歌山は上層階に業務テナントや
診療所があることに加えて、地階に天然温泉の温浴施設がある。前
橋は上階に大学、地階にスーパー、その他の階は交流施設という構
成である。これら 4 事例は複合施設として安定していると考えられ
る。
【ⅳ】ビーミー町田大丸 (以下、町田 )、鹿児島三越 (以下、鹿児島 )：
町田・鹿児島ともに特定のテナントに大きく依存することもなく、
商業施設として安定している。
3-2. 分析方法
　前節で示した事例を再活用状況に従って分けたグループと、表８
に示す都市特性を表す変数の組み合わせの間の関連を検討する。具
体的には、【1】全ての変数 (X1〜87)、【2】地価に関する変数 (X1〜
46)、【3】人口に関する変数 (X47〜80)、【4】乗降客数に関する変数
(X81〜87) という組み合わせで事例にデータを与え、クラスター分
析を行う。
3-3. 結果　　　　　　　    
　図６、７、８、９に【1】〜【4】の結果を示す。それぞれ３つもし
くは４つのクラスターに分けられる距離係数で切ってみると、相互
に似ているが少しずつ異なるクラスターが得られる。図６では、【ⅲ】
のきたみが【ⅰ】が半数以上占めるクラスターに含まれ、商業施設
としての活性が過小評価されている。これは図８、９でも同様である。
また図９では、【ⅰ】の茂原が【ⅲ】が半数を占めるクラスターに含
⑴転用では、「ハレの場」の性格が弱く公益テナントを含む場合が多
く、それが占める割合も大きい。また、こうした事例は都市規模が
小さい地域に多いことから、都市規模が小さい地域に立地する場合
は「ハレの場」としての商業施設として再活用することは難しく、
広域からの集客も見込めないため、行政等の介入が大きくなると言
える。
⑵建替えでは、「ハレの場」の性格を百貨店当時と同程度持つものが
ほとんどで、公益テナントを複数含む場合は少ない。また、オフィ
スやホテル、マンションといった転用では見られない用途を含む場
合も多く、再開発の側面を持った事例が多いと言える。
⑥再活用状況との間に関連のある都市特性を表す変数として、地価
に関する変数が有用であることが示唆された。　　　
4-2. 将来の展望
　将来の課題として、事例の再活用状況に一定の影響を与える可能
性がある近隣の競合店舗や、再活用に携わっている関係主体を考慮
した分析が挙げられる。これら地域や事例によって異なるためより
多数のサンプルを扱う必要があろう。また、本研究の結果から、再
活用状況のグループと地価に関する変数の間に関連があることが示
唆されたが、地価の性質上、どちらが原因でどちらが結果かは不明
であるので、事例自体が最近接地点地価にどの程度の影響力を持つ
かを把握する必要がある。その意味でも近隣の競合店舗の考慮は有
益であり、また時系列分析が必要となろう。
た「住宅」「宿泊」はなく、「遊戯」「公益②」が複数事例存在する。
これらは都市規模が小さい地域に立地していることもあり、広域から
の集客は見込めず近隣住民を対象とした用途が選択されたのではない
かと考えられる。
2-4-2．「複合」について
　「転用」「建替え」を経て「複合」となったものは、それぞれ 16、15
事例ある。これらについて表６、表７に示す。
　「転用」について立地する地域を見てみると、比較的都市規模が小
さな地域に事例が多いことが分かる。現状の用途について見てみると、
「ほか」として分類される場合と同じ様相であるが、「住宅」「宿泊」
はほとんど含まず、「業務」も少ない。そして、百貨店当時より商業
施設として「ハレの場」の性格が弱い「商業③」「商業④」を含む事
例が複数ある。また、どの事例も「公益①」「公益②」「公益③」のい
ずれかを含み、複数含む事例も過半数を超える。このことから、都市
模が小さい地域に立地する事例の場合は「ハレの場」としての商業施
に立地する事例が増加する傾向が見られる。現状内訳では、距離帯ご
との特徴は見受けられない。
　図４は、総売場面積を４つの規模帯に分けて事例の現状内訳を示し
たものである。都市規模が小さいほど建物規模が小さい事例が多い。
また、地方中小都市では、他都市規模に比べて建物規模が小さい場合
でも「その他」が占める割合が大きい。ここからも地方中小都市では
再活用がされにくい状況があると推測される。建物規模に着目すると、
20,001 ㎡以上の事例は「転用」が多い。この規模帯となると解体や建
替えに莫大な費用を要するため、コストの抑えられる「転用」が選択
されているのではないかと考えられる。また、10,001〜20,000 ㎡とい
う規模帯はどの都市規模でも事例数は同程度であるが、現状内訳は都
市規模によってばらつきがある。　　　
2-4．「転用」「建替え」
2-4-1. 現状詳細について
　図５は「転用」「建替え」事例について【現状詳細】の内訳を示し
たものである。建物をそのまま用いる「転用」の場合は、構造上の制
約からか「商業①」「商業②」といった百貨店に似た用途での再活用
が半数以上を占めることが分かる。一方で「建替え」の場合は、「複合」
「ほか」が多いことが分かる。「複合」については「転用」と事例数が
同程度であることから、比較を行った結果を次項 (2-4-2.) にて詳述
する。ここでは、「ほか」に分類された 14 事例に着目し、立地する地
域と現用途を表４に示した。多様な用途での再活用がなされているこ
とが分かるが、これは「建替え」は構造上の制約がなく、再活用する
際に用途を予め想定できるためであると考えられる。「転用」で「ほか」
に分類されるものは表５の５事例であるが、「建替え」で多く見られ
設として再活用することは難しく、広域からの集客も見込めないため、
行政等の介入が大きくなると考えられる。
　「建替え」について立地する地域で見てみると、比較的都市規模が
大きな地域に事例が多いことが分かる。現状の用途について見てみる
と、商業施設としての「ハレの場」の性格を百貨店当時と同程度に持
つと考えられる「商業①」「商業②」を含む事例がほとんどである。また、
「転用」の場合とは異なって「公益」の用途をまんべんなく含む事例
はわずかである。そして、「転用」ではそれほど見られなかった「業務」
「住宅」「宿泊」という用途を含む事例が複数あり、このことから、再
開発の側面を持った事例が多いと考えられる。以上より、再活用によ
って「複合」になった場合において、それが「転用」されたか「建替え」
られたかという経緯に着目することによって捉えられる状況は大きく
異なることが分かる。
まれ、商業施設としての活性が過大評価されている。これに対して
で図７では、グループを２つ以上飛び越えたクラスターが生じてい
ない。以上より、再活用状況と最も関連がある変数は【2】地価に関
する変数であると示唆された。
　　
４．総括
4-1. まとめ
　本研究で得られた主な知見を以下に示す。
①地方中小都市では、建物規模が小さい事例であっても撤退後に再
活用がなされない事例の割合が他都市規模に比べて大きい。地方中
小都市では撤退後の対応が特に難しい局面にあると推測できる。
②建物規模が 20,000 ㎡を超えると再活用する場合、転用が選択され
やすい。建築物に関するコストを抑えられるためではないかと考え
られる。
③転用の場合、構造上の制約のためか百貨店に似た用途での再活用
が選択されやすい。
④建替えの場合、構造上の制約はなく、再活用する際に用途を予め
想定できるため、選択される用途は多様である。
⑤再活用後に複合施設となった場合、その様相は転用か建替えかで
大きく異なる。
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１．はじめに　　
1—1．研究の背景と目的
　明治時代に発祥した百貨店はかつて、店舗数や取り扱い品目を増や
すことで既存の中小小売業者に大きな打撃を与えたことから疎まれる
存在だった。他方で、ほかの商業施設では体験し得ない格式の高さを
持った百貨店は、大正初期の帝国劇場のキャッチコピー『今日は帝劇、
明日は三越』に表されるように消費者にとってハレの場として認識さ
れ、街に人を惹きつける役割を担うようになった。言い換えると、街
のにぎわいは百貨店に訪れる消費者によってもたらされてきた影響が
少なからずあったといえる。しかし近年、郊外に巨大なショッピング
センターが登場したことやインターネットを通じて商品を購買できる
ようになったこと等によって消費者の行動が変化したことも一因とな
って、百貨店の売上は減少傾向が続き、全国で撤退が相次いでいる。
百貨店が撤退した街は人を呼び込む求心力を失い、買い物の場がます
ます郊外に移っていくことで、それまでの中心市街地の衰退に歯止め
がかからないという悪循環が生まれている。すなわち、百貨店の進退
が街や消費者に及ぼす影響は大きい。具体的には、公共交通を利用し
て買い物に出かけていた消費者にとっては不便が生じること、撤退後
再活用されない状態が続くと周辺地域に悪影響を及ぼす 1) こと等が挙
げられる。
　この悪循環を断ち切るためには、百貨店撤退後の施設にはどのよう
な再活用が効果的であるかについて探求する必要がある。また、前述
したように消費者行動の変化とそれをもたらす技術の発達を考える
と、今後も撤退せざるを得ない百貨店は少なくないことが予想される。
したがって、百貨店撤退に着目する意義は大きいといえる。以上の背
景を踏まえ、本研究では百貨店撤退後の建物・跡地の実態を把握し、
今後撤退した事例を再活用する場合に有用な知見を得ることを目的と
する。
1−2． 既往研究と本研究の位置づけ
　百貨店を含む大型店撤退問題に関連する既往研究は多数ある。大型
店撤退の実態や再活用における問題点について自治体等へアンケート
調査を行ったのち撤退問題について体系的に示したものが代表的であ
る 2),3),4)。また、特定の事例に着目したものでは安定した再活用に至
った事例についての研究が多い。それらの内容は再活用までの経緯を
まとめたもの 5) や、利用者の買い物行動の変化や再活用後の施設にお
ける訪問客の行動ついて調査されたもの 6),7)、構造やフロア構成、設
備配置等の再活用する際に建物面で考慮すべきことを示したもの 8) が
見受けられる。これらに対して、本研究では撤退後の建物・跡地にお
ける実態把握を行うと同時に、特定の事例を成功・非成功に関わらず
取り上げ、都市特性から分析するところに差異がある。
1−3． 論文構成 
　第１章では、研究の背景と目的を示すとともに、既往研究に対する
本研究の位置付けを整理し、本研究の枠組みを示す。第２章では、調
査対象とした事例とその分類について整理し、都市規模別の現状内訳
や、開店時期・駅からの距離・総売場面積といった事例の特徴を示す
指標から行った基礎的な集計の結果を示す。「転用」「建替え」につい
ては詳細の把握を行う。第３章では、10,001〜20,000 ㎡という面積規
模で「転用」された事例に着目し、詳細について調査・分析を行い、
今後の再活用に有用な知見を示す。第４章では得られた成果をまとめ、
将来への展望を示す。 
２． 調査対象と近年の傾向の把握
2—1． 調査対象について
　本研究で扱う百貨店は、百貨店調査年鑑9) における「全国百貨店名簿」
に掲載されている店舗注 1) とした。 具体的に調査対象とした事例は、
百貨店協会加盟店舗数が最多の年である 1999 年 10) 度版に掲載されて
いる 369 店舗である。この 369 店舗について、「全国百貨店名簿」を
2016 年度版まで調査した。
2-2．分類について
　傾向を簡単に把握するために、事例の【現状】と、事例が立地する
地域の【都市規模】による分類を行った。【現状】による分類では、
2016 年度まで掲載され続けているものは「継続営業」とし、2016 年
度に至るまでのどこかで掲載されなくなった店舗と、店舗が移転した
ことによって空いた建物を合わせた 175 事例については、「業態変換」
「転用」「建替え」「その他」のいずれかとした。175 事例の現状につい
ては住宅地図や事例に関連するニュース記事等から調査を行い、把握
した。また、この４分類を詳述したものを表１に示す。【都市規模】
による分類は、井上ら 4) を参考にして表２のように定めた。
　「転用」「建替え」に分類される事例については、事例の様子をより
詳しく把握できるように【現状詳細】による分類を表３のように定め
た。
2-3．集計結果
　前節で定めた分類に従って事例を集計した結果を示す。図１は調査
対象とした店舗の現状について都市規模別に示したものである。都市
規模が小さくなるにつれて「継続営業」の割合が小さく、撤退事例が
占める割合が高くなることが分かる。また、地方中小都市は他地域に
比べて「その他」が占める割合が大きい。このことから、再活用に対
して積極的な取り組みがされにくいと考えられる。
　図２は、「全国百貨店名簿」に掲載される開店日もしくは創業年を
基に作成したグラフである。開店時期が早いほど「建替え」が多く、
遅いほど「転用」が多いことから、開店時期は、築年数とは必ずしも
一致しないが、築年数と似た性格の指標であると考えられる。
　図３は、最寄駅からの距離を３つの距離帯に分けて事例の現状内訳
を示したものである。どの都市規模でも 400m 以下に立地する事例が
最も多い。また、都市規模が小さくなるにつれて駅から離れたところ
３． 都市特性に着目した事例分析
3—1． 特定事例について
　前章の図４で最も多くの事例数を含む 10,001〜20,000 ㎡という規
模帯に分類された事例のうち、再活用において建築物に関するコス
トが抑えられると考えられる「転用」に分類されるものを特定事例
として分析する。ただし、大都市に立地するもの、百貨店当時から
大型商業施設の一部として入居していたもの、別の百貨店として転
用されたものは除く。事例の再活用状況について把握するために、
再活用が始まった年、その翌年、2013 年、2016 年、2017 年度の住
宅地図の別記欄からテナントを調査した。その結果から特定事例は
特徴で、次のようなグループに分けられる。【ⅰ】〜【ⅳ】の順に、商
業施設としての活性が高くなると考えられるグループになる。以下、
各グループと、事例の概略を示す。
【ⅰ】茂原そごう ( 以下、茂原 )、西武百貨店函館店 ( 以下、函館 )、
石巻ビブレ ( 以下、石巻 )：３事例ともテナントは比較的安定して
いるが、茂原・函館については、再活用が始まってから５年以上経
過していながら、最新のテナント状況において空きフロアが２フロ
ア以上あり、石巻については市役所が大半を占める。
【ⅱ】中三盛岡店 (以下、盛岡 )、おかや東急百貨店 (以下、おかや )：
盛岡は 2013 年という最近に再活用が始まった事例であり、テナント
は安定しているが空きフロアが２フロアある。おかやは半分ほどを
カルチャーセンター等の公益テナントが占めている。
【ⅲ】近鉄百貨店東京店 ( 以下、武蔵野 )、郡山西武 ( 以下、郡山 )、
山形松坂屋 ( 以下、山形 )、きたみ東急百貨店 ( 以下、きたみ )、福
島ビブレ(以下、福島)、丸正百貨店(以下、和歌山)、前橋西武(以下、
前橋 )：武蔵野・郡山は家電量販店が、山形はビジネスホテルが、
その大部分を占める。収益性は良いテナントであると推測されるが、
商業施設としての活性はこれらの特定のテナントに大きく依存して
いる状態である。きたみは一部フロアに市庁舎、福島は１フロアに
世代間交流施設が入居している。和歌山は上層階に業務テナントや
診療所があることに加えて、地階に天然温泉の温浴施設がある。前
橋は上階に大学、地階にスーパー、その他の階は交流施設という構
成である。これら 4 事例は複合施設として安定していると考えられ
る。
【ⅳ】ビーミー町田大丸 (以下、町田 )、鹿児島三越 (以下、鹿児島 )：
町田・鹿児島ともに特定のテナントに大きく依存することもなく、
商業施設として安定している。
3-2. 分析方法
　前節で示した事例を再活用状況に従って分けたグループと、表８
に示す都市特性を表す変数の組み合わせの間の関連を検討する。具
体的には、【1】全ての変数 (X1〜87)、【2】地価に関する変数 (X1〜
46)、【3】人口に関する変数 (X47〜80)、【4】乗降客数に関する変数
(X81〜87) という組み合わせで事例にデータを与え、クラスター分
析を行う。
3-3. 結果　　　　　　　    
　図６、７、８、９に【1】〜【4】の結果を示す。それぞれ３つもし
くは４つのクラスターに分けられる距離係数で切ってみると、相互
に似ているが少しずつ異なるクラスターが得られる。図６では、【ⅲ】
のきたみが【ⅰ】が半数以上占めるクラスターに含まれ、商業施設
としての活性が過小評価されている。これは図８、９でも同様である。
また図９では、【ⅰ】の茂原が【ⅲ】が半数を占めるクラスターに含
⑴転用では、「ハレの場」の性格が弱く公益テナントを含む場合が多
く、それが占める割合も大きい。また、こうした事例は都市規模が
小さい地域に多いことから、都市規模が小さい地域に立地する場合
は「ハレの場」としての商業施設として再活用することは難しく、
広域からの集客も見込めないため、行政等の介入が大きくなると言
える。
⑵建替えでは、「ハレの場」の性格を百貨店当時と同程度持つものが
ほとんどで、公益テナントを複数含む場合は少ない。また、オフィ
スやホテル、マンションといった転用では見られない用途を含む場
合も多く、再開発の側面を持った事例が多いと言える。
⑥再活用状況との間に関連のある都市特性を表す変数として、地価
に関する変数が有用であることが示唆された。　　　
4-2. 将来の展望
　将来の課題として、事例の再活用状況に一定の影響を与える可能
性がある近隣の競合店舗や、再活用に携わっている関係主体を考慮
した分析が挙げられる。これら地域や事例によって異なるためより
多数のサンプルを扱う必要があろう。また、本研究の結果から、再
活用状況のグループと地価に関する変数の間に関連があることが示
唆されたが、地価の性質上、どちらが原因でどちらが結果かは不明
であるので、事例自体が最近接地点地価にどの程度の影響力を持つ
かを把握する必要がある。その意味でも近隣の競合店舗の考慮は有
益であり、また時系列分析が必要となろう。
た「住宅」「宿泊」はなく、「遊戯」「公益②」が複数事例存在する。
これらは都市規模が小さい地域に立地していることもあり、広域から
の集客は見込めず近隣住民を対象とした用途が選択されたのではない
かと考えられる。
2-4-2．「複合」について
　「転用」「建替え」を経て「複合」となったものは、それぞれ 16、15
事例ある。これらについて表６、表７に示す。
　「転用」について立地する地域を見てみると、比較的都市規模が小
さな地域に事例が多いことが分かる。現状の用途について見てみると、
「ほか」として分類される場合と同じ様相であるが、「住宅」「宿泊」
はほとんど含まず、「業務」も少ない。そして、百貨店当時より商業
施設として「ハレの場」の性格が弱い「商業③」「商業④」を含む事
例が複数ある。また、どの事例も「公益①」「公益②」「公益③」のい
ずれかを含み、複数含む事例も過半数を超える。このことから、都市
模が小さい地域に立地する事例の場合は「ハレの場」としての商業施
に立地する事例が増加する傾向が見られる。現状内訳では、距離帯ご
との特徴は見受けられない。
　図４は、総売場面積を４つの規模帯に分けて事例の現状内訳を示し
たものである。都市規模が小さいほど建物規模が小さい事例が多い。
また、地方中小都市では、他都市規模に比べて建物規模が小さい場合
でも「その他」が占める割合が大きい。ここからも地方中小都市では
再活用がされにくい状況があると推測される。建物規模に着目すると、
20,001 ㎡以上の事例は「転用」が多い。この規模帯となると解体や建
替えに莫大な費用を要するため、コストの抑えられる「転用」が選択
されているのではないかと考えられる。また、10,001〜20,000 ㎡とい
う規模帯はどの都市規模でも事例数は同程度であるが、現状内訳は都
市規模によってばらつきがある。　　　
2-4．「転用」「建替え」
2-4-1. 現状詳細について
　図５は「転用」「建替え」事例について【現状詳細】の内訳を示し
たものである。建物をそのまま用いる「転用」の場合は、構造上の制
約からか「商業①」「商業②」といった百貨店に似た用途での再活用
が半数以上を占めることが分かる。一方で「建替え」の場合は、「複合」
「ほか」が多いことが分かる。「複合」については「転用」と事例数が
同程度であることから、比較を行った結果を次項 (2-4-2.) にて詳述
する。ここでは、「ほか」に分類された 14 事例に着目し、立地する地
域と現用途を表４に示した。多様な用途での再活用がなされているこ
とが分かるが、これは「建替え」は構造上の制約がなく、再活用する
際に用途を予め想定できるためであると考えられる。「転用」で「ほか」
に分類されるものは表５の５事例であるが、「建替え」で多く見られ
設として再活用することは難しく、広域からの集客も見込めないため、
行政等の介入が大きくなると考えられる。
　「建替え」について立地する地域で見てみると、比較的都市規模が
大きな地域に事例が多いことが分かる。現状の用途について見てみる
と、商業施設としての「ハレの場」の性格を百貨店当時と同程度に持
つと考えられる「商業①」「商業②」を含む事例がほとんどである。また、
「転用」の場合とは異なって「公益」の用途をまんべんなく含む事例
はわずかである。そして、「転用」ではそれほど見られなかった「業務」
「住宅」「宿泊」という用途を含む事例が複数あり、このことから、再
開発の側面を持った事例が多いと考えられる。以上より、再活用によ
って「複合」になった場合において、それが「転用」されたか「建替え」
られたかという経緯に着目することによって捉えられる状況は大きく
異なることが分かる。
まれ、商業施設としての活性が過大評価されている。これに対して
で図７では、グループを２つ以上飛び越えたクラスターが生じてい
ない。以上より、再活用状況と最も関連がある変数は【2】地価に関
する変数であると示唆された。
　　
４．総括
4-1. まとめ
　本研究で得られた主な知見を以下に示す。
①地方中小都市では、建物規模が小さい事例であっても撤退後に再
活用がなされない事例の割合が他都市規模に比べて大きい。地方中
小都市では撤退後の対応が特に難しい局面にあると推測できる。
②建物規模が 20,000 ㎡を超えると再活用する場合、転用が選択され
やすい。建築物に関するコストを抑えられるためではないかと考え
られる。
③転用の場合、構造上の制約のためか百貨店に似た用途での再活用
が選択されやすい。
④建替えの場合、構造上の制約はなく、再活用する際に用途を予め
想定できるため、選択される用途は多様である。
⑤再活用後に複合施設となった場合、その様相は転用か建替えかで
大きく異なる。
図１ 現状内訳
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１．はじめに　　
1—1．研究の背景と目的
　明治時代に発祥した百貨店はかつて、店舗数や取り扱い品目を増や
すことで既存の中小小売業者に大きな打撃を与えたことから疎まれる
存在だった。他方で、ほかの商業施設では体験し得ない格式の高さを
持った百貨店は、大正初期の帝国劇場のキャッチコピー『今日は帝劇、
明日は三越』に表されるように消費者にとってハレの場として認識さ
れ、街に人を惹きつける役割を担うようになった。言い換えると、街
のにぎわいは百貨店に訪れる消費者によってもたらされてきた影響が
少なからずあったといえる。しかし近年、郊外に巨大なショッピング
センターが登場したことやインターネットを通じて商品を購買できる
ようになったこと等によって消費者の行動が変化したことも一因とな
って、百貨店の売上は減少傾向が続き、全国で撤退が相次いでいる。
百貨店が撤退した街は人を呼び込む求心力を失い、買い物の場がます
ます郊外に移っていくことで、それまでの中心市街地の衰退に歯止め
がかからないという悪循環が生まれている。すなわち、百貨店の進退
が街や消費者に及ぼす影響は大きい。具体的には、公共交通を利用し
て買い物に出かけていた消費者にとっては不便が生じること、撤退後
再活用されない状態が続くと周辺地域に悪影響を及ぼす 1) こと等が挙
げられる。
　この悪循環を断ち切るためには、百貨店撤退後の施設にはどのよう
な再活用が効果的であるかについて探求する必要がある。また、前述
したように消費者行動の変化とそれをもたらす技術の発達を考える
と、今後も撤退せざるを得ない百貨店は少なくないことが予想される。
したがって、百貨店撤退に着目する意義は大きいといえる。以上の背
景を踏まえ、本研究では百貨店撤退後の建物・跡地の実態を把握し、
今後撤退した事例を再活用する場合に有用な知見を得ることを目的と
する。
1−2． 既往研究と本研究の位置づけ
　百貨店を含む大型店撤退問題に関連する既往研究は多数ある。大型
店撤退の実態や再活用における問題点について自治体等へアンケート
調査を行ったのち撤退問題について体系的に示したものが代表的であ
る 2),3),4)。また、特定の事例に着目したものでは安定した再活用に至
った事例についての研究が多い。それらの内容は再活用までの経緯を
まとめたもの 5) や、利用者の買い物行動の変化や再活用後の施設にお
ける訪問客の行動ついて調査されたもの 6),7)、構造やフロア構成、設
備配置等の再活用する際に建物面で考慮すべきことを示したもの 8) が
見受けられる。これらに対して、本研究では撤退後の建物・跡地にお
ける実態把握を行うと同時に、特定の事例を成功・非成功に関わらず
取り上げ、都市特性から分析するところに差異がある。
1−3． 論文構成 
　第１章では、研究の背景と目的を示すとともに、既往研究に対する
本研究の位置付けを整理し、本研究の枠組みを示す。第２章では、調
査対象とした事例とその分類について整理し、都市規模別の現状内訳
や、開店時期・駅からの距離・総売場面積といった事例の特徴を示す
指標から行った基礎的な集計の結果を示す。「転用」「建替え」につい
ては詳細の把握を行う。第３章では、10,001〜20,000 ㎡という面積規
模で「転用」された事例に着目し、詳細について調査・分析を行い、
今後の再活用に有用な知見を示す。第４章では得られた成果をまとめ、
将来への展望を示す。 
２． 調査対象と近年の傾向の把握
2—1． 調査対象について
　本研究で扱う百貨店は、百貨店調査年鑑9) における「全国百貨店名簿」
に掲載されている店舗注 1) とした。 具体的に調査対象とした事例は、
百貨店協会加盟店舗数が最多の年である 1999 年 10) 度版に掲載されて
いる 369 店舗である。この 369 店舗について、「全国百貨店名簿」を
2016 年度版まで調査した。
2-2．分類について
　傾向を簡単に把握するために、事例の【現状】と、事例が立地する
地域の【都市規模】による分類を行った。【現状】による分類では、
2016 年度まで掲載され続けているものは「継続営業」とし、2016 年
度に至るまでのどこかで掲載されなくなった店舗と、店舗が移転した
ことによって空いた建物を合わせた 175 事例については、「業態変換」
「転用」「建替え」「その他」のいずれかとした。175 事例の現状につい
ては住宅地図や事例に関連するニュース記事等から調査を行い、把握
した。また、この４分類を詳述したものを表１に示す。【都市規模】
による分類は、井上ら 4) を参考にして表２のように定めた。
　「転用」「建替え」に分類される事例については、事例の様子をより
詳しく把握できるように【現状詳細】による分類を表３のように定め
た。
2-3．集計結果
　前節で定めた分類に従って事例を集計した結果を示す。図１は調査
対象とした店舗の現状について都市規模別に示したものである。都市
規模が小さくなるにつれて「継続営業」の割合が小さく、撤退事例が
占める割合が高くなることが分かる。また、地方中小都市は他地域に
比べて「その他」が占める割合が大きい。このことから、再活用に対
して積極的な取り組みがされにくいと考えられる。
　図２は、「全国百貨店名簿」に掲載される開店日もしくは創業年を
基に作成したグラフである。開店時期が早いほど「建替え」が多く、
遅いほど「転用」が多いことから、開店時期は、築年数とは必ずしも
一致しないが、築年数と似た性格の指標であると考えられる。
　図３は、最寄駅からの距離を３つの距離帯に分けて事例の現状内訳
を示したものである。どの都市規模でも 400m 以下に立地する事例が
最も多い。また、都市規模が小さくなるにつれて駅から離れたところ
３． 都市特性に着目した事例分析
3—1． 特定事例について
　前章の図４で最も多くの事例数を含む 10,001〜20,000 ㎡という規
模帯に分類された事例のうち、再活用において建築物に関するコス
トが抑えられると考えられる「転用」に分類されるものを特定事例
として分析する。ただし、大都市に立地するもの、百貨店当時から
大型商業施設の一部として入居していたもの、別の百貨店として転
用されたものは除く。事例の再活用状況について把握するために、
再活用が始まった年、その翌年、2013 年、2016 年、2017 年度の住
宅地図の別記欄からテナントを調査した。その結果から特定事例は
特徴で、次のようなグループに分けられる。【ⅰ】〜【ⅳ】の順に、商
業施設としての活性が高くなると考えられるグループになる。以下、
各グループと、事例の概略を示す。
【ⅰ】茂原そごう ( 以下、茂原 )、西武百貨店函館店 ( 以下、函館 )、
石巻ビブレ ( 以下、石巻 )：３事例ともテナントは比較的安定して
いるが、茂原・函館については、再活用が始まってから５年以上経
過していながら、最新のテナント状況において空きフロアが２フロ
ア以上あり、石巻については市役所が大半を占める。
【ⅱ】中三盛岡店 (以下、盛岡 )、おかや東急百貨店 (以下、おかや )：
盛岡は 2013 年という最近に再活用が始まった事例であり、テナント
は安定しているが空きフロアが２フロアある。おかやは半分ほどを
カルチャーセンター等の公益テナントが占めている。
【ⅲ】近鉄百貨店東京店 ( 以下、武蔵野 )、郡山西武 ( 以下、郡山 )、
山形松坂屋 ( 以下、山形 )、きたみ東急百貨店 ( 以下、きたみ )、福
島ビブレ(以下、福島)、丸正百貨店(以下、和歌山)、前橋西武(以下、
前橋 )：武蔵野・郡山は家電量販店が、山形はビジネスホテルが、
その大部分を占める。収益性は良いテナントであると推測されるが、
商業施設としての活性はこれらの特定のテナントに大きく依存して
いる状態である。きたみは一部フロアに市庁舎、福島は１フロアに
世代間交流施設が入居している。和歌山は上層階に業務テナントや
診療所があることに加えて、地階に天然温泉の温浴施設がある。前
橋は上階に大学、地階にスーパー、その他の階は交流施設という構
成である。これら 4 事例は複合施設として安定していると考えられ
る。
【ⅳ】ビーミー町田大丸 (以下、町田 )、鹿児島三越 (以下、鹿児島 )：
町田・鹿児島ともに特定のテナントに大きく依存することもなく、
商業施設として安定している。
3-2. 分析方法
　前節で示した事例を再活用状況に従って分けたグループと、表８
に示す都市特性を表す変数の組み合わせの間の関連を検討する。具
体的には、【1】全ての変数 (X1〜87)、【2】地価に関する変数 (X1〜
46)、【3】人口に関する変数 (X47〜80)、【4】乗降客数に関する変数
(X81〜87) という組み合わせで事例にデータを与え、クラスター分
析を行う。
3-3. 結果　　　　　　　    
　図６、７、８、９に【1】〜【4】の結果を示す。それぞれ３つもし
くは４つのクラスターに分けられる距離係数で切ってみると、相互
に似ているが少しずつ異なるクラスターが得られる。図６では、【ⅲ】
のきたみが【ⅰ】が半数以上占めるクラスターに含まれ、商業施設
としての活性が過小評価されている。これは図８、９でも同様である。
また図９では、【ⅰ】の茂原が【ⅲ】が半数を占めるクラスターに含
⑴転用では、「ハレの場」の性格が弱く公益テナントを含む場合が多
く、それが占める割合も大きい。また、こうした事例は都市規模が
小さい地域に多いことから、都市規模が小さい地域に立地する場合
は「ハレの場」としての商業施設として再活用することは難しく、
広域からの集客も見込めないため、行政等の介入が大きくなると言
える。
⑵建替えでは、「ハレの場」の性格を百貨店当時と同程度持つものが
ほとんどで、公益テナントを複数含む場合は少ない。また、オフィ
スやホテル、マンションといった転用では見られない用途を含む場
合も多く、再開発の側面を持った事例が多いと言える。
⑥再活用状況との間に関連のある都市特性を表す変数として、地価
に関する変数が有用であることが示唆された。　　　
4-2. 将来の展望
　将来の課題として、事例の再活用状況に一定の影響を与える可能
性がある近隣の競合店舗や、再活用に携わっている関係主体を考慮
した分析が挙げられる。これら地域や事例によって異なるためより
多数のサンプルを扱う必要があろう。また、本研究の結果から、再
活用状況のグループと地価に関する変数の間に関連があることが示
唆されたが、地価の性質上、どちらが原因でどちらが結果かは不明
であるので、事例自体が最近接地点地価にどの程度の影響力を持つ
かを把握する必要がある。その意味でも近隣の競合店舗の考慮は有
益であり、また時系列分析が必要となろう。
た「住宅」「宿泊」はなく、「遊戯」「公益②」が複数事例存在する。
これらは都市規模が小さい地域に立地していることもあり、広域から
の集客は見込めず近隣住民を対象とした用途が選択されたのではない
かと考えられる。
2-4-2．「複合」について
　「転用」「建替え」を経て「複合」となったものは、それぞれ 16、15
事例ある。これらについて表６、表７に示す。
　「転用」について立地する地域を見てみると、比較的都市規模が小
さな地域に事例が多いことが分かる。現状の用途について見てみると、
「ほか」として分類される場合と同じ様相であるが、「住宅」「宿泊」
はほとんど含まず、「業務」も少ない。そして、百貨店当時より商業
施設として「ハレの場」の性格が弱い「商業③」「商業④」を含む事
例が複数ある。また、どの事例も「公益①」「公益②」「公益③」のい
ずれかを含み、複数含む事例も過半数を超える。このことから、都市
模が小さい地域に立地する事例の場合は「ハレの場」としての商業施
に立地する事例が増加する傾向が見られる。現状内訳では、距離帯ご
との特徴は見受けられない。
　図４は、総売場面積を４つの規模帯に分けて事例の現状内訳を示し
たものである。都市規模が小さいほど建物規模が小さい事例が多い。
また、地方中小都市では、他都市規模に比べて建物規模が小さい場合
でも「その他」が占める割合が大きい。ここからも地方中小都市では
再活用がされにくい状況があると推測される。建物規模に着目すると、
20,001 ㎡以上の事例は「転用」が多い。この規模帯となると解体や建
替えに莫大な費用を要するため、コストの抑えられる「転用」が選択
されているのではないかと考えられる。また、10,001〜20,000 ㎡とい
う規模帯はどの都市規模でも事例数は同程度であるが、現状内訳は都
市規模によってばらつきがある。　　　
2-4．「転用」「建替え」
2-4-1. 現状詳細について
　図５は「転用」「建替え」事例について【現状詳細】の内訳を示し
たものである。建物をそのまま用いる「転用」の場合は、構造上の制
約からか「商業①」「商業②」といった百貨店に似た用途での再活用
が半数以上を占めることが分かる。一方で「建替え」の場合は、「複合」
「ほか」が多いことが分かる。「複合」については「転用」と事例数が
同程度であることから、比較を行った結果を次項 (2-4-2.) にて詳述
する。ここでは、「ほか」に分類された 14 事例に着目し、立地する地
域と現用途を表４に示した。多様な用途での再活用がなされているこ
とが分かるが、これは「建替え」は構造上の制約がなく、再活用する
際に用途を予め想定できるためであると考えられる。「転用」で「ほか」
に分類されるものは表５の５事例であるが、「建替え」で多く見られ
設として再活用することは難しく、広域からの集客も見込めないため、
行政等の介入が大きくなると考えられる。
　「建替え」について立地する地域で見てみると、比較的都市規模が
大きな地域に事例が多いことが分かる。現状の用途について見てみる
と、商業施設としての「ハレの場」の性格を百貨店当時と同程度に持
つと考えられる「商業①」「商業②」を含む事例がほとんどである。また、
「転用」の場合とは異なって「公益」の用途をまんべんなく含む事例
はわずかである。そして、「転用」ではそれほど見られなかった「業務」
「住宅」「宿泊」という用途を含む事例が複数あり、このことから、再
開発の側面を持った事例が多いと考えられる。以上より、再活用によ
って「複合」になった場合において、それが「転用」されたか「建替え」
られたかという経緯に着目することによって捉えられる状況は大きく
異なることが分かる。
まれ、商業施設としての活性が過大評価されている。これに対して
で図７では、グループを２つ以上飛び越えたクラスターが生じてい
ない。以上より、再活用状況と最も関連がある変数は【2】地価に関
する変数であると示唆された。
　　
４．総括
4-1. まとめ
　本研究で得られた主な知見を以下に示す。
①地方中小都市では、建物規模が小さい事例であっても撤退後に再
活用がなされない事例の割合が他都市規模に比べて大きい。地方中
小都市では撤退後の対応が特に難しい局面にあると推測できる。
②建物規模が 20,000 ㎡を超えると再活用する場合、転用が選択され
やすい。建築物に関するコストを抑えられるためではないかと考え
られる。
③転用の場合、構造上の制約のためか百貨店に似た用途での再活用
が選択されやすい。
④建替えの場合、構造上の制約はなく、再活用する際に用途を予め
想定できるため、選択される用途は多様である。
⑤再活用後に複合施設となった場合、その様相は転用か建替えかで
大きく異なる。
図１ 現状内訳
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１．はじめに　　
1—1．研究の背景と目的
　明治時代に発祥した百貨店はかつて、店舗数や取り扱い品目を増や
すことで既存の中小小売業者に大きな打撃を与えたことから疎まれる
存在だった。他方で、ほかの商業施設では体験し得ない格式の高さを
持った百貨店は、大正初期の帝国劇場のキャッチコピー『今日は帝劇、
明日は三越』に表されるように消費者にとってハレの場として認識さ
れ、街に人を惹きつける役割を担うようになった。言い換えると、街
のにぎわいは百貨店に訪れる消費者によってもたらされてきた影響が
少なからずあったといえる。しかし近年、郊外に巨大なショッピング
センターが登場したことやインターネットを通じて商品を購買できる
ようになったこと等によって消費者の行動が変化したことも一因とな
って、百貨店の売上は減少傾向が続き、全国で撤退が相次いでいる。
百貨店が撤退した街は人を呼び込む求心力を失い、買い物の場がます
ます郊外に移っていくことで、それまでの中心市街地の衰退に歯止め
がかからないという悪循環が生まれている。すなわち、百貨店の進退
が街や消費者に及ぼす影響は大きい。具体的には、公共交通を利用し
て買い物に出かけていた消費者にとっては不便が生じること、撤退後
再活用されない状態が続くと周辺地域に悪影響を及ぼす 1) こと等が挙
げられる。
　この悪循環を断ち切るためには、百貨店撤退後の施設にはどのよう
な再活用が効果的であるかについて探求する必要がある。また、前述
したように消費者行動の変化とそれをもたらす技術の発達を考える
と、今後も撤退せざるを得ない百貨店は少なくないことが予想される。
したがって、百貨店撤退に着目する意義は大きいといえる。以上の背
景を踏まえ、本研究では百貨店撤退後の建物・跡地の実態を把握し、
今後撤退した事例を再活用する場合に有用な知見を得ることを目的と
する。
1−2． 既往研究と本研究の位置づけ
　百貨店を含む大型店撤退問題に関連する既往研究は多数ある。大型
店撤退の実態や再活用における問題点について自治体等へアンケート
調査を行ったのち撤退問題について体系的に示したものが代表的であ
る 2),3),4)。また、特定の事例に着目したものでは安定した再活用に至
った事例についての研究が多い。それらの内容は再活用までの経緯を
まとめたもの 5) や、利用者の買い物行動の変化や再活用後の施設にお
ける訪問客の行動ついて調査されたもの 6),7)、構造やフロア構成、設
備配置等の再活用する際に建物面で考慮すべきことを示したもの 8) が
見受けられる。これらに対して、本研究では撤退後の建物・跡地にお
ける実態把握を行うと同時に、特定の事例を成功・非成功に関わらず
取り上げ、都市特性から分析するところに差異がある。
1−3． 論文構成 
　第１章では、研究の背景と目的を示すとともに、既往研究に対する
本研究の位置付けを整理し、本研究の枠組みを示す。第２章では、調
査対象とした事例とその分類について整理し、都市規模別の現状内訳
や、開店時期・駅からの距離・総売場面積といった事例の特徴を示す
指標から行った基礎的な集計の結果を示す。「転用」 建替え」につい
ては詳細の把握を行う。第３章では、10,001〜20, 00 ㎡という面積規
模で「転用」された事例に着目し、詳細について調査・分析を行い、
今後の再活用に有用な知見を示す。第４章では得られた成果をまとめ、
将来への展望を示す。 
２． 調査対象と近年の傾向の把握
2—1． 調査対象について
　本研究で扱う百貨店は、百貨店調査年鑑9) における「全国百貨店名簿」
に掲載されている店舗注 1) とした。 具体的に調査対象とした事例は、
百貨店協会加盟店舗数が最多の年である 1999 年 10) 度版に掲載されて
いる 369 店舗である。この 369 店舗について、「全国百貨店名簿」を
2016 年度版まで調査した。
2-2．分類について
　傾向を簡単に把握するために、事例の【現状】と、事例が立地する
地域の【都市規模】による分類を行った。【現状】による分類では、
2016 年度まで掲載され続けているものは「継続営業」とし、2016 年
度に至るまでのどこかで掲載されなくなった店舗と、店舗が移転した
ことによって空いた建物を合わせた 175 事例については、「業態変換」
「転用」 建替え」「その他」のいずれかとした。175 事例の現状につい
ては住宅地図や事例に関連するニュース記事等から調査を行い、把握
した。また、この４分類を詳述したものを表１に示す。【都市規模】
による分類は、井上ら 4) を参考にして表２のように定めた。
　「転用」 建替え」に分類される事例については、事例の様子をより
詳しく把握できるように【現状詳細】による分類を表３のように定め
た。
2-3．集計結果
　前節で定めた分類に従って事例を集計した結果を示す。図１は調査
対象とした店舗の現状について都市規模別に示したものである。都市
規模が小さくなるにつれて「継続営業」の割合が小さく、撤退事例が
占める割合が高くなることが分かる。また、地方中小都市は他地域に
比べて「その他」が占める割合が大きい。このことから、再活用に対
して積極的な取り組みがされにくいと考えられる。
　図２は、「全国百貨店名簿」に掲載される開店日もしくは創業年を
基に作成したグラフである。開店時期が早いほど「建替え」が多く、
遅いほど「転用」が多いことから、開店時期は、築年数とは必ずしも
一致しないが、築年数と似た性格の指標であると考えられる。
　図３は、最寄駅からの距離を３つの距離帯に分けて事例の現状内訳
を示したものである。どの都市規模でも 400m 以下に立地する事例が
最も多い。また、都市規模が小さくなるにつれて駅から離れたところ
３． 都市特性に着目した事例分析
3—1． 特定事例について
　前章の図４で最も多くの事例数を含む 10,001〜20, 00 ㎡という規
模帯に分類された事例のうち、再活用において建築物に関するコス
トが抑えられると考えられる「転用」に分類されるものを特定事例
として分析する。ただし、大都市に立地するもの、百貨店当時から
大型商業施設の一部として入居していたもの、別の百貨店として転
用されたものは除く。事例の再活用状況について把握するために、
再活用が始まった年、その翌年、2013 年、2016 年、2017 年度の住
宅地図の別記欄からテナントを調査した。その結果から特定事例は
特徴で、次のようなグループに分けられる。【ⅰ】〜【ⅳ】の順に、商
業施設としての活性が高くなると考えられるグループになる。以下、
各グループと、事例の概略を示す。
【ⅰ】茂原そごう ( 以下、茂原 ) 西武百貨店函館店 ( 以下、函館 )
石巻ビブレ ( 以下、石巻 )：３事例ともテナントは比較的安定して
いるが、茂原・函館については、再活用が始まってから５年以上経
過していながら、最新のテナント状況において空きフロアが２フロ
ア以上あり、石巻については市役所が大半を占める。
【ⅱ】中三盛岡店 (以下、盛岡 ) おかや東急百貨店 (以下、おかや )：
盛岡は 2013 年という最近に再活用が始まった事例であり、テナント
は安定しているが空きフロアが２フロアある。おかやは半分ほどを
カルチャーセンター等の公益テナントが占めている。
【ⅲ】近鉄百貨店東京店 ( 以下、武蔵野 )、郡山西武 ( 以下、郡山 )
山形松坂屋 ( 以下、山形 ) きたみ東急百貨店 ( 以下、きたみ )、福
島ビブレ(以下、福島) 丸正百貨店(以下、和歌山)、前橋西武(以下、
前橋 )：武蔵野・郡山は家電量販店が、山形はビジネスホテルが、
その大部分を占める。収益性は良いテナントであると推測されるが、
商業施設としての活性はこれらの特定のテナントに大きく依存して
いる状態である。きたみは一部フロアに市庁舎、福島は１フロアに
世代間交流施設が入居している。和歌山は上層階に業務テナントや
診療所があることに加えて、地階に天然温泉の温浴施設がある。前
橋は上階に大学、地階にスーパー、その他の階は交流施設という構
成である。これら 4 事例は複合施設として安定していると考えられ
る。
【ⅳ】ビーミー町田大丸 (以下、町田 ) 鹿児島三越 (以下、鹿児島 )：
町田・鹿児島ともに特定のテナントに大きく依存することもなく、
商業施設として安定している。
3-2. 分析方法
　前節で示した事例を再活用状況に従って分けたグループと、表８
に示す都市特性を表す変数の組み合わせの間の関連を検討する。具
体的には、【1】全ての変数 (X1〜87)、【2】地価に関する変数 (X1〜
46)、【3】人口に関する変数 (X47〜80)、【4】乗降客数に関する変数
(X81〜87) という組み合わせで事例にデータを与え、クラスター分
析を行う。
3-3. 結果　　　　　　　    
　図６、７、８、９に【1】〜【4】の結果を示す。それぞれ３つもし
くは４つのクラスターに分けられる距離係数で切ってみると、相互
に似ているが少しずつ異なるクラスターが得られる。図６では、【ⅲ】
のきたみが【ⅰ】が半数以上占めるクラスターに含まれ、商業施設
としての活性が過小評価されている。これは図８、９でも同様である。
また図９では、【ⅰ】の茂原が【ⅲ】が半数を占めるクラスターに含
⑴転用では、「ハレの場」の性格が弱く公益テナントを含む場合が多
く、それが占める割合も大きい。また、こうした事例は都市規模が
小さい地域に多いことから、都市規模が小さい地域に立地する場合
は「ハレの場」としての商業施設として再活用することは難しく、
広域からの集客も見込めないため、行政等の介入が大きくなると言
える。
⑵建替えでは、「ハレの場」の性格を百貨店当時と同程度持つものが
ほとんどで、公益テナントを複数含む場合は少ない。また、オフィ
スやホテル、マンションといった転用では見られない用途を含む場
合も多く、再開発の側面を持った事例が多いと言える。
⑥再活用状況との間に関連のある都市特性を表す変数として、地価
に関する変数が有用であることが示唆された。　　　
4-2. 将来の展望
　将来の課題として、事例の再活用状況に一定の影響を与える可能
性がある近隣の競合店舗や、再活用に携わっている関係主体を考慮
した分析が挙げられる。これら地域や事例によって異なるためより
多数のサンプルを扱う必要があろう。また、本研究の結果から、再
活用状況のグループと地価に関する変数の間に関連があることが示
唆されたが、地価の性質上、どちらが原因でどちらが結果かは不明
であるので、事例自体が最近接地点地価にどの程度の影響力を持つ
かを把握する必要がある。その意味でも近隣の競合店舗の考慮は有
益であり、また時系列分析が必要となろう。
た「住宅」 宿泊 はなく、「遊戯」 公益②」が複数事例存在する。
これらは都市規模が小さい地域に立地していることもあり、広域から
の集客は見込めず近隣住民を対象とした用途が選択されたのではない
かと考えられる。
2-4-2．「複合」について
　「転用」 建替え」を経て「複合」となったものは、それぞれ 16、15
事例ある。これらについて表６、表７に示す。
　「転用」について立地する地域を見てみると、比較的都市規模が小
さな地域に事例が多いことが分かる。現状の用途について見てみると、
「ほか」として分類される場合と同じ様相であるが、「住宅」 宿泊
はほとんど含まず、「業務」も少ない。そして、百貨店当時より商業
施設として「ハレの場」の性格が弱い「商業③」「商業④」を含む事
例が複数ある。また、どの事例も「公益①」「公益②」「公益③」のい
ずれかを含み、複数含む事例も過半数を超える。このことから、都市
模が小さい地域に立地する事例の場合は「ハレの場」としての商業施
に立地する事例が増加する傾向が見られる。現状内訳では、距離帯ご
との特徴は見受けられない。
　図４は、総売場面積を４つの規模帯に分けて事例の現状内訳を示し
たものである。都市規模が小さいほど建物規模が小さい事例が多い。
また、地方中小都市では、他都市規模に比べて建物規模が小さい場合
でも「その他」が占める割合が大きい。ここからも地方中小都市では
再活用がされにくい状況があると推測される。建物規模に着目すると、
20,001 ㎡以上の事例は「転用」が多い。この規模帯となると解体や建
替えに莫大な費用を要するため、コストの抑えられる「転用」が選択
されているのではないかと考えられる。また、10,001〜20, 00 ㎡とい
う規模帯はどの都市規模でも事例数は同程度であるが、現状内訳は都
市規模によってばらつきがある。　　　
2-4．「転用」 建替え」
2-4-1. 現状詳細について
　図５は「転用」 建替え」事例について【現状詳細】の内訳を示し
たものである。建物をそのまま用いる「転用」の場合は、構造上の制
約からか「商業①」「商業②」といった百貨店に似た用途での再活用
が半数以上を占めることが分かる。一方で「建替え」の場合は、「複合」
「ほか」が多いことが分かる。「複合」については「転用」と事例数が
同程度であることから、比較を行った結果を次項 (2-4-2.) にて詳述
する。ここでは、「ほか」に分類された 14 事例に着目し、立地する地
域と現用途を表４に示した。多様な用途での再活用がなされているこ
とが分かるが、これは「建替え」は構造上の制約がなく、再活用する
際に用途を予め想定できるためであると考えられる。「転用」で「ほか」
に分類されるものは表５の５事例であるが、「建替え」で多く見られ
設として再活用することは難しく、広域からの集客も見込めないため、
行政等の介入が大きくなると考えられる。
　「建替え」について立地する地域で見てみると、比較的都市規模が
大きな地域に事例が多いことが分かる。現状の用途について見てみる
と、商業施設としての「ハレの場」の性格を百貨店当時と同程度に持
つと考えられる「商業①」「商業②」を含む事例がほとんどである。また、
「転用」の場合とは異なって「公益」の用途をまんべんなく含む事例
はわずかである。そして、「転用」ではそれほど見られなかった「業務」
「住宅」 宿泊 という用途を含む事例が複数あり、このことから、再
開発の側面を持った事例が多いと考えられる。以上より、再活用によ
って「複合」になった場合において、それが「転用」されたか「建替え」
られたかという経緯に着目することによって捉えられる状況は大きく
異なることが分かる。
まれ、商業施設としての活性が過大評価されている。これに対して
で図７では、グループを２つ以上飛び越えたクラスターが生じてい
ない。以上より、再活用状況と最も関連がある変数は【2】地価に関
する変数であると示唆された。
　　
４．総括
4-1. まとめ
　本研究で得られた主な知見を以下に示す。
①地方中小都市では、建物規模が小さい事例であっても撤退後に再
活用がなされない事例の割合が他都市規模に比べて大きい。地方中
小都市では撤退後の対応が特に難しい局面にあると推測できる。
②建物規模が 20,000 ㎡を超えると再活用する場合、転用が選択され
やすい。建築物に関するコストを抑えられるためではないかと考え
られる。
③転用の場合、構造上の制約のためか百貨店に似た用途での再活用
が選択されやすい。
④建替えの場合、構造上の制約はなく、再活用する際に用途を予め
想定できるため、選択される用途は多様である。
⑤再活用後に複合施設となった場合、その様相は転用か建替えかで
大きく異なる。
図４ 総売場面積と都市規模別の現状内訳
図５ 「転用」「建替え」における現状詳細
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１．はじめに　　
1—1．研究の背景と目的
　明治時代に発祥した百貨店はかつて、店舗数や取り扱い品目を増や
すことで既存の中小小売業者に大きな打撃を与えたことから疎まれる
存在だった。他方で、ほかの商業施設では体験し得ない格式の高さを
持った百貨店は、大正初期の帝国劇場のキャッチコピー『今日は帝劇、
明日は三越』に表されるように消費者にとってハレの場として認識さ
れ、街に人を惹きつける役割を担うようになった。言い換えると、街
のにぎわいは百貨店に訪れる消費者によってもたらされてきた影響が
少なからずあったといえる。しかし近年、郊外に巨大なショッピング
センターが登場したことやインターネットを通じて商品を購買できる
ようになったこと等によって消費者の行動が変化したことも一因とな
って、百貨店の売上は減少傾向が続き、全国で撤退が相次いでいる。
百貨店が撤退した街は人を呼び込む求心力を失い、買い物の場がます
ます郊外に移っていくことで、それまでの中心市街地の衰退に歯止め
がかからないという悪循環が生まれている。すなわち、百貨店の進退
が街や消費者に及ぼす影響は大きい。具体的には、公共交通を利用し
て買い物に出かけていた消費者にとっては不便が生じること、撤退後
再活用されない状態が続くと周辺地域に悪影響を及ぼす 1) こと等が挙
げられる。
　この悪循環を断ち切るためには、百貨店撤退後の施設にはどのよう
な再活用が効果的であるかについて探求する必要がある。また、前述
したように消費者行動の変化とそれをもたらす技術の発達を考える
と、今後も撤退せざるを得ない百貨店は少なくないことが予想される。
したがって、百貨店撤退に着目する意義は大きいといえる。以上の背
景を踏まえ、本研究では百貨店撤退後の建物・跡地の実態を把握し、
今後撤退した事例を再活用する場合に有用な知見を得ることを目的と
する。
1−2． 既往研究と本研究の位置づけ
　百貨店を含む大型店撤退問題に関連する既往研究は多数ある。大型
店撤退の実態や再活用における問題点について自治体等へアンケート
調査を行ったのち撤退問題について体系的に示したものが代表的であ
る 2),3),4)。また、特定の事例に着目したものでは安定した再活用に至
った事例についての研究が多い。それらの内容は再活用までの経緯を
まとめたもの 5) や、利用者の買い物行動の変化や再活用後の施設にお
ける訪問客の行動ついて調査されたもの 6),7)、構造やフロア構成、設
備配置等の再活用する際に建物面で考慮すべきことを示したもの 8) が
見受けられる。これらに対して、本研究では撤退後の建物・跡地にお
ける実態把握を行うと同時に、特定の事例を成功・非成功に関わらず
取り上げ、都市特性から分析するところに差異がある。
1−3． 論文構成 
　第１章では、研究の背景と目的を示すとともに、既往研究に対する
本研究の位置付けを整理し、本研究の枠組みを示す。第２章では、調
査対象とした事例とその分類について整理し、都市規模別の現状内訳
や、開店時期・駅からの距離・総売場面積といった事例の特徴を示す
指標から行った基礎的な集計の結果を示す。「転用」「建替え」につい
ては詳細の把握を行う。第３章では、10,001〜20,000 ㎡という面積規
模で「転用」された事例に着目し、詳細について調査・分析を行い、
今後の再活用に有用な知見を示す。第４章では得られた成果をまとめ、
将来への展望を示す。 
２． 調査対象と近年の傾向の把握
2—1． 調査対象について
　本研究で扱う百貨店は、百貨店調査年鑑9) における「全国百貨店名簿」
に掲載されている店舗注 1) とした。 具体的に調査対象とした事例は、
百貨店協会加盟店舗数が最多の年である 1999 年 10) 度版に掲載されて
いる 369 店舗である。この 369 店舗について、「全国百貨店名簿」を
2016 年度版まで調査した。
2-2．分類について
　傾向を簡単に把握するために、事例の【現状】と、事例が立地する
地域の【都市規模】による分類を行った。【現状】による分類では、
2016 年度まで掲載され続けているものは「継続営業」とし、2016 年
度に至るまでのどこかで掲載されなくなった店舗と、店舗が移転した
ことによって空いた建物を合わせた 175 事例については、「業態変換」
「転用」「建替え」「その他」のいずれかとした。175 事例の現状につい
ては住宅地図や事例に関連するニュース記事等から調査を行い、把握
した。また、この４分類を詳述したものを表１に示す。【都市規模】
による分類は、井上ら 4) を参考にして表２のように定めた。
　「転用」「建替え」に分類される事例については、事例の様子をより
詳しく把握できるように【現状詳細】による分類を表３のように定め
た。
2-3．集計結果
　前節で定めた分類に従って事例を集計した結果を示す。図１は調査
対象とした店舗の現状について都市規模別に示したものである。都市
規模が小さくなるにつれて「継続営業」の割合が小さく、撤退事例が
占める割合が高くなることが分かる。また、地方中小都市は他地域に
比べて「その他」が占める割合が大きい。このことから、再活用に対
して積極的な取り組みがされにくいと考えられる。
　図２は、「全国百貨店名簿」に掲載される開店日もしくは創業年を
基に作成したグラフである。開店時期が早いほど「建替え」が多く、
遅いほど「転用」が多いことから、開店時期は、築年数とは必ずしも
一致しないが、築年数と似た性格の指標であると考えられる。
　図３は、最寄駅からの距離を３つの距離帯に分けて事例の現状内訳
を示したものである。どの都市規模でも 400m 以下に立地する事例が
最も多い。また、都市規模が小さくなるにつれて駅から離れたところ
３． 都市特性に着目した事例分析
3—1． 特定事例について
　前章の図４で最も多くの事例数を含む 10,001〜20,000 ㎡という規
模帯に分類された事例のうち、再活用において建築物に関するコス
トが抑えられると考えられる「転用」に分類されるものを特定事例
として分析する。ただし、大都市に立地するもの、百貨店当時から
大型商業施設の一部として入居していたもの、別の百貨店として転
用されたものは除く。事例の再活用状況について把握するために、
再活用が始まった年、その翌年、2013 年、2016 年、2017 年度の住
宅地図の別記欄からテナントを調査した。その結果から特定事例は
特徴で、次のようなグループに分けられる。【ⅰ】〜【ⅳ】の順に、商
業施設としての活性が高くなると考えられるグループになる。以下、
各グループと、事例の概略を示す。
【ⅰ】茂原そごう ( 以下、茂原 )、西武百貨店函館店 ( 以下、函館 )、
石巻ビブレ ( 以下、石巻 )：３事例ともテナントは比較的安定して
いるが、茂原・函館については、再活用が始まってから５年以上経
過していながら、最新のテナント状況において空きフロアが２フロ
ア以上あり、石巻については市役所が大半を占める。
【ⅱ】中三盛岡店 (以下、盛岡 )、おかや東急百貨店 (以下、おかや )：
盛岡は 2013 年という最近に再活用が始まった事例であり、テナント
は安定しているが空きフロアが２フロアある。おかやは半分ほどを
カルチャーセンター等の公益テナントが占めている。
【ⅲ】近鉄百貨店東京店 ( 以下、武蔵野 )、郡山西武 ( 以下、郡山 )、
山形松坂屋 ( 以下、山形 )、きたみ東急百貨店 ( 以下、きたみ )、福
島ビブレ(以下、福島)、丸正百貨店(以下、和歌山)、前橋西武(以下、
前橋 )：武蔵野・郡山は家電量販店が、山形はビジネスホテルが、
その大部分を占める。収益性は良いテナントであると推測されるが、
商業施設としての活性はこれらの特定のテナントに大きく依存して
いる状態である。きたみは一部フロアに市庁舎、福島は１フロアに
世代間交流施設が入居している。和歌山は上層階に業務テナントや
診療所があることに加えて、地階に天然温泉の温浴施設がある。前
橋は上階に大学、地階にスーパー、その他の階は交流施設という構
成である。これら 4 事例は複合施設として安定していると考えられ
る。
【ⅳ】ビーミー町田大丸 (以下、町田 )、鹿児島三越 (以下、鹿児島 )：
町田・鹿児島ともに特定のテナントに大きく依存することもなく、
商業施設として安定している。
3-2. 分析方法
　前節で示した事例を再活用状況に従って分けたグループと、表８
に示す都市特性を表す変数の組み合わせの間の関連を検討する。具
体的には、【1】全ての変数 (X1〜87)、【2】地価に関する変数 (X1〜
46)、【3】人口に関する変数 (X47〜80)、【4】乗降客数に関する変数
(X81〜87) という組み合わせで事例にデータを与え、クラスター分
析を行う。
3-3. 結果　　　　　　　    
　図６、７、８、９に【1】〜【4】の結果を示す。それぞれ３つもし
くは４つのクラスターに分けられる距離係数で切ってみると、相互
に似ているが少しずつ異なるクラスターが得られる。図６では、【ⅲ】
のきたみが【ⅰ】が半数以上占めるクラスターに含まれ、商業施設
としての活性が過小評価されている。これは図８、９でも同様である。
また図９では、【ⅰ】の茂原が【ⅲ】が半数を占めるクラスターに含
⑴転用では、「ハレの場」の性格が弱く公益テナントを含む場合が多
く、それが占める割合も大きい。また、こうした事例は都市規模が
小さい地域に多いことから、都市規模が小さい地域に立地する場合
は「ハレの場」としての商業施設として再活用することは難しく、
広域からの集客も見込めないため、行政等の介入が大きくなると言
える。
⑵建替えでは、「ハレの場」の性格を百貨店当時と同程度持つものが
ほとんどで、公益テナントを複数含む場合は少ない。また、オフィ
スやホテル、マンションといった転用では見られない用途を含む場
合も多く、再開発の側面を持った事例が多いと言える。
⑥再活用状況との間に関連のある都市特性を表す変数として、地価
に関する変数が有用であることが示唆された。　　　
4-2. 将来の展望
　将来の課題として、事例の再活用状況に一定の影響を与える可能
性がある近隣の競合店舗や、再活用に携わっている関係主体を考慮
した分析が挙げられる。これら地域や事例によって異なるためより
多数のサンプルを扱う必要があろう。また、本研究の結果から、再
活用状況のグループと地価に関する変数の間に関連があることが示
唆されたが、地価の性質上、どちらが原因でどちらが結果かは不明
であるので、事例自体が最近接地点地価にどの程度の影響力を持つ
かを把握する必要がある。その意味でも近隣の競合店舗の考慮は有
益であり、また時系列分析が必要となろう。
た「住宅」「宿泊」はなく、「遊戯」「公益②」が複数事例存在する。
これらは都市規模が小さい地域に立地していることもあり、広域から
の集客は見込めず近隣住民を対象とした用途が選択されたのではない
かと考えられる。
2-4-2．「複合」について
　「転用」「建替え」を経て「複合」となったものは、それぞれ 16、15
事例ある。これらについて表６、表７に示す。
　「転用」について立地する地域を見てみると、比較的都市規模が小
さな地域に事例が多いことが分かる。現状の用途について見てみると、
「ほか」として分類される場合と同じ様相であるが、「住宅」「宿泊」
はほとんど含まず、「業務」も少ない。そして、百貨店当時より商業
施設として「ハレの場」の性格が弱い「商業③」「商業④」を含む事
例が複数ある。また、どの事例も「公益①」「公益②」「公益③」のい
ずれかを含み、複数含む事例も過半数を超える。このことから、都市
模が小さい地域に立地する事例の場合は「ハレの場」としての商業施
に立地する事例が増加する傾向が見られる。現状内訳では、距離帯ご
との特徴は見受けられない。
　図４は、総売場面積を４つの規模帯に分けて事例の現状内訳を示し
たものである。都市規模が小さいほど建物規模が小さい事例が多い。
また、地方中小都市では、他都市規模に比べて建物規模が小さい場合
でも「その他」が占める割合が大きい。ここからも地方中小都市では
再活用がされにくい状況があると推測される。建物規模に着目すると、
20,001 ㎡以上の事例は「転用」が多い。この規模帯となると解体や建
替えに莫大な費用を要するため、コストの抑えられる「転用」が選択
されているのではないかと考えられる。また、10,001〜20,000 ㎡とい
う規模帯はどの都市規模でも事例数は同程度であるが、現状内訳は都
市規模によってばらつきがある。　　　
2-4．「転用」「建替え」
2-4-1. 現状詳細について
　図５は「転用」「建替え」事例について【現状詳細】の内訳を示し
たものである。建物をそのまま用いる「転用」の場合は、構造上の制
約からか「商業①」「商業②」といった百貨店に似た用途での再活用
が半数以上を占めることが分かる。一方で「建替え」の場合は、「複合」
「ほか」が多いことが分かる。「複合」については「転用」と事例数が
同程度であることから、比較を行った結果を次項 (2-4-2.) にて詳述
する。ここでは、「ほか」に分類された 14 事例に着目し、立地する地
域と現用途を表４に示した。多様な用途での再活用がなされているこ
とが分かるが、これは「建替え」は構造上の制約がなく、再活用する
際に用途を予め想定できるためであると考えられる。「転用」で「ほか」
に分類されるものは表５の５事例であるが、「建替え」で多く見られ
設として再活用することは難しく、広域からの集客も見込めないため、
行政等の介入が大きくなると考えられる。
　「建替え」について立地する地域で見てみると、比較的都市規模が
大きな地域に事例が多いことが分かる。現状の用途について見てみる
と、商業施設としての「ハレの場」の性格を百貨店当時と同程度に持
つと考えられる「商業①」「商業②」を含む事例がほとんどである。また、
「転用」の場合とは異なって「公益」の用途をまんべんなく含む事例
はわずかである。そして、「転用」ではそれほど見られなかった「業務」
「住宅」「宿泊」という用途を含む事例が複数あり、このことから、再
開発の側面を持った事例が多いと考えられる。以上より、再活用によ
って「複合」になった場合において、それが「転用」されたか「建替え」
られたかという経緯に着目することによって捉えられる状況は大きく
異なることが分かる。
まれ、商業施設としての活性が過大評価されている。これに対して
で図７では、グループを２つ以上飛び越えたクラスターが生じてい
ない。以上より、再活用状況と最も関連がある変数は【2】地価に関
する変数であると示唆された。
　　
４．総括
4-1. まとめ
　本研究で得られた主な知見を以下に示す。
①地方中小都市では、建物規模が小さい事例であっても撤退後に再
活用がなされない事例の割合が他都市規模に比べて大きい。地方中
小都市では撤退後の対応が特に難しい局面にあると推測できる。
②建物規模が 20,000 ㎡を超えると再活用する場合、転用が選択され
やすい。建築物に関するコストを抑えられるためではないかと考え
られる。
③転用の場合、構造上の制約のためか百貨店に似た用途での再活用
が選択されやすい。
④建替えの場合、構造上の制約はなく、再活用する際に用途を予め
想定できるため、選択される用途は多様である。
⑤再活用後に複合施設となった場合、その様相は転用か建替えかで
大きく異なる。
表４ 「建替え」 → 「ほか」事例
表５ 「転用」 → 「ほか」事例
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表６ 「転用」 → 「複合」事例
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１．はじめに　　
1—1．研究の背景と目的
　明治時代に発祥した百貨店はかつて、店舗数や取り扱い品目を増や
すことで既存の中小小売業者に大きな打撃を与えたことから疎まれる
存在だった。他方で、ほかの商業施設では体験し得ない格式の高さを
持った百貨店は、大正初期の帝国劇場のキャッチコピー『今日は帝劇、
明日は三越』に表されるように消費者にとってハレの場として認識さ
れ、街に人を惹きつける役割を担うようになった。言い換えると、街
のにぎわいは百貨店に訪れる消費者によってもたらされてきた影響が
少なからずあったといえる。しかし近年、郊外に巨大なショッピング
センターが登場したことやインターネットを通じて商品を購買できる
ようになったこと等によって消費者の行動が変化したことも一因とな
って、百貨店の売上は減少傾向が続き、全国で撤退が相次いでいる。
百貨店が撤退した街は人を呼び込む求心力を失い、買い物の場がます
ます郊外に移っていくことで、それまでの中心市街地の衰退に歯止め
がかからないという悪循環が生まれている。すなわち、百貨店の進退
が街や消費者に及ぼす影響は大きい。具体的には、公共交通を利用し
て買い物に出かけていた消費者にとっては不便が生じること、撤退後
再活用されない状態が続くと周辺地域に悪影響を及ぼす 1) こと等が挙
げられる。
　この悪循環を断ち切るためには、百貨店撤退後の施設にはどのよう
な再活用が効果的であるかについて探求する必要がある。また、前述
したように消費者行動の変化とそれをもたらす技術の発達を考える
と、今後も撤退せざるを得ない百貨店は少なくないことが予想される。
したがって、百貨店撤退に着目する意義は大きいといえる。以上の背
景を踏まえ、本研究では百貨店撤退後の建物・跡地の実態を把握し、
今後撤退した事例を再活用する場合に有用な知見を得ることを目的と
する。
1−2． 既往研究と本研究の位置づけ
　百貨店を含む大型店撤退問題に関連する既往研究は多数ある。大型
店撤退の実態や再活用における問題点について自治体等へアンケート
調査を行ったのち撤退問題について体系的に示したものが代表的であ
る 2),3),4)。また、特定の事例に着目したものでは安定した再活用に至
った事例についての研究が多い。それらの内容は再活用までの経緯を
まとめたもの 5) や、利用者の買い物行動の変化や再活用後の施設にお
ける訪問客の行動ついて調査されたもの 6),7)、構造やフロア構成、設
備配置等の再活用する際に建物面で考慮すべきことを示したもの 8) が
見受けられる。これらに対して、本研究では撤退後の建物・跡地にお
ける実態把握を行うと同時に、特定の事例を成功・非成功に関わらず
取り上げ、都市特性から分析するところに差異がある。
1−3． 論文構成 
　第１章では、研究の背景と目的を示すとともに、既往研究に対する
本研究の位置付けを整理し、本研究の枠組みを示す。第２章では、調
査対象とした事例とその分類について整理し、都市規模別の現状内訳
や、開店時期・駅からの距離・総売場面積といった事例の特徴を示す
指標から行った基礎的な集計の結果を示す。「転用」「建替え」につい
ては詳細の把握を行う。第３章では、10,001〜20,000 ㎡という面積規
模で「転用」された事例に着目し、詳細について調査・分析を行い、
今後の再活用に有用な知見を示す。第４章では得られた成果をまとめ、
将来への展望を示す。 
２． 調査対象と近年の傾向の把握
2—1． 調査対象について
　本研究で扱う百貨店は、百貨店調査年鑑9) における「全国百貨店名簿」
に掲載されている店舗注 1) とした。 具体的に調査対象とした事例は、
百貨店協会加盟店舗数が最多の年である 1999 年 10) 度版に掲載されて
いる 369 店舗である。この 369 店舗について、「全国百貨店名簿」を
2016 年度版まで調査した。
2-2．分類について
　傾向を簡単に把握するために、事例の【現状】と、事例が立地する
地域の【都市規模】による分類を行った。【現状】による分類では、
2016 年度まで掲載され続けているものは「継続営業」とし、2016 年
度に至るまでのどこかで掲載されなくなった店舗と、店舗が移転した
ことによって空いた建物を合わせた 175 事例については、「業態変換」
「転用」「建替え」「その他」のいずれかとした。175 事例の現状につい
ては住宅地図や事例に関連するニュース記事等から調査を行い、把握
した。また、この４分類を詳述したものを表１に示す。【都市規模】
による分類は、井上ら 4) を参考にして表２のように定めた。
　「転用」「建替え」に分類される事例については、事例の様子をより
詳しく把握できるように【現状詳細】による分類を表３のように定め
た。
2-3．集計結果
　前節で定めた分類に従って事例を集計した結果を示す。図１は調査
対象とした店舗の現状について都市規模別に示したものである。都市
規模が小さくなるにつれて「継続営業」の割合が小さく、撤退事例が
占める割合が高くなることが分かる。また、地方中小都市は他地域に
比べて「その他」が占める割合が大きい。このことから、再活用に対
して積極的な取り組みがされにくいと考えられる。
　図２は、「全国百貨店名簿」に掲載される開店日もしくは創業年を
基に作成したグラフである。開店時期が早いほど「建替え」が多く、
遅いほど「転用」が多いことから、開店時期は、築年数とは必ずしも
一致しないが、築年数と似た性格の指標であると考えられる。
　図３は、最寄駅からの距離を３つの距離帯に分けて事例の現状内訳
を示したものである。どの都市規模でも 400m 以下に立地する事例が
最も多い。また、都市規模が小さくなるにつれて駅から離れたところ
３． 都市特性に着目した事例分析
3—1． 特定事例について
　前章の図４で最も多くの事例数を含む 10,001〜20,000 ㎡という規
模帯に分類された事例のうち、再活用において建築物に関するコス
トが抑えられると考えられる「転用」に分類されるものを特定事例
として分析する。ただし、大都市に立地するもの、百貨店当時から
大型商業施設の一部として入居していたもの、別の百貨店として転
用されたものは除く。事例の再活用状況について把握するために、
再活用が始まった年、その翌年、2013 年、2016 年、2017 年度の住
宅地図の別記欄からテナントを調査した。その結果から特定事例は
特徴で、次のようなグループに分けられる。【ⅰ】〜【ⅳ】の順に、商
業施設としての活性が高くなると考えられるグループになる。以下、
各グループと、事例の概略を示す。
【ⅰ】茂原そごう ( 以下、茂原 )、西武百貨店函館店 ( 以下、函館 )、
石巻ビブレ ( 以下、石巻 )：３事例ともテナントは比較的安定して
いるが、茂原・函館については、再活用が始まってから５年以上経
過していながら、最新のテナント状況において空きフロアが２フロ
ア以上あり、石巻については市役所が大半を占める。
【ⅱ】中三盛岡店 (以下、盛岡 )、おかや東急百貨店 (以下、おかや )：
盛岡は 2013 年という最近に再活用が始まった事例であり、テナント
は安定しているが空きフロアが２フロアある。おかやは半分ほどを
カルチャーセンター等の公益テナントが占めている。
【ⅲ】近鉄百貨店東京店 ( 以下、武蔵野 )、郡山西武 ( 以下、郡山 )、
山形松坂屋 ( 以下、山形 )、きたみ東急百貨店 ( 以下、きたみ )、福
島ビブレ(以下、福島)、丸正百貨店(以下、和歌山)、前橋西武(以下、
前橋 )：武蔵野・郡山は家電量販店が、山形はビジネスホテルが、
その大部分を占める。収益性は良いテナントであると推測されるが、
商業施設としての活性はこれらの特定のテナントに大きく依存して
いる状態である。きたみは一部フロアに市庁舎、福島は１フロアに
世代間交流施設が入居している。和歌山は上層階に業務テナントや
診療所があることに加えて、地階に天然温泉の温浴施設がある。前
橋は上階に大学、地階にスーパー、その他の階は交流施設という構
成である。これら 4 事例は複合施設として安定していると考えられ
る。
【ⅳ】ビーミー町田大丸 (以下、町田 )、鹿児島三越 (以下、鹿児島 )：
町田・鹿児島ともに特定のテナントに大きく依存することもなく、
商業施設として安定している。
3-2. 分析方法
　前節で示した事例を再活用状況に従って分けたグループと、表８
に示す都市特性を表す変数の組み合わせの間の関連を検討する。具
体的には、【1】全ての変数 (X1〜87)、【2】地価に関する変数 (X1〜
46)、【3】人口に関する変数 (X47〜80)、【4】乗降客数に関する変数
(X81〜87) という組み合わせで事例にデータを与え、クラスター分
析を行う。
3-3. 結果　　　　　　　    
　図６、７、８、９に【1】〜【4】の結果を示す。それぞれ３つもし
くは４つのクラスターに分けられる距離係数で切ってみると、相互
に似ているが少しずつ異なるクラスターが得られる。図６では、【ⅲ】
のきたみが【ⅰ】が半数以上占めるクラスターに含まれ、商業施設
としての活性が過小評価されている。これは図８、９でも同様である。
また図９では、【ⅰ】の茂原が【ⅲ】が半数を占めるクラスターに含
⑴転用では、「ハレの場」の性格が弱く公益テナントを含む場合が多
く、それが占める割合も大きい。また、こうした事例は都市規模が
小さい地域に多いことから、都市規模が小さい地域に立地する場合
は「ハレの場」としての商業施設として再活用することは難しく、
広域からの集客も見込めないため、行政等の介入が大きくなると言
える。
⑵建替えでは、「ハレの場」の性格を百貨店当時と同程度持つものが
ほとんどで、公益テナントを複数含む場合は少ない。また、オフィ
スやホテル、マンションといった転用では見られない用途を含む場
合も多く、再開発の側面を持った事例が多いと言える。
⑥再活用状況との間に関連のある都市特性を表す変数として、地価
に関する変数が有用であることが示唆された。　　　
4-2. 将来の展望
　将来の課題として、事例の再活用状況に一定の影響を与える可能
性がある近隣の競合店舗や、再活用に携わっている関係主体を考慮
した分析が挙げられる。これら地域や事例によって異なるためより
多数のサンプルを扱う必要があろう。また、本研究の結果から、再
活用状況のグループと地価に関する変数の間に関連があることが示
唆されたが、地価の性質上、どちらが原因でどちらが結果かは不明
であるので、事例自体が最近接地点地価にどの程度の影響力を持つ
かを把握する必要がある。その意味でも近隣の競合店舗の考慮は有
益であり、また時系列分析が必要となろう。
た「住宅」「宿泊」はなく、「遊戯」「公益②」が複数事例存在する。
これらは都市規模が小さい地域に立地していることもあり、広域から
の集客は見込めず近隣住民を対象とした用途が選択されたのではない
かと考えられる。
2-4-2．「複合」について
　「転用」「建替え」を経て「複合」となったものは、それぞれ 16、15
事例ある。これらについて表６、表７に示す。
　「転用」について立地する地域を見てみると、比較的都市規模が小
さな地域に事例が多いことが分かる。現状の用途について見てみると、
「ほか」として分類される場合と同じ様相であるが、「住宅」「宿泊」
はほとんど含まず、「業務」も少ない。そして、百貨店当時より商業
施設として「ハレの場」の性格が弱い「商業③」「商業④」を含む事
例が複数ある。また、どの事例も「公益①」「公益②」「公益③」のい
ずれかを含み、複数含む事例も過半数を超える。このことから、都市
模が小さい地域に立地する事例の場合は「ハレの場」としての商業施
に立地する事例が増加する傾向が見られる。現状内訳では、距離帯ご
との特徴は見受けられない。
　図４は、総売場面積を４つの規模帯に分けて事例の現状内訳を示し
たものである。都市規模が小さいほど建物規模が小さい事例が多い。
また、地方中小都市では、他都市規模に比べて建物規模が小さい場合
でも「その他」が占める割合が大きい。ここからも地方中小都市では
再活用がされにくい状況があると推測される。建物規模に着目すると、
20,001 ㎡以上の事例は「転用」が多い。この規模帯となると解体や建
替えに莫大な費用を要するため、コストの抑えられる「転用」が選択
されているのではないかと考えられる。また、10,001〜20,000 ㎡とい
う規模帯はどの都市規模でも事例数は同程度であるが、現状内訳は都
市規模によってばらつきがある。　　　
2-4．「転用」「建替え」
2-4-1. 現状詳細について
　図５は「転用」「建替え」事例について【現状詳細】の内訳を示し
たものである。建物をそのまま用いる「転用」の場合は、構造上の制
約からか「商業①」「商業②」といった百貨店に似た用途での再活用
が半数以上を占めることが分かる。一方で「建替え」の場合は、「複合」
「ほか」が多いことが分かる。「複合」については「転用」と事例数が
同程度であることから、比較を行った結果を次項 (2-4-2.) にて詳述
する。ここでは、「ほか」に分類された 14 事例に着目し、立地する地
域と現用途を表４に示した。多様な用途での再活用がなされているこ
とが分かるが、これは「建替え」は構造上の制約がなく、再活用する
際に用途を予め想定できるためであると考えられる。「転用」で「ほか」
に分類されるものは表５の５事例であるが、「建替え」で多く見られ
設として再活用することは難しく、広域からの集客も見込めないため、
行政等の介入が大きくなると考えられる。
　「建替え」について立地する地域で見てみると、比較的都市規模が
大きな地域に事例が多いことが分かる。現状の用途について見てみる
と、商業施設としての「ハレの場」の性格を百貨店当時と同程度に持
つと考えられる「商業①」「商業②」を含む事例がほとんどである。また、
「転用」の場合とは異なって「公益」の用途をまんべんなく含む事例
はわずかである。そして、「転用」ではそれほど見られなかった「業務」
「住宅」「宿泊」という用途を含む事例が複数あり、このことから、再
開発の側面を持った事例が多いと考えられる。以上より、再活用によ
って「複合」になった場合において、それが「転用」されたか「建替え」
られたかという経緯に着目することによって捉えられる状況は大きく
異なることが分かる。
まれ、商業施設としての活性が過大評価されている。これに対して
で図７では、グループを２つ以上飛び越えたクラスターが生じてい
ない。以上より、再活用状況と最も関連がある変数は【2】地価に関
する変数であると示唆された。
　　
４．総括
4-1. まとめ
　本研究で得られた主な知見を以下に示す。
①地方中小都市では、建物規模が小さい事例であっても撤退後に再
活用がなされない事例の割合が他都市規模に比べて大きい。地方中
小都市では撤退後の対応が特に難しい局面にあると推測できる。
②建物規模が 20,000 ㎡を超えると再活用する場合、転用が選択され
やすい。建築物に関するコストを抑えられるためではないかと考え
られる。
③転用の場合、構造上の制約のためか百貨店に似た用途での再活用
が選択されやすい。
④建替えの場合、構造上の制約はなく、再活用する際に用途を予め
想定できるため、選択される用途は多様である。
⑤再活用後に複合施設となった場合、その様相は転用か建替えかで
大きく異なる。
表４ 「建替え」 → 「ほか」事例
表５ 「転用」 → 「ほか」事例
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表６ 「転用」 → 「複合」事例
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１．はじめに　　
1—1．研究の背景と目的
　明治時代に発祥した百貨店はかつて、店舗数や取り扱い品目を増や
すことで既存の中小小売業者に大きな打撃を与えたことから疎まれる
存在だった。他方で、ほかの商業施設では体験し得ない格式の高さを
持った百貨店は、大正初期の帝国劇場のキャッチコピー『今日は帝劇、
明日は三越』に表されるように消費者にとってハレの場として認識さ
れ、街に人を惹きつける役割を担うようになった。言い換えると、街
のにぎわいは百貨店に訪れる消費者によってもたらされてきた影響が
少なからずあったといえる。しかし近年、郊外に巨大なショッピング
センターが登場したことやインターネットを通じて商品を購買できる
ようになったこと等によって消費者の行動が変化したことも一因とな
って、百貨店の売上は減少傾向が続き、全国で撤退が相次いでいる。
百貨店が撤退した街は人を呼び込む求心力を失い、買い物の場がます
ます郊外に移っていくことで、それまでの中心市街地の衰退に歯止め
がかからないという悪循環が生まれている。すなわち、百貨店の進退
が街や消費者に及ぼす影響は大きい。具体的には、公共交通を利用し
て買い物に出かけていた消費者にとっては不便が生じること、撤退後
再活用されない状態が続くと周辺地域に悪影響を及ぼす 1) こと等が挙
げられる。
　この悪循環を断ち切るためには、百貨店撤退後の施設にはどのよう
な再活用が効果的であるかについて探求する必要がある。また、前述
したように消費者行動の変化とそれをもたらす技術の発達を考える
と、今後も撤退せざるを得ない百貨店は少なくないことが予想される。
したがって、百貨店撤退に着目する意義は大きいといえる。以上の背
景を踏まえ、本研究では百貨店撤退後の建物・跡地の実態を把握し、
今後撤退した事例を再活用する場合に有用な知見を得ることを目的と
する。
1−2． 既往研究と本研究の位置づけ
　百貨店を含む大型店撤退問題に関連する既往研究は多数ある。大型
店撤退の実態や再活用における問題点について自治体等へアンケート
調査を行ったのち撤退問題について体系的に示したものが代表的であ
る 2),3),4)。また、特定の事例に着目したものでは安定した再活用に至
った事例についての研究が多い。それらの内容は再活用までの経緯を
まとめたもの 5) や、利用者の買い物行動の変化や再活用後の施設にお
ける訪問客の行動ついて調査されたもの 6),7)、構造やフロア構成、設
備配置等の再活用する際に建物面で考慮すべきことを示したもの 8) が
見受けられる。これらに対して、本研究では撤退後の建物・跡地にお
ける実態把握を行うと同時に、特定の事例を成功・非成功に関わらず
取り上げ、都市特性から分析するところに差異がある。
1−3． 論文構成 
　第１章では、研究の背景と目的を示すとともに、既往研究に対する
本研究の位置付けを整理し、本研究の枠組みを示す。第２章では、調
査対象とした事例とその分類について整理し、都市規模別の現状内訳
や、開店時期・駅からの距離・総売場面積といった事例の特徴を示す
指標から行った基礎的な集計の結果を示す。「転用」 建替え」につい
ては詳細の把握を行う。第３章では、10,001〜20, 00 ㎡という面積規
模で「転用」された事例に着目し、詳細について調査・分析を行い、
今後の再活用に有用な知見を示す。第４章では得られた成果をまとめ、
将来への展望を示す。 
２． 調査対象と近年の傾向の把握
2—1． 調査対象について
　本研究で扱う百貨店は、百貨店調査年鑑9) における「全国百貨店名簿」
に掲載されている店舗注 1) とした。 具体的に調査対象とした事例は、
百貨店協会加盟店舗数が最多の年である 1999 年 10) 度版に掲載されて
いる 369 店舗である。この 369 店舗について、「全国百貨店名簿」を
2016 年度版まで調査した。
2-2．分類について
　傾向を簡単に把握するために、事例の【現状】と、事例が立地する
地域の【都市規模】による分類を行った。【現状】による分類では、
2016 年度まで掲載され続けているものは「継続営業」とし、2016 年
度に至るまでのどこかで掲載されなくなった店舗と、店舗が移転した
ことによって空いた建物を合わせた 175 事例については、「業態変換」
「転用」 建替え」「その他」のいずれかとした。175 事例の現状につい
ては住宅地図や事例に関連するニュース記事等から調査を行い、把握
した。また、この４分類を詳述したものを表１に示す。【都市規模】
による分類は、井上ら 4) を参考にして表２のように定めた。
　「転用」 建替え」に分類される事例については、事例の様子をより
詳しく把握できるように【現状詳細】による分類を表３のように定め
た。
2-3．集計結果
　前節で定めた分類に従って事例を集計した結果を示す。図１は調査
対象とした店舗の現状について都市規模別に示したものである。都市
規模が小さくなるにつれて「継続営業」の割合が小さく、撤退事例が
占める割合が高くなることが分かる。また、地方中小都市は他地域に
比べて「その他」が占める割合が大きい。このことから、再活用に対
して積極的な取り組みがされにくいと考えられる。
　図２は、「全国百貨店名簿」に掲載される開店日もしくは創業年を
基に作成したグラフである。開店時期が早いほど「建替え」が多く、
遅いほど「転用」が多いことから、開店時期は、築年数とは必ずしも
一致しないが、築年数と似た性格の指標であると考えられる。
　図３は、最寄駅からの距離を３つの距離帯に分けて事例の現状内訳
を示したものである。どの都市規模でも 400m 以下に立地する事例が
最も多い。また、都市規模が小さくなるにつれて駅から離れたところ
３． 都市特性に着目した事例分析
3—1． 特定事例について
　前章の図４で最も多くの事例数を含む 10,001〜20, 00 ㎡という規
模帯に分類された事例のうち、再活用において建築物に関するコス
トが抑えられると考えられる「転用」に分類されるものを特定事例
として分析する。ただし、大都市に立地するもの、百貨店当時から
大型商業施設の一部として入居していたもの、別の百貨店として転
用されたものは除く。事例の再活用状況について把握するために、
再活用が始まった年、その翌年、2013 年、2016 年、2017 年度の住
宅地図の別記欄からテナントを調査した。その結果から特定事例は
特徴で、次のようなグループに分けられる。【ⅰ】〜【ⅳ】の順に、商
業施設としての活性が高くなると考えられるグループになる。以下、
各グループと、事例の概略を示す。
【ⅰ】茂原そごう ( 以下、茂原 ) 西武百貨店函館店 ( 以下、函館 )
石巻ビブレ ( 以下、石巻 )：３事例ともテナントは比較的安定して
いるが、茂原・函館については、再活用が始まってから５年以上経
過していながら、最新のテナント状況において空きフロアが２フロ
ア以上あり、石巻については市役所が大半を占める。
【ⅱ】中三盛岡店 (以下、盛岡 ) おかや東急百貨店 (以下、おかや )：
盛岡は 2013 年という最近に再活用が始まった事例であり、テナント
は安定しているが空きフロアが２フロアある。おかやは半分ほどを
カルチャーセンター等の公益テナントが占めている。
【ⅲ】近鉄百貨店東京店 ( 以下、武蔵野 )、郡山西武 ( 以下、郡山 )
山形松坂屋 ( 以下、山形 ) きたみ東急百貨店 ( 以下、きたみ )、福
島ビブレ(以下、福島) 丸正百貨店(以下、和歌山)、前橋西武(以下、
前橋 )：武蔵野・郡山は家電量販店が、山形はビジネスホテルが、
その大部分を占める。収益性は良いテナントであると推測されるが、
商業施設としての活性はこれらの特定のテナントに大きく依存して
いる状態である。きたみは一部フロアに市庁舎、福島は１フロアに
世代間交流施設が入居している。和歌山は上層階に業務テナントや
診療所があることに加えて、地階に天然温泉の温浴施設がある。前
橋は上階に大学、地階にスーパー、その他の階は交流施設という構
成である。これら 4 事例は複合施設として安定していると考えられ
る。
【ⅳ】ビーミー町田大丸 (以下、町田 ) 鹿児島三越 (以下、鹿児島 )：
町田・鹿児島ともに特定のテナントに大きく依存することもなく、
商業施設として安定している。
3-2. 分析方法
　前節で示した事例を再活用状況に従って分けたグループと、表８
に示す都市特性を表す変数の組み合わせの間の関連を検討する。具
体的には、【1】全ての変数 (X1〜87)、【2】地価に関する変数 (X1〜
46)、【3】人口に関する変数 (X47〜80)、【4】乗降客数に関する変数
(X81〜87) という組み合わせで事例にデータを与え、クラスター分
析を行う。
3-3. 結果　　　　　　　    
　図６、７、８、９に【1】〜【4】の結果を示す。それぞれ３つもし
くは４つのクラスターに分けられる距離係数で切ってみると、相互
に似ているが少しずつ異なるクラスターが得られる。図６では、【ⅲ】
のきたみが【ⅰ】が半数以上占めるクラスターに含まれ、商業施設
としての活性が過小評価されている。これは図８、９でも同様である。
また図９では、【ⅰ】の茂原が【ⅲ】が半数を占めるクラスターに含
⑴転用では、「ハレの場」の性格が弱く公益テナントを含む場合が多
く、それが占める割合も大きい。また、こうした事例は都市規模が
小さい地域に多いことから、都市規模が小さい地域に立地する場合
は「ハレの場」としての商業施設として再活用することは難しく、
広域からの集客も見込めないため、行政等の介入が大きくなると言
える。
⑵建替えでは、「ハレの場」の性格を百貨店当時と同程度持つものが
ほとんどで、公益テナントを複数含む場合は少ない。また、オフィ
スやホテル、マンションといった転用では見られない用途を含む場
合も多く、再開発の側面を持った事例が多いと言える。
⑥再活用状況との間に関連のある都市特性を表す変数として、地価
に関する変数が有用であることが示唆された。　　　
4-2. 将来の展望
　将来の課題として、事例の再活用状況に一定の影響を与える可能
性がある近隣の競合店舗や、再活用に携わっている関係主体を考慮
した分析が挙げられる。これら地域や事例によって異なるためより
多数のサンプルを扱う必要があろう。また、本研究の結果から、再
活用状況のグループと地価に関する変数の間に関連があることが示
唆されたが、地価の性質上、どちらが原因でどちらが結果かは不明
であるので、事例自体が最近接地点地価にどの程度の影響力を持つ
かを把握する必要がある。その意味でも近隣の競合店舗の考慮は有
益であり、また時系列分析が必要となろう。
た「住宅」 宿泊 はなく、「遊戯」 公益②」が複数事例存在する。
これらは都市規模が小さい地域に立地していることもあり、広域から
の集客は見込めず近隣住民を対象とした用途が選択されたのではない
かと考えられる。
2-4-2．「複合」について
　「転用」 建替え」を経て「複合」となったものは、それぞれ 16、15
事例ある。これらについて表６、表７に示す。
　「転用」について立地する地域を見てみると、比較的都市規模が小
さな地域に事例が多いことが分かる。現状の用途について見てみると、
「ほか」として分類される場合と同じ様相であるが、「住宅」 宿泊
はほとんど含まず、「業務」も少ない。そして、百貨店当時より商業
施設として「ハレの場」の性格が弱い「商業③」「商業④」を含む事
例が複数ある。また、どの事例も「公益①」「公益②」「公益③」のい
ずれかを含み、複数含む事例も過半数を超える。このことから、都市
模が小さい地域に立地する事例の場合は「ハレの場」としての商業施
に立地する事例が増加する傾向が見られる。現状内訳では、距離帯ご
との特徴は見受けられない。
　図４は、総売場面積を４つの規模帯に分けて事例の現状内訳を示し
たものである。都市規模が小さいほど建物規模が小さい事例が多い。
また、地方中小都市では、他都市規模に比べて建物規模が小さい場合
でも「その他」が占める割合が大きい。ここからも地方中小都市では
再活用がされにくい状況があると推測される。建物規模に着目すると、
20,001 ㎡以上の事例は「転用」が多い。この規模帯となると解体や建
替えに莫大な費用を要するため、コストの抑えられる「転用」が選択
されているのではないかと考えられる。また、10,001〜20, 00 ㎡とい
う規模帯はどの都市規模でも事例数は同程度であるが、現状内訳は都
市規模によってばらつきがある。　　　
2-4．「転用」 建替え」
2-4-1. 現状詳細について
　図５は「転用」 建替え」事例について【現状詳細】の内訳を示し
たものである。建物をそのまま用いる「転用」の場合は、構造上の制
約からか「商業①」「商業②」といった百貨店に似た用途での再活用
が半数以上を占めることが分かる。一方で「建替え」の場合は、「複合」
「ほか」が多いことが分かる。「複合」については「転用」と事例数が
同程度であることから、比較を行った結果を次項 (2-4-2.) にて詳述
する。ここでは、「ほか」に分類された 14 事例に着目し、立地する地
域と現用途を表４に示した。多様な用途での再活用がなされているこ
とが分かるが、これは「建替え」は構造上の制約がなく、再活用する
際に用途を予め想定できるためであると考えられる。「転用」で「ほか」
に分類されるものは表５の５事例であるが、「建替え」で多く見られ
設として再活用することは難しく、広域からの集客も見込めないため、
行政等の介入が大きくなると考えられる。
　「建替え」について立地する地域で見てみると、比較的都市規模が
大きな地域に事例が多いことが分かる。現状の用途について見てみる
と、商業施設としての「ハレの場」の性格を百貨店当時と同程度に持
つと考えられる「商業①」「商業②」を含む事例がほとんどである。また、
「転用」の場合とは異なって「公益」の用途をまんべんなく含む事例
はわずかである。そして、「転用」ではそれほど見られなかった「業務」
「住宅」 宿泊 という用途を含む事例が複数あり、このことから、再
開発の側面を持った事例が多いと考えられる。以上より、再活用によ
って「複合」になった場合において、それが「転用」されたか「建替え」
られたかという経緯に着目することによって捉えられる状況は大きく
異なることが分かる。
まれ、商業施設としての活性が過大評価されている。これに対して
で図７では、グループを２つ以上飛び越えたクラスターが生じてい
ない。以上より、再活用状況と最も関連がある変数は【2】地価に関
する変数であると示唆された。
　　
４．総括
4-1. まとめ
　本研究で得られた主な知見を以下に示す。
①地方中小都市では、建物規模が小さい事例であっても撤退後に再
活用がなされない事例の割合が他都市規模に比べて大きい。地方中
小都市では撤退後の対応が特に難しい局面にあると推測できる。
②建物規模が 20,000 ㎡を超えると再活用する場合、転用が選択され
やすい。建築物に関するコストを抑えられるためではないかと考え
られる。
③転用の場合、構造上の制約のためか百貨店に似た用途での再活用
が選択されやすい。
④建替えの場合、構造上の制約はなく、再活用する際に用途を予め
想定できるため、選択される用途は多様である。
⑤再活用後に複合施設となった場合、その様相は転用か建替えかで
大きく異なる。
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表７ 「建替え」 → 「複合」事例
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表８ 都市特性を示す変数
１．はじめに　　
1—1．研究の背景と目的
　明治時代に発祥した百貨店はかつて、店舗数や取り扱い品目を増や
すことで既存の中小小売業者に大きな打撃を与えたことから疎まれる
存在だった。他方で、ほかの商業施設では体験し得ない格式の高さを
持った百貨店は、大正初期の帝国劇場のキャッチコピー『今日は帝劇、
明日は三越』に表されるように消費者にとってハレの場として認識さ
れ、街に人を惹きつける役割を担うようになった。言い換えると、街
のにぎわいは百貨店に訪れる消費者によってもたらされてきた影響が
少なからずあったといえる。しかし近年、郊外に巨大なショッピング
センターが登場したことやインターネットを通じて商品を購買できる
ようになったこと等によって消費者の行動が変化したことも一因とな
って、百貨店の売上は減少傾向が続き、全国で撤退が相次いでいる。
百貨店が撤退した街は人を呼び込む求心力を失い、買い物の場がます
ます郊外に移っていくことで、それまでの中心市街地の衰退に歯止め
がかからないという悪循環が生まれている。すなわち、百貨店の進退
が街や消費者に及ぼす影響は大きい。具体的には、公共交通を利用し
て買い物に出かけていた消費者にとっては不便が生じること、撤退後
再活用されない状態が続くと周辺地域に悪影響を及ぼす 1) こと等が挙
げられる。
　この悪循環を断ち切るためには、百貨店撤退後の施設にはどのよう
な再活用が効果的であるかについて探求する必要がある。また、前述
したように消費者行動の変化とそれをもたらす技術の発達を考える
と、今後も撤退せざるを得ない百貨店は少なくないことが予想される。
したがって、百貨店撤退に着目する意義は大きいといえる。以上の背
景を踏まえ、本研究では百貨店撤退後の建物・跡地の実態を把握し、
今後撤退した事例を再活用する場合に有用な知見を得ることを目的と
する。
1−2． 既往研究と本研究の位置づけ
　百貨店を含む大型店撤退問題に関連する既往研究は多数ある。大型
店撤退の実態や再活用における問題点について自治体等へアンケート
調査を行ったのち撤退問題について体系的に示したものが代表的であ
る 2),3),4)。また、特定の事例に着目したものでは安定した再活用に至
った事例についての研究が多い。それらの内容は再活用までの経緯を
まとめたもの 5) や、利用者の買い物行動の変化や再活用後の施設にお
ける訪問客の行動ついて調査されたもの 6),7)、構造やフロア構成、設
備配置等の再活用する際に建物面で考慮すべきことを示したもの 8) が
見受けられる。これらに対して、本研究では撤退後の建物・跡地にお
ける実態把握を行うと同時に、特定の事例を成功・非成功に関わらず
取り上げ、都市特性から分析するところに差異がある。
1−3． 論文構成 
　第１章では、研究の背景と目的を示すとともに、既往研究に対する
本研究の位置付けを整理し、本研究の枠組みを示す。第２章では、調
査対象とした事例とその分類について整理し、都市規模別の現状内訳
や、開店時期・駅からの距離・総売場面積といった事例の特徴を示す
指標から行った基礎的な集計の結果を示す。「転用」「建替え」につい
ては詳細の把握を行う。第３章では、10,001〜20,000 ㎡という面積規
模で「転用」された事例に着目し、詳細について調査・分析を行い、
今後の再活用に有用な知見を示す。第４章では得られた成果をまとめ、
将来への展望を示す。 
２． 調査対象と近年の傾向の把握
2—1． 調査対象について
　本研究で扱う百貨店は、百貨店調査年鑑9) における「全国百貨店名簿」
に掲載されている店舗注 1) とした。 具体的に調査対象とした事例は、
百貨店協会加盟店舗数が最多の年である 1999 年 10) 度版に掲載されて
いる 369 店舗である。この 369 店舗について、「全国百貨店名簿」を
2016 年度版まで調査した。
2-2．分類について
　傾向を簡単に把握するために、事例の【現状】と、事例が立地する
地域の【都市規模】による分類を行った。【現状】による分類では、
2016 年度まで掲載され続けているものは「継続営業」とし、2016 年
度に至るまでのどこかで掲載されなくなった店舗と、店舗が移転した
ことによって空いた建物を合わせた 175 事例については、「業態変換」
「転用」「建替え」「その他」のいずれかとした。175 事例の現状につい
ては住宅地図や事例に関連するニュース記事等から調査を行い、把握
した。また、この４分類を詳述したものを表１に示す。【都市規模】
による分類は、井上ら 4) を参考にして表２のように定めた。
　「転用」「建替え」に分類される事例については、事例の様子をより
詳しく把握できるように【現状詳細】による分類を表３のように定め
た。
2-3．集計結果
　前節で定めた分類に従って事例を集計した結果を示す。図１は調査
対象とした店舗の現状について都市規模別に示したものである。都市
規模が小さくなるにつれて「継続営業」の割合が小さく、撤退事例が
占める割合が高くなることが分かる。また、地方中小都市は他地域に
比べて「その他」が占める割合が大きい。このことから、再活用に対
して積極的な取り組みがされにくいと考えられる。
　図２は、「全国百貨店名簿」に掲載される開店日もしくは創業年を
基に作成したグラフである。開店時期が早いほど「建替え」が多く、
遅いほど「転用」が多いことから、開店時期は、築年数とは必ずしも
一致しないが、築年数と似た性格の指標であると考えられる。
　図３は、最寄駅からの距離を３つの距離帯に分けて事例の現状内訳
を示したものである。どの都市規模でも 400m 以下に立地する事例が
最も多い。また、都市規模が小さくなるにつれて駅から離れたところ
３． 都市特性に着目した事例分析
3—1． 特定事例について
　前章の図４で最も多くの事例数を含む 10,001〜20,000 ㎡という規
模帯に分類された事例のうち、再活用において建築物に関するコス
トが抑えられると考えられる「転用」に分類されるものを特定事例
として分析する。ただし、大都市に立地するもの、百貨店当時から
大型商業施設の一部として入居していたもの、別の百貨店として転
用されたものは除く。事例の再活用状況について把握するために、
再活用が始まった年、その翌年、2013 年、2016 年、2017 年度の住
宅地図の別記欄からテナントを調査した。その結果から特定事例は
特徴で、次のようなグループに分けられる。【ⅰ】〜【ⅳ】の順に、商
業施設としての活性が高くなると考えられるグループになる。以下、
各グループと、事例の概略を示す。
【ⅰ】茂原そごう ( 以下、茂原 )、西武百貨店函館店 ( 以下、函館 )、
石巻ビブレ ( 以下、石巻 )：３事例ともテナントは比較的安定して
いるが、茂原・函館については、再活用が始まってから５年以上経
過していながら、最新のテナント状況において空きフロアが２フロ
ア以上あり、石巻については市役所が大半を占める。
【ⅱ】中三盛岡店 (以下、盛岡 )、おかや東急百貨店 (以下、おかや )：
盛岡は 2013 年という最近に再活用が始まった事例であり、テナント
は安定しているが空きフロアが２フロアある。おかやは半分ほどを
カルチャーセンター等の公益テナントが占めている。
【ⅲ】近鉄百貨店東京店 ( 以下、武蔵野 )、郡山西武 ( 以下、郡山 )、
山形松坂屋 ( 以下、山形 )、きたみ東急百貨店 ( 以下、きたみ )、福
島ビブレ(以下、福島)、丸正百貨店(以下、和歌山)、前橋西武(以下、
前橋 )：武蔵野・郡山は家電量販店が、山形はビジネスホテルが、
その大部分を占める。収益性は良いテナントであると推測されるが、
商業施設としての活性はこれらの特定のテナントに大きく依存して
いる状態である。きたみは一部フロアに市庁舎、福島は１フロアに
世代間交流施設が入居している。和歌山は上層階に業務テナントや
診療所があることに加えて、地階に天然温泉の温浴施設がある。前
橋は上階に大学、地階にスーパー、その他の階は交流施設という構
成である。これら 4 事例は複合施設として安定していると考えられ
る。
【ⅳ】ビーミー町田大丸 (以下、町田 )、鹿児島三越 (以下、鹿児島 )：
町田・鹿児島ともに特定のテナントに大きく依存することもなく、
商業施設として安定している。
3-2. 分析方法
　前節で示した事例を再活用状況に従って分けたグループと、表８
に示す都市特性を表す変数の組み合わせの間の関連を検討する。具
体的には、【1】全ての変数 (X1〜87)、【2】地価に関する変数 (X1〜
46)、【3】人口に関する変数 (X47〜80)、【4】乗降客数に関する変数
(X81〜87) という組み合わせで事例にデータを与え、クラスター分
析を行う。
3-3. 結果　　　　　　　    
　図６、７、８、９に【1】〜【4】の結果を示す。それぞれ３つもし
くは４つのクラスターに分けられる距離係数で切ってみると、相互
に似ているが少しずつ異なるクラスターが得られる。図６では、【ⅲ】
のきたみが【ⅰ】が半数以上占めるクラスターに含まれ、商業施設
としての活性が過小評価されている。これは図８、９でも同様である。
また図９では、【ⅰ】の茂原が【ⅲ】が半数を占めるクラスターに含
⑴転用では、「ハレの場」の性格が弱く公益テナントを含む場合が多
く、それが占める割合も大きい。また、こうした事例は都市規模が
小さい地域に多いことから、都市規模が小さい地域に立地する場合
は「ハレの場」としての商業施設として再活用することは難しく、
広域からの集客も見込めないため、行政等の介入が大きくなると言
える。
⑵建替えでは、「ハレの場」の性格を百貨店当時と同程度持つものが
ほとんどで、公益テナントを複数含む場合は少ない。また、オフィ
スやホテル、マンションといった転用では見られない用途を含む場
合も多く、再開発の側面を持った事例が多いと言える。
⑥再活用状況との間に関連のある都市特性を表す変数として、地価
に関する変数が有用であることが示唆された。　　　
4-2. 将来の展望
　将来の課題として、事例の再活用状況に一定の影響を与える可能
性がある近隣の競合店舗や、再活用に携わっている関係主体を考慮
した分析が挙げられる。これら地域や事例によって異なるためより
多数のサンプルを扱う必要があろう。また、本研究の結果から、再
活用状況のグループと地価に関する変数の間に関連があることが示
唆されたが、地価の性質上、どちらが原因でどちらが結果かは不明
であるので、事例自体が最近接地点地価にどの程度の影響力を持つ
かを把握する必要がある。その意味でも近隣の競合店舗の考慮は有
益であり、また時系列分析が必要となろう。
た「住宅」「宿泊」はなく、「遊戯」「公益②」が複数事例存在する。
これらは都市規模が小さい地域に立地していることもあり、広域から
の集客は見込めず近隣住民を対象とした用途が選択されたのではない
かと考えられる。
2-4-2．「複合」について
　「転用」「建替え」を経て「複合」となったものは、それぞれ 16、15
事例ある。これらについて表６、表７に示す。
　「転用」について立地する地域を見てみると、比較的都市規模が小
さな地域に事例が多いことが分かる。現状の用途について見てみると、
「ほか」として分類される場合と同じ様相であるが、「住宅」「宿泊」
はほとんど含まず、「業務」も少ない。そして、百貨店当時より商業
施設として「ハレの場」の性格が弱い「商業③」「商業④」を含む事
例が複数ある。また、どの事例も「公益①」「公益②」「公益③」のい
ずれかを含み、複数含む事例も過半数を超える。このことから、都市
模が小さい地域に立地する事例の場合は「ハレの場」としての商業施
に立地する事例が増加する傾向が見られる。現状内訳では、距離帯ご
との特徴は見受けられない。
　図４は、総売場面積を４つの規模帯に分けて事例の現状内訳を示し
たものである。都市規模が小さいほど建物規模が小さい事例が多い。
また、地方中小都市では、他都市規模に比べて建物規模が小さい場合
でも「その他」が占める割合が大きい。ここからも地方中小都市では
再活用がされにくい状況があると推測される。建物規模に着目すると、
20,001 ㎡以上の事例は「転用」が多い。この規模帯となると解体や建
替えに莫大な費用を要するため、コストの抑えられる「転用」が選択
されているのではないかと考えられる。また、10,001〜20,000 ㎡とい
う規模帯はどの都市規模でも事例数は同程度であるが、現状内訳は都
市規模によってばらつきがある。　　　
2-4．「転用」「建替え」
2-4-1. 現状詳細について
　図５は「転用」「建替え」事例について【現状詳細】の内訳を示し
たものである。建物をそのまま用いる「転用」の場合は、構造上の制
約からか「商業①」「商業②」といった百貨店に似た用途での再活用
が半数以上を占めることが分かる。一方で「建替え」の場合は、「複合」
「ほか」が多いことが分かる。「複合」については「転用」と事例数が
同程度であることから、比較を行った結果を次項 (2-4-2.) にて詳述
する。ここでは、「ほか」に分類された 14 事例に着目し、立地する地
域と現用途を表４に示した。多様な用途での再活用がなされているこ
とが分かるが、これは「建替え」は構造上の制約がなく、再活用する
際に用途を予め想定できるためであると考えられる。「転用」で「ほか」
に分類されるものは表５の５事例であるが、「建替え」で多く見られ
設として再活用することは難しく、広域からの集客も見込めないため、
行政等の介入が大きくなると考えられる。
　「建替え」について立地する地域で見てみると、比較的都市規模が
大きな地域に事例が多いことが分かる。現状の用途について見てみる
と、商業施設としての「ハレの場」の性格を百貨店当時と同程度に持
つと考えられる「商業①」「商業②」を含む事例がほとんどである。また、
「転用」の場合とは異なって「公益」の用途をまんべんなく含む事例
はわずかである。そして、「転用」ではそれほど見られなかった「業務」
「住宅」「宿泊」という用途を含む事例が複数あり、このことから、再
開発の側面を持った事例が多いと考えられる。以上より、再活用によ
って「複合」になった場合において、それが「転用」されたか「建替え」
られたかという経緯に着目することによって捉えられる状況は大きく
異なることが分かる。
まれ、商業施設としての活性が過大評価されている。これに対して
で図７では、グループを２つ以上飛び越えたクラスターが生じてい
ない。以上より、再活用状況と最も関連がある変数は【2】地価に関
する変数であると示唆された。
　　
４．総括
4-1. まとめ
　本研究で得られた主な知見を以下に示す。
①地方中小都市では、建物規模が小さい事例であっても撤退後に再
活用がなされない事例の割合が他都市規模に比べて大きい。地方中
小都市では撤退後の対応が特に難しい局面にあると推測できる。
②建物規模が 20,000 ㎡を超えると再活用する場合、転用が選択され
やすい。建築物に関するコストを抑えられるためではないかと考え
られる。
③転用の場合、構造上の制約のためか百貨店に似た用途での再活用
が選択されやすい。
④建替えの場合、構造上の制約はなく、再活用する際に用途を予め
想定できるため、選択される用途は多様である。
⑤再活用後に複合施設となった場合、その様相は転用か建替えかで
大きく異なる。
補注
注 1) 全国百貨店名簿に掲載されている店舗は、日本百貨店協会加盟企業以外
に非加盟企業も補完されており、当該名簿の独自の定義である。 
注 2)1995 年時点で事例から最も近い地点の地価のことを指す。
注 3) 国土数値情報鉄道データを用いて GIS の最近接ツールで選択された最寄
駅についてデータを与えている。ただし、地方の私鉄によってはデータがない
ため、近隣駅のデータで補完した。
注 4) それぞれ人口総数、乗降客数という実数データから計算して得たデータ
である。具体的には、比較する年度間において次年度に当たるデータを前年度
に当たるデータで除したものである。 
注 5) この年度に関しては、国土数値情報駅別乗降客数データから計算した。
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１．はじめに　　
1—1．研究の背景と目的
　明治時代に発祥した百貨店はかつて、店舗数や取り扱い品目を増や
すことで既存の中小小売業者に大きな打撃を与えたことから疎まれる
存在だった。他方で、ほかの商業施設では体験し得ない格式の高さを
持った百貨店は、大正初期の帝国劇場のキャッチコピー『今日は帝劇、
明日は三越』に表されるように消費者にとってハレの場として認識さ
れ、街に人を惹きつける役割を担うようになった。言い換えると、街
のにぎわいは百貨店に訪れる消費者によってもたらされてきた影響が
少なからずあったといえる。しかし近年、郊外に巨大なショッピング
センターが登場したことやインターネットを通じて商品を購買できる
ようになったこと等によって消費者の行動が変化したことも一因とな
って、百貨店の売上は減少傾向が続き、全国で撤退が相次いでいる。
百貨店が撤退した街は人を呼び込む求心力を失い、買い物の場がます
ます郊外に移っていくことで、それまでの中心市街地の衰退に歯止め
がかからないという悪循環が生まれている。すなわち、百貨店の進退
が街や消費者に及ぼす影響は大きい。具体的には、公共交通を利用し
て買い物に出かけていた消費者にとっては不便が生じること、撤退後
再活用されない状態が続くと周辺地域に悪影響を及ぼす 1) こと等が挙
げられる。
　この悪循環を断ち切るためには、百貨店撤退後の施設にはどのよう
な再活用が効果的であるかについて探求する必要がある。また、前述
したように消費者行動の変化とそれをもたらす技術の発達を考える
と、今後も撤退せざるを得ない百貨店は少なくないことが予想される。
したがって、百貨店撤退に着目する意義は大きいといえる。以上の背
景を踏まえ、本研究では百貨店撤退後の建物・跡地の実態を把握し、
今後撤退した事例を再活用する場合に有用な知見を得ることを目的と
する。
1−2． 既往研究と本研究の位置づけ
　百貨店を含む大型店撤退問題に関連する既往研究は多数ある。大型
店撤退の実態や再活用における問題点について自治体等へアンケート
調査を行ったのち撤退問題について体系的に示したものが代表的であ
る 2),3),4)。また、特定の事例に着目したものでは安定した再活用に至
った事例についての研究が多い。それらの内容は再活用までの経緯を
まとめたもの 5) や、利用者の買い物行動の変化や再活用後の施設にお
ける訪問客の行動ついて調査されたもの 6),7)、構造やフロア構成、設
備配置等の再活用する際に建物面で考慮すべきことを示したもの 8) が
見受けられる。これらに対して、本研究では撤退後の建物・跡地にお
ける実態把握を行うと同時に、特定の事例を成功・非成功に関わらず
取り上げ、都市特性から分析するところに差異がある。
1−3． 論文構成 
　第１章では、研究の背景と目的を示すとともに、既往研究に対する
本研究の位置付けを整理し、本研究の枠組みを示す。第２章では、調
査対象とした事例とその分類について整理し、都市規模別の現状内訳
や、開店時期・駅からの距離・総売場面積といった事例の特徴を示す
指標から行った基礎的な集計の結果を示す。「転用」「建替え」につい
ては詳細の把握を行う。第３章では、10,001〜20,000 ㎡という面積規
模で「転用」された事例に着目し、詳細について調査・分析を行い、
今後の再活用に有用な知見を示す。第４章では得られた成果をまとめ、
将来への展望を示す。 
２． 調査対象と近年の傾向の把握
2—1． 調査対象について
　本研究で扱う百貨店は、百貨店調査年鑑9) における「全国百貨店名簿」
に掲載されている店舗注 1) とした。 具体的に調査対象とした事例は、
百貨店協会加盟店舗数が最多の年である 1999 年 10) 度版に掲載されて
いる 369 店舗である。この 369 店舗について、「全国百貨店名簿」を
2016 年度版まで調査した。
2-2．分類について
　傾向を簡単に把握するために、事例の【現状】と、事例が立地する
地域の【都市規模】による分類を行った。【現状】による分類では、
2016 年度まで掲載され続けているものは「継続営業」とし、2016 年
度に至るまでのどこかで掲載されなくなった店舗と、店舗が移転した
ことによって空いた建物を合わせた 175 事例については、「業態変換」
「転用」「建替え」「その他」のいずれかとした。175 事例の現状につい
ては住宅地図や事例に関連するニュース記事等から調査を行い、把握
した。また、この４分類を詳述したものを表１に示す。【都市規模】
による分類は、井上ら 4) を参考にして表２のように定めた。
　「転用」「建替え」に分類される事例については、事例の様子をより
詳しく把握できるように【現状詳細】による分類を表３のように定め
た。
2-3．集計結果
　前節で定めた分類に従って事例を集計した結果を示す。図１は調査
対象とした店舗の現状について都市規模別に示したものである。都市
規模が小さくなるにつれて「継続営業」の割合が小さく、撤退事例が
占める割合が高くなることが分かる。また、地方中小都市は他地域に
比べて「その他」が占める割合が大きい。このことから、再活用に対
して積極的な取り組みがされにくいと考えられる。
　図２は、「全国百貨店名簿」に掲載される開店日もしくは創業年を
基に作成したグラフである。開店時期が早いほど「建替え」が多く、
遅いほど「転用」が多いことから、開店時期は、築年数とは必ずしも
一致しないが、築年数と似た性格の指標であると考えられる。
　図３は、最寄駅からの距離を３つの距離帯に分けて事例の現状内訳
を示したものである。どの都市規模でも 400m 以下に立地する事例が
最も多い。また、都市規模が小さくなるにつれて駅から離れたところ
３． 都市特性に着目した事例分析
3—1． 特定事例について
　前章の図４で最も多くの事例数を含む 10,001〜20,000 ㎡という規
模帯に分類された事例のうち、再活用において建築物に関するコス
トが抑えられると考えられる「転用」に分類されるものを特定事例
として分析する。ただし、大都市に立地するもの、百貨店当時から
大型商業施設の一部として入居していたもの、別の百貨店として転
用されたものは除く。事例の再活用状況について把握するために、
再活用が始まった年、その翌年、2013 年、2016 年、2017 年度の住
宅地図の別記欄からテナントを調査した。その結果から特定事例は
特徴で、次のようなグループに分けられる。【ⅰ】〜【ⅳ】の順に、商
業施設としての活性が高くなると考えられるグループになる。以下、
各グループと、事例の概略を示す。
【ⅰ】茂原そごう ( 以下、茂原 )、西武百貨店函館店 ( 以下、函館 )、
石巻ビブレ ( 以下、石巻 )：３事例ともテナントは比較的安定して
いるが、茂原・函館については、再活用が始まってから５年以上経
過していながら、最新のテナント状況において空きフロアが２フロ
ア以上あり、石巻については市役所が大半を占める。
【ⅱ】中三盛岡店 (以下、盛岡 )、おかや東急百貨店 (以下、おかや )：
盛岡は 2013 年という最近に再活用が始まった事例であり、テナント
は安定しているが空きフロアが２フロアある。おかやは半分ほどを
カルチャーセンター等の公益テナントが占めている。
【ⅲ】近鉄百貨店東京店 ( 以下、武蔵野 )、郡山西武 ( 以下、郡山 )、
山形松坂屋 ( 以下、山形 )、きたみ東急百貨店 ( 以下、きたみ )、福
島ビブレ(以下、福島)、丸正百貨店(以下、和歌山)、前橋西武(以下、
前橋 )：武蔵野・郡山は家電量販店が、山形はビジネスホテルが、
その大部分を占める。収益性は良いテナントであると推測されるが、
商業施設としての活性はこれらの特定のテナントに大きく依存して
いる状態である。きたみは一部フロアに市庁舎、福島は１フロアに
世代間交流施設が入居している。和歌山は上層階に業務テナントや
診療所があることに加えて、地階に天然温泉の温浴施設がある。前
橋は上階に大学、地階にスーパー、その他の階は交流施設という構
成である。これら 4 事例は複合施設として安定していると考えられ
る。
【ⅳ】ビーミー町田大丸 (以下、町田 )、鹿児島三越 (以下、鹿児島 )：
町田・鹿児島ともに特定のテナントに大きく依存することもなく、
商業施設として安定している。
3-2. 分析方法
　前節で示した事例を再活用状況に従って分けたグループと、表８
に示す都市特性を表す変数の組み合わせの間の関連を検討する。具
体的には、【1】全ての変数 (X1〜87)、【2】地価に関する変数 (X1〜
46)、【3】人口に関する変数 (X47〜80)、【4】乗降客数に関する変数
(X81〜87) という組み合わせで事例にデータを与え、クラスター分
析を行う。
3-3. 結果　　　　　　　    
　図６、７、８、９に【1】〜【4】の結果を示す。それぞれ３つもし
くは４つのクラスターに分けられる距離係数で切ってみると、相互
に似ているが少しずつ異なるクラスターが得られる。図６では、【ⅲ】
のきたみが【ⅰ】が半数以上占めるクラスターに含まれ、商業施設
としての活性が過小評価されている。これは図８、９でも同様である。
また図９では、【ⅰ】の茂原が【ⅲ】が半数を占めるクラスターに含
⑴転用では、「ハレの場」の性格が弱く公益テナントを含む場合が多
く、それが占める割合も大きい。また、こうした事例は都市規模が
小さい地域に多いことから、都市規模が小さい地域に立地する場合
は「ハレの場」としての商業施設として再活用することは難しく、
広域からの集客も見込めないため、行政等の介入が大きくなると言
える。
⑵建替えでは、「ハレの場」の性格を百貨店当時と同程度持つものが
ほとんどで、公益テナントを複数含む場合は少ない。また、オフィ
スやホテル、マンションといった転用では見られない用途を含む場
合も多く、再開発の側面を持った事例が多いと言える。
⑥再活用状況との間に関連のある都市特性を表す変数として、地価
に関する変数が有用であることが示唆された。　　　
4-2. 将来の展望
　将来の課題として、事例の再活用状況に一定の影響を与える可能
性がある近隣の競合店舗や、再活用に携わっている関係主体を考慮
した分析が挙げられる。これら地域や事例によって異なるためより
多数のサンプルを扱う必要があろう。また、本研究の結果から、再
活用状況のグループと地価に関する変数の間に関連があることが示
唆されたが、地価の性質上、どちらが原因でどちらが結果かは不明
であるので、事例自体が最近接地点地価にどの程度の影響力を持つ
かを把握する必要がある。その意味でも近隣の競合店舗の考慮は有
益であり、また時系列分析が必要となろう。
た「住宅」「宿泊」はなく、「遊戯」「公益②」が複数事例存在する。
これらは都市規模が小さい地域に立地していることもあり、広域から
の集客は見込めず近隣住民を対象とした用途が選択されたのではない
かと考えられる。
2-4-2．「複合」について
　「転用」「建替え」を経て「複合」となったものは、それぞれ 16、15
事例ある。これらについて表６、表７に示す。
　「転用」について立地する地域を見てみると、比較的都市規模が小
さな地域に事例が多いことが分かる。現状の用途について見てみると、
「ほか」として分類される場合と同じ様相であるが、「住宅」「宿泊」
はほとんど含まず、「業務」も少ない。そして、百貨店当時より商業
施設として「ハレの場」の性格が弱い「商業③」「商業④」を含む事
例が複数ある。また、どの事例も「公益①」「公益②」「公益③」のい
ずれかを含み、複数含む事例も過半数を超える。このことから、都市
模が小さい地域に立地する事例の場合は「ハレの場」としての商業施
に立地する事例が増加する傾向が見られる。現状内訳では、距離帯ご
との特徴は見受けられない。
　図４は、総売場面積を４つの規模帯に分けて事例の現状内訳を示し
たものである。都市規模が小さいほど建物規模が小さい事例が多い。
また、地方中小都市では、他都市規模に比べて建物規模が小さい場合
でも「その他」が占める割合が大きい。ここからも地方中小都市では
再活用がされにくい状況があると推測される。建物規模に着目すると、
20,001 ㎡以上の事例は「転用」が多い。この規模帯となると解体や建
替えに莫大な費用を要するため、コストの抑えられる「転用」が選択
されているのではないかと考えられる。また、10,001〜20,000 ㎡とい
う規模帯はどの都市規模でも事例数は同程度であるが、現状内訳は都
市規模によってばらつきがある。　　　
2-4．「転用」「建替え」
2-4-1. 現状詳細について
　図５は「転用」「建替え」事例について【現状詳細】の内訳を示し
たものである。建物をそのまま用いる「転用」の場合は、構造上の制
約からか「商業①」「商業②」といった百貨店に似た用途での再活用
が半数以上を占めることが分かる。一方で「建替え」の場合は、「複合」
「ほか」が多いことが分かる。「複合」については「転用」と事例数が
同程度であることから、比較を行った結果を次項 (2-4-2.) にて詳述
する。ここでは、「ほか」に分類された 14 事例に着目し、立地する地
域と現用途を表４に示した。多様な用途での再活用がなされているこ
とが分かるが、これは「建替え」は構造上の制約がなく、再活用する
際に用途を予め想定できるためであると考えられる。「転用」で「ほか」
に分類されるものは表５の５事例であるが、「建替え」で多く見られ
設として再活用することは難しく、広域からの集客も見込めないため、
行政等の介入が大きくなると考えられる。
　「建替え」について立地する地域で見てみると、比較的都市規模が
大きな地域に事例が多いことが分かる。現状の用途について見てみる
と、商業施設としての「ハレの場」の性格を百貨店当時と同程度に持
つと考えられる「商業①」「商業②」を含む事例がほとんどである。また、
「転用」の場合とは異なって「公益」の用途をまんべんなく含む事例
はわずかである。そして、「転用」ではそれほど見られなかった「業務」
「住宅」「宿泊」という用途を含む事例が複数あり、このことから、再
開発の側面を持った事例が多いと考えられる。以上より、再活用によ
って「複合」になった場合において、それが「転用」されたか「建替え」
られたかという経緯に着目することによって捉えられる状況は大きく
異なることが分かる。
まれ、商業施設としての活性が過大評価されている。これに対して
で図７では、グループを２つ以上飛び越えたクラスターが生じてい
ない。以上より、再活用状況と最も関連がある変数は【2】地価に関
する変数であると示唆された。
　　
４．総括
4-1. まとめ
　本研究で得られた主な知見を以下に示す。
①地方中小都市では、建物規模が小さい事例であっても撤退後に再
活用がなされない事例の割合が他都市規模に比べて大きい。地方中
小都市では撤退後の対応が特に難しい局面にあると推測できる。
②建物規模が 20,000 ㎡を超えると再活用する場合、転用が選択され
やすい。建築物に関するコストを抑えられるためではないかと考え
られる。
③転用の場合、構造上の制約のためか百貨店に似た用途での再活用
が選択されやすい。
④建替えの場合、構造上の制約はなく、再活用する際に用途を予め
想定できるため、選択される用途は多様である。
⑤再活用後に複合施設となった場合、その様相は転用か建替えかで
大きく異なる。
補注
注 1) 全国百貨店名簿に掲載されている店舗は、日本百貨店協会加盟企業以外
に非加盟企業も補完されており、当該名簿の独自の定義である。 
注 2)1995 年時点で事例から最も近い地点の地価のことを指す。
注 3) 国土数値情報鉄道データを用いて GIS の最近接ツールで選択された最寄
駅についてデータを与えている。ただし、地方の私鉄によってはデータがない
ため、近隣駅のデータで補完した。
注 4) それぞれ人口総数、乗降客数という実数データから計算して得たデータ
である。具体的には、比較する年度間において次年度に当たるデータを前年度
に当たるデータで除したものである。 
注 5) この年度に関しては、国土数値情報駅別乗降客数データから計算した。
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3第１章　はじめに
１−１.研究の背景と目的
　明治時代に発祥した百貨店はかつて、店舗数や取り扱い品目を増やすことで既存の中小小売業者に大
きな打撃を与えたことから疎まれる存在だった。他方で、ほかの商業施設では体験し得ない格式の高さ
を持った百貨店は、大正初期の帝国劇場のキャッチコピー『今日は帝劇、明日は三越』に表されるよう
に消費者にとってハレの場として認識され、街に人を惹きつける役割を担うようになった。言い換える
と、街のにぎわいは百貨店に訪れる消費者によってもたらされてきた影響が少なからずあったといえる。
　しかし近年、郊外に巨大なショッピングセンターが登場したことやインターネットを通じて商品を購
買できるようになったこと等によって消費者の行動が変化したことも一因となって、百貨店の売上は減
少傾向が続き、全国で撤退が相次いでいる。百貨店が撤退した街は人を呼び込む求心力を失い、買い物
の場がますます郊外に移っていくことで、それまでの中心市街地の衰退に歯止めがかからないという悪
循環が生まれている。すなわち、百貨店の進退が街や消費者に及ぼす影響は大きい。具体的には、公共
交通を利用して買い物に出かけていた消費者にとっては不便が生じること、撤退後再活用されない状態
が続くと周辺地域に悪影響を及ぼす 1) こと等が挙げられる。
　この悪循環を断ち切るためには、百貨店撤退後の施設にはどのような再活用が効果的であるかについ
て探求する必要がある。また、前述したように消費者行動の変化とそれをもたらす技術の発達を考える
と、今後も撤退せざるを得ない百貨店は少なくないことが予想される。したがって、百貨店撤退に着目
する意義は大きいといえる。以上の背景を踏まえ、本研究では百貨店撤退後の建物・跡地の実態を把握
し、今後撤退した事例を再活用する場合に有用な知見を得ることを目的とする。
　
4１−２.既往研究の整理と本研究の位置づけ
　百貨店を含む大型店撤退問題に関連する既往研究は多数ある。大型店撤退の実態や再活用における問
題点について自治体等へアンケート調査を行ったのち撤退問題について体系的に示したものが代表的で
ある 2),3),4)。また、特定の事例に着目したものでは安定した再活用に至った事例についての研究が多い。
それらの内容は再活用までの経緯をまとめたもの 5) や、利用者の買い物行動の変化や再活用後の施設に
おける訪問客の行動ついて調査されたもの 6),7)、構造やフロア構成、設備配置等の再活用する際に建物
面で考慮すべきことを示したもの 8) が見受けられる。これらに対して、本研究では撤退後の建物・跡地
における実態把握を行うと同時に、特定の事例を成功・非成功に関わらず取り上げ、都市特性から分析
するところに差異がある。
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１−３.研究の構成
　第１章では、研究の背景と目的を示すとともに、既往研究に対する本研究の位置付けを整理し、本研
究の枠組みを示す。第２章では、調査対象とした事例とその分類について整理し、都市規模別の現状内
訳や、開店時期・駅からの距離・総売場面積といった事例の特徴を示す指標から行った基礎的な集計の
結果を示す。「転用」「建替え」については詳細の把握を行う。第３章では、10,001 〜 20,000 ㎡という
面積規模で「転用」された事例に着目し、詳細について調査・分析を行い、今後の再活用に有用な知見
を示す。第４章では得られた成果をまとめ、将来への展望を示す。 

第２章　調査対象と近年の傾向の把握　

9第２章　調査対象と近年の傾向の把握
２−１.調査対象について
　本研究で扱う百貨店は、百貨店調査年鑑 9) における「全国百貨店名簿」に掲載されている店舗とした。
具体的に行った作業としては、百貨店協会加盟店舗数が最多だった 1999 年 10) 度版を起点にして、名簿
に掲載される店舗を年度ごとに記録した。その結果から、1999 年度版に掲載されていた 369 店舗がそ
れぞれ 2016 年度版に至るまで掲載され続けているか否かを判断し、掲載されなくなった場合は何年度
から掲載されなくなったのかについて把握した。
　百貨店調査年鑑のついて詳述すると、1962 年から年に一度、発刊されている国内の百貨店の動向が
まとめられたものである。本研究で使用した「全国百貨店名簿」というのは、各年度５月末時点でのデー
タが店舗ごとに記載されている。このデータは、店舗に対して行われたアンケートや直接取材によって
得られた回答の結果で構成されている。
 また、この名簿に掲載される店舗は、日本百貨店協会加盟企業以外に非加盟企業も補完されており、
当該名簿の独自の定義である。
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２−２.分類について
　百貨店の撤退状況や再活用状況の近年における傾向を簡単に把握するために、事例の「現状」と、事
例が立地する地域の「都市規模」による分類を行った。
■「現状」による分類について
　2016 年度まで掲載され続けているものは「継続営業」とし、2016 年度に至るまでのどこかで掲載さ
れなくなった店舗と、店舗が移転したことによって空いた建物を合わせた 175 事例については、「業態
変換」「転用」「建替え」「その他」のいずれかとした。175 事例の現状については住宅地図や事例に関
連するニュース記事等から調査を行い、把握した。また、この４分類を詳述したものを表１に示す。
■「都市規模」による分類について
　井上ら 4) を参考にして、表２のように定めた。
業態変換
転用
建替え
その他
掲載されなくなったものの、同店舗名称で存続していたり
同企業による経営が継続したりしている場合
百貨店撤退後の建物が他主体によって再活用されている場合
百貨店撤退後の建物が解体された後に新しく建物を建てて
跡地が再活用されている場合
百貨店撤退後の建物や建物が解体された後の跡地が
再活用されていない、または暫定利用に留まっている場合
表１　分類 _現状
大都市
郊外
地方中核都市
地方中小都市
東京 23 区及び政令指定都市
関東圏※1、中京圏※2、関西圏※3( 大都市を除く )
 ※1 関東圏：東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県
 ※2 中京圏：愛知県、三重県、岐阜県
 ※3 関西圏：大阪府、京都府、兵庫県、奈良県
上記以外の人口 30 万人以上の都市、及び県庁所在地
上記以外の人口 30 万人未満の自治体
表２　分類 _都市規模
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■「現状詳細」による分類について
　再活用されている状態にある「転用」「建替え」に分類される事例については、事例の様子をより詳
しく把握するために入居するテナントに着目する。これは、表３に基づいて分類することとした。
複合
商業
業務
住宅
宿泊
遊戯
商業を含み、商業以外の用途が１フロア以上ある施設
①百貨店もしくは核テナントを含む複数店舗からなる商業施設
②核テナントのない複数店舗からなる商業施設　≒ファッションビル
③フロア構成が HP 等で公開されていない複数店舗からなる商業施設
④単独企業経営による店舗　ex. スーパー、ドラッグストア
⑤上記以外
ex. 学校、集会所、生涯学習センター、博物館
ex. 高齢者向け施設、診療所、支援センター
ex. 市役所の出張所
ex. オフィス、銀行
ex. マンション
ex. ホテル
ex. カラオケ、ボウリング場、パチンコ
ほか
公益
①教育•文化
②福祉
③行政
表３　分類 _現状詳細
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２−３.集計結果
　2-3-1. 百貨店調査年鑑の経年調査から
　本項では、1999 年度から 2016 年度まで百貨店調査年鑑を調査し、得られた結果について示す。
■掲載される店舗数について
　図１は、全国百貨店名簿に掲載される店舗数について各年度ごとに示したグラフである。1999 年度
から常に減っており、店舗数は 100 以上減少していることが分かる。また、地域別にみると、北海道、
東北、九州において 2016 年度に掲載されている店舗数は 1999 年度の半数以下になっており、百貨店減
少の傾向がより顕著であるといえる。
図１　各年度における掲載される店舗数
北海道
東北
関東
東京
中部
近畿
中国・四国
九州
0 50 100 150 200 250 300 350 400
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2014
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2011
2010
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2003
2002
2001
2000
1999
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■減少店舗数と増加店舗数について
　図２は、各年度において前年度より減少した店舗数 ( ＝掲載されなくなった店舗数 ) と増加した店舗
数 ( ＝新たに掲載されるようになった店舗数 ) を示したグラフである。減少数が多かったのは 2000 年
初頭で、この時期に比べると近年は落ち着いてはいるが継続的に５店舗ほどは減少しているようである。
増加数が減少数を上回ることはほとんどなく、2003 年以降 5 店舗を超えることもない。近年にいたっ
ては、増えても１店舗であることから、百貨店という業態で大型商業施設が新規に開設されることは稀
であることが分かる。
減少
増加
40
35
30
25
20
15
10
5
0
2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016
図２　各年度における減少店舗数と増加店舗数
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　2-3-2. 対象事例の現状分類から
　
　本項では、調査対象とした店舗について前節で定めた「現状」の分類を用いて集計した結果を示す。
■都市規模別の現状について
　図３より、都市規模が小さくなるにつれて「継続営業」の割合が小さくなり、撤退事例が占める割合
が大きくなることが分かる。また、地方中小都市は他の地域に比べて「その他」が占める割合が大きい。
このことから、地方中小都市では他地域に比べて百貨店撤退の傾向が著しいにも関わらず、再活用に対
して積極的な取り組みがなされにくいと考えられる。
地方中小都市
地方中核都市
郊外
大都市
0 20 40 60 80 100 120 140
業態変換 転用 建替え その他継続営業
図３　都市規模別現状内訳
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■「その他」について
　「その他」に分類される事例は、百貨店撤退後の建物や建物が解体された後の跡地が再活用されてい
ない「未活用」、建物や跡地が駐車場や暫定的な再活用に留まっている「暫定利用」、すでに今後再活用
されることが決定している「再活用予定」の３つに分けることができる。
　図４は、最寄駅との距離帯別にこの内訳を示したものである。これより、最寄り駅まで徒歩５分以上
要する 400m 以上にあたる事例では「未活用」が占める割合が大きいことから、再活用を検討する際に、
駅からの距離は影響を与える可能性が示唆される。
400m 以上
400m 未満
0 5 10 15 20 25
再活用予定
暫定利用
未活用
図４　最寄駅からの距離帯と「その他」内訳
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■掲載されなくなった年度別の現状について
　図５は、全国百貨店名簿に掲載されなくなった年度別に現状内訳を示したものである。再活用がなさ
れていない事例が分類される「その他」は、掲載されなくなった年度に関わらずどの年度でも一定数あ
ることが分かる。言い換えると、百貨店撤退から 10 年以上経過していても、再活用に至らない事例が
あるということである。
図５　掲載されなくなった年度別現状内訳
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■開店時期別の現状について
　図６は、全国百貨店名簿に記載されている開店日または創業年を基に作成したグラフである。開店時
期が早いほど「建替え」が多く、遅いほど「転用」が多い。開店時期は、築年数とは必ずしも一致しな
いが、築年数と似た性格の指標であると考えられる。
0 10 20 30 40 50 60 70
業態変換 転用 建替え その他
1960 年以前
1961〜1980
1981 年以降
図６　開店時期別の現状内訳
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■最寄駅からの距離帯と都市規模別の現状について
　調査対象ごとに、1999 年度の全国百貨店名簿に記載されている所在地を記録し、ジオコーディング
を行った。その際、埼玉大学教育学部人文地理学 谷譲二研究室が提供しているサービス注 ) を使用した。
精度に警告が出た場合は、住宅地図で百貨店の位置を同定し、これを GoogleMap に照らし合わせてデー
タの補完を行った。これによって得た緯度経度を用いて GIS 上に事例をプロットしたのち、国土数値情
報の鉄道データから駅情報を取得し、最近接ツールを用いて最寄駅と事例への距離を把握した。
　こうして得た最寄駅からの距離を、３つの距離帯に分けて現状内訳を示したものが図７である。どの
都市規模でも 400m 以下に立地する事例が最も多い。また、都市規模が小さくなるにつれて駅から離れ
たところに立地する事例が増加する傾向が見られる。しかし現状内訳では、距離帯ごとの特徴は見受け
られなかった。
注）http://ktgis.net/gcode/ (2018.1)
801〜
401〜800
〜400
駅からの距離 (m)
都市規模
地方中小都市 地方中核都市 郊外 大都市
25
15
5
業態変換
転用
建替え
その他
1
図７　最寄駅からの距離帯と都市規模別の現状内訳
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第２章　調査対象と近年の傾向の把握
■総売場面積と都市規模別の現状について
　図８は、全国百貨店名簿に記載されている総売場面積を４つの規模帯に分けて事例の現状内訳を示し
たものである。
　都市規模が小さいほど、建物規模が小さい事例が多い。また地方中小都市では、他の都市規模に比べ
て建物規模が小さい場合でも「その他」が占める割合が大きい。ここからも再活用がされにくい状況が
あると推測される。
　建物規模に着目すると、20,001 ㎡以上の事例は「転用」が多い。この規模帯となると、解体や建替
えに莫大な費用を要するため、コストの抑えられる「転用」が選択されているのではないかと考えられ
る。また、10,001 〜 20,000 ㎡という規模帯はどの都市規模でも事例数は同程度であるが、現状内訳は
都市規模によってばらつきがある。
25
15
5
業態変換
転用
建替え
その他
1
総売場面積 (㎡ )
都市規模
〜10,000
20,001〜
　30,000
10,001〜
　20,000
30,000〜
地方中小都市 地方中核都市 郊外 大都市
図８　総売場面積と都市規模別の現状内訳
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２−４.「転用」と「建替え」の比較
　本項では、現状詳細による分類から「転用」と「建替え」の比較を行う。
■現状詳細の内訳について
　図９より、建物をそのまま用いる「転用」の場合は、構造上の制約があるためか「商業①」「商業②」
といった百貨店に似た用途での再活用が半数以上を占めることが分かる。一方で「建替え」の場合は、「複
合」「ほか」が多いことが分かる。
建替え
転用
0 10 20 30 40 50 60 70
商業② 商業③ 商業④ 商業⑤商業①
複合 ほか
図９　「転用」「建替え」における現状詳細
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■「ほか」について
　表４と表５は、現状詳細による分類において「ほか」にあたる事例を「転用」「建替え」それぞれに分けて、
立地する地域の都市規模と現用途をまとめたものである。
　「転用」では、「建替え」で多く見られた「住宅」「宿泊」はなく、「遊戯」「公益②」が複数存在する。
これらは都市規模が小さい地域に立地していることもあり、広域からの集客は見込めず近隣住民を対象
とした用途が選択されたのではないかと考えられる。
　「建替え」では、多様な用途での再活用がなされていることが分かる。これは、「転用」とは違って構
造上の制約がなく、再活用する際に用途を予め想定できるためではないかと考えられる。
旧 地域 現用途
地方中核都市
地方中小都市
地方中小都市
地方中小都市
地方中小都市
名古屋三越金沢店
西武百貨店函館店
ながの東急百貨店小諸店
髙島屋津山店
大村浜屋
業務
遊戯
公益②
遊戯
公益②
丸広百貨店飯能店
一宮名鉄百貨店
京都近鉄百貨店岐阜店
三交百貨店伊勢店
大黒屋
西武百貨店高知店
沖縄山形屋
鶴丸百貨店
丸井今井小樽店
松木屋
福田屋百貨店真岡店
上田西武
臼杵トキハ
久留米岩田屋日田支店
郊外
郊外
郊外
郊外
地方中核都市
地方中核都市
地方中核都市
地方中小都市
地方中小都市
地方中小都市
地方中小都市
地方中小都市
地方中小都市
業務
業務
業務
業務
住宅
住宅
住宅
宿泊
宿泊
宿泊
宿泊
ほか
遊戯
公益②
旧 地域 現用途
地方中小都市
表４　「転用」→「ほか」事例
表５　「建替え」→「ほか」事例
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■「複合」について
　表６と表７は、現状詳細による分類で「複合」にあたる事例を「転用」「建替え」それぞれに分けて、
立地する地域の都市規模と現用途をまとめたものである。以下より、再活用によって「複合」になった
場合において、それが「転用」されたか「建替え」られたかという経緯に着目することによって捉えら
れる状況は大きく異なることが分かった。
□「転用」の場合
　立地する地域を見てみると、比較的都市規模が小さな地域に事例が多いことが分かる。現用途に着目
すると、「ほか」として分類される事例の場合と同じ様相であるが、「住宅」「宿泊」はほとんど含まず、
「業務」も少ない。そして、百貨店当時より商業施設として「ハレの場」としての性格が弱い「商業③」
「商業④」を含む事例が複数ある。また、どの事例も「公益①」「公益②」「公益③」のいずれかを含み、
複数含む事例も過半数を超える。このことから、都市規模が小さい地域に立地する事例の場合は「ハレ
の場」としての商業施設として再活用することは難しく、広域からの集客も見込めないため、行政等の
介入が大きくなると考えられる。
商業① 商業② 商業③ 商業④ 公益① 公益② 公益③ 業務 住宅 宿泊 遊戯
内訳
地域現在旧
計
木更津そごう
茂原そごう
豊田そごう
丸井今井旭川店
山形松坂屋
福島ビブレ
前橋西武
丸正百貨店
福山そごう
コトデンそごう
きたみ東急百貨店
石巻ビブレ
福田屋百貨店栃木店
岡島茅野店
おかや東急百貨店
アヅマヤ百貨店
スパークルシティ木更津
南総サンヴェルプラザ
1-6F＆8F 一部：松坂屋豊田、他：T-FACE
フィール旭川
NANA BEANS
MAX ふくしま
前橋元気プラザ 21
フォルテワジマ
エフピコ RiM( リム・ふくやま )
瓦町 FLAG
まちきた大通ビル
石巻市役所
栃木市役所、東武宇都宮百貨店栃木市役所店
ベルビア
イルフプラザ
ココレッタ延岡
郊外
地方中核都市
地方中小都市
郊外
郊外
地方中核都市
地方中核都市
地方中核都市
地方中核都市
地方中核都市
地方中核都市
地方中小都市
地方中小都市
地方中小都市
地方中小都市
地方中小都市
3 7 5 1 13 12 8 3 0 1 1
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
表６　「転用」→「複合」事例
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□「建替え」の場合
　立地する地域を見てみると、比較的都市規模が大きな地域に事例が多いことが分かる。現用途に着目
すると、商業施設としての「ハレの場」の性格を百貨店当時と同程度に持つと考えられる「商業①」「商
業②」を含む事例がほとんどである。また、「転用」の場合とは異なって「公益」の用途をまんべんな
く含む事例はわずかである。そして、「転用」ではほとんど見られなかった「業務」「住宅」「宿泊」と
いう用途を含む事例が複数ある。このことから、再開発の側面を持った事例が多いと考えられる。
商業① 商業② 商業③ 商業④ 公益① 公益② 公益③ 業務 住宅 宿泊 遊戯
内訳
地域現在旧
計
東急百貨店日本橋店
松坂屋銀座
松坂屋名古屋駅店
三越大阪店
小倉玉屋
福岡玉屋
吉川百貨店
西武百貨店豊橋店
松坂屋岡崎店
上野百貨店宇都宮店
長野そごう
久留米井筒屋
長崎大丸
丸井今井苫小牧店
一畑百貨店出雲店
COREDO 日本橋
GINZA SIX
JR ゲートタワー
北浜プラザ、マンション
リバーウォーク北九州
ゲイツ
ぽっぽ町田
ココラフロント
スーパー、居住棟＆駐車場棟
うつのみや表参道スクエア
TOiGO
久留米シティプラザ
ハマクロス 411
ふれんどビル
一畑百貨店出雲店、ホテル
大都市
郊外
地方中核都市
地方中核都市
地方中核都市
地方中核都市
地方中小都市
地方中小都市
3 10 1 1 8 2 2 7 2 4 1
郊外
郊外
大都市
大都市
大都市
大都市
大都市
○
○
○
○ ○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
表７　「建替え」→「複合」事例
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２−５.小括
　本章では、まず始めに本研究で調査対象とした百貨店について確認し、調査方法を示した ( ２−１)。
百貨店の撤退状況や再活用状況の近年における傾向を簡単に把握するために、事例の「現状」と事例が
立地する地域の「都市規模」による分類を行った。再活用されている状態にある「転用」「建替え」に
あたる事例については、入居するテナントに着目するため「現状詳細」という分類も定めた (２−２)。
　百貨店調査年鑑「全国百貨店名簿」を調査した結果、店舗数は常に減少傾向にあることとその中でも
北海道、東北、九州においてその傾向は顕著であることが分かった。また、百貨店という業態での新規
出店は非常に稀であることが分かった。定めた分類を用いて集計した結果については、都市規模別に現
状内訳をみた場合には、地方中小都市では百貨店撤退の傾向が著しいにも関わらず再活用がなされてい
ない事例が多く、難しい局面にあることが分かった。最寄駅からの距離帯と都市規模別の現状内訳から
は、400m 以下に立地する事例が最多であることと都市規模が小さくなるにつれて駅から離れたところ
に立地する事例が増加する傾向がみられた。また、総売場面積と都市規模別の現状内訳からは、地方中
小都市では他の都市規模に比べて建物規模が小さい場合でも再活用がされていない状態にある「その他」
が占める割合が大きいことが分かった。このことからも、地方中小都市は難しい局面にあることが分かっ
た。建物規模に着目すると、20,001 ㎡以上の事例は解体や建替えに莫大な費用を要するためか、コス
トの抑えられる「転用」が選択されることが多いことが分かった。(２−３)
　再活用されている状態にある「転用」と「建替え」の比較からは、「転用」の場合には構造上の制約
からか百貨店に似た用途での再活用が半数以上を占めるが、「建替え」の場合には「複合」「ほか」といっ
た再活用が多いことが分かった。「ほか」にあたる事例は、「建替え」では多様な使われ方がされる一方
で、「転用」は近隣住民を対象とするような「遊戯」「公益②」という使われ方が複数の事例でみられた。
「複合」にあたる事例は、「転用」の場合には都市規模が小さい事例に立地する場合が多いことや「ハレ
の場」としての性格が弱い施設になっていることが分かった。一方で、「建替え」の場合には都市規模
が比較的大きい地域に立地する場合が多いことや、商業系テナントは百貨店当時と同程度に「ハレの場」
の性格を持つ状態にあり、公益系テナントはあまり含まず、「業務」「住宅」「宿泊」といった使われ方
も含むことから、再開発の側面を持った事例が多いことが分かった。
　
第３章　都市特性に着目した事例分析　
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第３章　都市特性に着目した事例分析
３−１.特定事例について
　前章の図８で、総売場面積が10,001〜20,000㎡という規模帯が最も多くの事例数を含むことが分かっ
た。本章ではこの規模帯にあたる事例に着目する。前述したように、この規模帯ではこれより大きい場
合と違って、都市規模間で現状内訳に関して似た傾向はなく異なる様相を示す。そこで、再活用におい
て建築物に関するコストが抑えられると考えられる「転用」に分類されるものを特定事例として分析す
る。具体的には、大都市に立地するもの、百貨店当時から大型商業施設の一部として入居していたもの、
別の百貨店として転用されたものを除いた 14 事例とした。
　事例の再活用状況について把握するために、再活用が始まった年、その翌年、2013 年、2016 年、
2017 年度のテナントを調査した。その際、ゼンリン住宅地図の巻末に掲載されている別記を使用した。
　次ページにテナントデータをまとめた表８を示す。以降、各事例についてまとめる。※印は、再活用
が始まった当初はなかったもので、() は当初の状態を示す。
■特定事例一覧
　【旧】きたみ東急百貨店　　⇒　　【現】まちきた大通ビル
　【旧】西武百貨店函館店　　⇒　　【現】テキサス函館
　【旧】中三盛岡店　　　　　⇒　　【現】NaNak
　【旧】石巻ビブレ　　　　　⇒　　【現】石巻市役所
　【旧】山形松坂屋　　　　　⇒　　【現】NANA BEANS
　【旧】郡山西武　　　　　　⇒　　【現】ATi 郡山
　【旧】福島ビブレ　　　　　⇒　　【現】MAX ふくしま
　【旧】前橋西武　　　　　　⇒　　【現】前橋元気プラザ２１
　【旧】茂原そごう　　　　　⇒　　【現】南総サンヴェルプラザ
　【旧】近鉄百貨店東京店　　⇒　　【現】ヨドバシ吉祥寺
　【旧】ビーミー町田大丸　　⇒　　【現】町田モディ
　【旧】おかや東急百貨店　　⇒　　【現】イルフプラザ
　【旧】丸正百貨店　　　　　⇒　　【現】フォルテワジマ
　【旧】鹿児島三越　　　　　⇒　　【現】マルヤガーデンズ
28
　フロア数
a. b. 2013 2016 2017 ⅰ. ⅱ. ⅲ. ⅳ.
きたみ東急百貨店 64 66 69 70 81 8 ＋ 5 14 15 38
− 3 13 4 23
→ 61 56 66 43
西武百貨店函館店 4 4 7 8 7 6 ＋ 0 0 0 3
− 0 0 1 0
※2015 ※2016 → 4 7 7 4
中三盛岡店 - - 57 94 100 9 ＋ - 46 17 -
− - 9 11 -
→ - 48 83 -
石巻ビブレ 15 15 22 24 23 6 ＋ 1 3 1 15
− 1 1 2 7
→ 14 21 22 8
山形松坂屋 12 50 38 30 22 8 ＋ 38 2 0 12
− 0 10 8 40
→ 12 28 22 10
郡山西武 54 58 30 28 27 10 ＋ 9 4 3 20
− 5 6 4 51
→ 49 24 24 7
福島ビブレ 45 49 49 47 50 5 ＋ 8 12 3 15
− 4 14 0 14
→ 41 35 47 35
前橋西武 13 13 17 17 17 8 ＋ 0 3 0 7
− 0 3 0 3
→ 13 14 17 10
茂原そごう 9 17 23 21 19 7 ＋ 8 2 0 17
− 0 4 2 15
→ 9 19 19 2
近鉄百貨店東京店 27 27 23 32 31 9 ＋ 0 12 0 14
− 0 3 1 10
→ 27 20 31 17
ビーミー町田大丸 88 89 86 80 66 12 ＋ 7 7 7 42
− 6 13 21 65
※2015 ※2016 → 82 73 59 24
おかや東急百貨店 23 26 25 32 28 4 ＋ 4 8 1 13
− 1 1 5 11
→ 22 24 27 15
丸正百貨店 23 43 48 50 49 8 ＋ 32 8 2 26
− 12 6 3 20
→ 11 42 47 23
鹿児島三越 92 96 96 85 86 9 ＋ 19 34 8 43
− 15 45 7 53
→ 77 51 78 43
百貨店
テナント数 変化数
■変化数 ＋：増えたテナント数、−：減少したテナント数、→：継続しているテナント数
■増減率 [( ＋ ) ＋ ( − )]/( 前調査年度テナント数 ) ⇒ ＋は増加、−は減少を、値は程度の大きさを示す
■安定率 ( → )/( 前調査年度テナント数 ) ⇒ 継続しているテナントの割合
■変化率 [( ＋ ) ＋｜ (-) ｜ ]/( → ) ⇒ 継続しているテナントに対する変動の大きさ
表８　テナントに関するデータまとめ
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第３章　都市特性に着目した事例分析
ⅰ. ⅱ. ⅲ. ⅳ. ⅰ. ⅱ. ⅲ. ⅳ. ⅰ. ⅱ. ⅲ. ⅳ.
0.03125 0.01449 0.15714 0.22727 0.95313 0.81159 0.94286 0.65152 0.13115 0.48214 0.28788 1.4186
0 0 -0.125 0.75 1 1 0.875 1 0 0 0.14286 0.75
※13-15 ※15-16 ※2016 ※13-15 ※15-16 ※2016 ※13-15 ※15-16 ※2016
- 0.64912 0.06383 - - 0.84211 0.88298 - - 1.14583 0.33735 -
0 0.09091 -0.0417 0.53333 0.93333 0.95455 0.91667 0.53333 0.14286 0.19048 0.13636 2.75
3.16667 -0.2105 -0.2667 -0.56 1 0.73684 0.73333 0.2 3.16667 0.42857 0.36364 5.2
0.07407 -0.0667 -0.0357 -0.5345 0.90741 0.8 0.85714 0.12069 0.28571 0.41667 0.29167 10.1429
0.08889 -0.0408 0.06383 0.11111 0.91111 0.71429 1 0.68889 0.29268 0.74286 0.06383 1.06452
0 0 0 0.30769 1 0.82353 1 0.76923 0 0.42857 0 1
0.88889 -0.087 -0.0952 0.11765 1 0.82609 0.90476 0.11765 0.88889 0.31579 0.10526 16
0 0.3913 -0.0313 0.14815 1 0.86957 0.96875 0.62963 0 0.75 0.03226 1.41176
0.01136 0.23256 -0.175 -0.2584 0.93182 0.84884 0.7375 0.26966 0.15854 0.27397 0.47458 4.45833
※13-15 ※15-16 ※2016 ※13-15 ※15-16 ※2016 ※13-15 ※15-16 ※2016
0.13043 0.28 -0.125 0.07692 0.95652 0.96 0.84375 0.57692 0.22727 0.375 0.22222 1.6
0.86957 0.04167 -0.02 0.13953 0.47826 0.875 0.94 0.53488 4 0.33333 0.10638 2
0.04348 -0.1146 0.01176 -0.1042 0.83696 0.53125 0.91765 0.44792 0.44156 1.54902 0.19231 2.23256
増減率 安定率 変化率
※ a. 再活用が始まった年
※ b. 再活用が始まった年の翌年
ⅰ .a と b の比較 ⇒ 再活用後すぐに安定したかどうか
ⅱ .2013 年度と 2016 年度の比較 ⇒ 最近はどうか
ⅲ .2016 年度と 2017 年度の比較 ⇒ 直近はどうか
ⅳ .b と 2017 年度の比較 ⇒ 再活用初期と現在を比べてどうか
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【旧】きたみ東急百貨店　⇒　【現】まちきた大通ビル　　　 　12,500 ㎡
■テナント概略
 ６F レストラン、サロン、市民ギャラリー、市議会議場※
 ５F 北見市庁舎　　　　　　　　　　　　　　   　　　    
 ４F 北見市庁舎　　　　　　　　　　　　　　　　 　　       
 ３F 商業系テナント　　　　　　　　　　　　　　 　　 
 ２F 商業系テナント　　　　　　　　　　　　　　　 　
 １F 商業系テナント　　　　　　　　　　　　　　　 　
 B1F 商業系テナント　　　　　　　　　　　　　　　　
→ 上部に北見市庁舎が入居している
　 B1F 〜 3F：再活用開始当初とはテナントは入れ替わっているものの数は安定している
⇒ 複合施設として安定した再活用状況にある
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図１０　フロア毎テナント数 _きたみ
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第３章　都市特性に着目した事例分析
【旧】西武百貨店函館店　⇒　【現】テキサス函館　　　　　　 12,298 ㎡
■テナント概略
 ６F 空き
 ５F 空き　　　　　　　　　　　　　   　　　    
 ４F ボウリング場　　　　　　　　　　　　　　　 　　       
 ３F ゲームセンター　　　　　　　　　　　　　　 　　 
 ２F ネットカフェ、カラオケ、居酒屋　　　　　　　　　　　　　 　
 １F パチンコ　　　　　　　　　　　　　
→ テナントは安定しているが、百貨店当時とはまるで異なる様子にある
⇒ 再活用状況は良いとは言いがたい状態にある
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図１１　フロア毎テナント数 _函館
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【旧】中三盛岡店　⇒　【現】NaNak　　　　　　　　　　　　　18,382 ㎡
■テナント概略
 ８F 空き
 ７F イベントスペース、ホール
 ６F 空き
 ５F 商業系テナント　　　　　　　　   　　　    
 ４F カルチャー教室、イベントスペース、数店の商業系テナント　　　　　　　　　　　 　　       
 ３F 商業系テナント　 　　 
 ２F 商業系テナント　　　　　　　　　　 　
 １F 商業系テナント
 B1F 商業系テナント　　　　　　　　　
→ 上部に２フロア空きがあり、公益系テナントも多い
⇒ 再活用状況は悪くないが、今後状況が悪くなると考えられる要素を含む
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図１２　フロア毎テナント数 _盛岡
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第３章　都市特性に着目した事例分析
【旧】石巻ビブレ　⇒　【現】石巻市役所　　　　　　　　　　 15,519 ㎡
■テナント概略
 ６F 市役所※（空き）
 ５F ↓　　　　　　　   　　　    
 ４F ↓　　　　　　　　　　 　　       
 ３F ↓
 ２F ↓　　　　　　　　　　 　
 １F 商業系テナント
→ 建物の大部分が市役所が占め、 百貨店当時とはまるで異なる様子にある
⇒ 建物は再活用されているが、商業施設としての活性はほぼないといえる
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図１３　フロア毎テナント数 _石巻
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【旧】山形松坂屋　⇒　【現】NANA BEANS　　　　　　　　　　 11,006 ㎡
■テナント概略
 ８F ホテル、業務系テナント※( スポーツカフェ )
 ７F ↓　　　学習支援
 ６F ↓　　　（ギャラリー）
 ５F ↓　　　（高齢者交流サロン、子育て広場）　　　　　　　   　　　    
 ４F ↓　　　（インキュベート施設など）　　　　　 　　       
 ３F ↓　 　 （商業系テナント） 
 ２F ↓　　　文化センター（商業系テナント）
 １F 商業系テナント　　　　　　　　　
→ 上部の商業系テナントが１Fに降りてきている
　 ホテルメインの割合が高まっている
⇒ 再活用状況は良いが、ホテルへの依存が大きい
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図１４　フロア毎テナント数 _山形
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第３章　都市特性に着目した事例分析
【旧】郡山西武　⇒　【現】ATi 郡山　　　　　　　　　　　　 12,859 ㎡
■テナント概略
 ８F インターネットカフェ、英会話教室※、商業系テナント※（美容サロン）
 ７F 商業系テナント、ゲームセンター（フードコート）
 ６F 資格支援施設、商業系テナント
 ５F スポーツ用品店、ダンス教室（商業系テナント）　    
 ４F 商業系テナント
 ３F 家電量販店
 ２F ↓（商業系テナント）　　　　　　　　 　
 １F ↓（商業系テナント）
 B1F ↓（商業系テナント）
→ 商業系テナントのほとんどが家電量販店の１テナントに変化し、テナント数が減少した
⇒ 再活用状況は良いが、家電量販店への依存が大きい
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図１５　フロア毎テナント数 _郡山
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【旧】福島ビブレ　⇒　【現】MAX ふくしま　　　　　　　　　 17,547 ㎡
■テナント概略
 ５F 映画館、 ハローワーク、幼児教育※など（パソコン教室）
 ４F 交流施設
 ３F 商業系テナント
 ２F 商業系テナント　　　　　　 　
 １F 商業系テナント
 B1F 商業系テナント
→ 商業系テナントの変動はあるが数は安定している
　 商業系テナントに加えて、一部交流施設などを含む
⇒ 複合施設として安定した再活用状況にある
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図１６　フロア毎テナント数 _福島
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第３章　都市特性に着目した事例分析
【旧】前橋西武　⇒　【現】前橋元気プラザ２１　　　　　　　 17,681 ㎡
■テナント概略
 ７F 大学
 ６F 大学
 ５F 公民館
 ４F 公民館
 ３F 公民館、市民活動支援センター
 ２F 子ども向け図書館、子育て広場　　　　　　 　
 １F カフェ、ホール、ラジオ局、証明書発行コーナーなど
 B1F スーパー
→ 様々なテナントが混在している
⇒ 複合施設として安定した再活用状況にある
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図１７　フロア毎テナント数 _前橋
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【旧】茂原そごう　⇒　【現】南総サンヴェルプラザ　　　　　 15,416 ㎡
■テナント概略
 ７F 空き
 ６F 市立図書館（学習支援施設、学童）
 ５F 業務系テナント（空き）
 ４F 学習塾（空き）
 ３F 空き
 ２F 空き　　　　　　 　
 １F 商業系テナント
→ テナントは安定しているが、再活用から年数が経っているにも関わらず空きフロアが多い
⇒ 再活用状況は良いとは言いがたい状態にある
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図１８　フロア毎テナント数 _茂原
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第３章　都市特性に着目した事例分析
【旧】近鉄百貨店東京店　⇒　【現】ヨドバシ吉祥寺　　　　　 18,520 ㎡
■テナント概略
 ８F レストラン街
 ７F 商業系テナント（１つの衣料品店）
 ６F 商業系テナント
 ５F 家電量販店
 ４F ↓
 ３F ↓
 ２F ↓　　　　　　 　
 １F ↓
 B1F ↓
⇒ 再活用状況は良いが、家電量販店への依存が大きい
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図１９　フロア毎テナント数 _武蔵野
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【旧】ビーミー町田大丸　→　【現】町田モディ　　　　　　　 15,039 ㎡
■テナント概略
 10F レストラン街
 ９F レストラン街
 ８F 本屋
 ７F 商業系テナント
 ６F 専門店※（商業系テナント）
 ５F 専門店※（商業系テナント）
 ４F 商業系テナント
 ３F 商業系テナント
 ２F 商業系テナント 　
 １F 商業系テナント
 B1F 商業系テナント
 B2F 美容サロン（空き）
⇒ 特定のテナントに大きく依存することなく、商業施設として安定した再活用状況にある
5	  
5	  
5	  
4	  
5	  
0	  
10	  
20	  
30	  
40	  
50	  
60	  
70	  
80	  
90	  
100	  
2006	   2007	   2013	   2015	   2016	  
10F	  
9F	  
8F	  
7F	  
6F	  
5F	  
4F	  
3F	  
2F	  
1F	  
B1F	  
B2F	  
図２０　フロア毎テナント数 _町田
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第３章　都市特性に着目した事例分析
【旧】おかや東急百貨店　⇒　【現】イルフプラザ　　　　     10,465 ㎡
■テナント概略
 ４F 子育て支援施設、レストラン
 ３F 生涯学習施設、広場
 ２F 商業系テナント
 １F 商業系テナント
→ テナントは安定しているが、建物の半分ほどを公益系テナントが占める
⇒ 再活用状況は悪くないが、公益系の割合が大きく商業施設としての活性は高くない状態にある
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図２１　フロア毎テナント数 _おかや
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【旧】丸正百貨店　⇒　【現】フォルテワジマ　　　　　　　　 18,776 ㎡
■テナント概略
 ７F レストラン街
 ６F 業務系テナント
 ５F 業務系テナント、診療所・薬局
 ４F 業務系テナント、パスポートセンター、イベントホール (カルチャークラブ、英会話教室）
 ３F 文化施設、アートクラブ
 ２F 商業系テナント（キッズルーム）
 １F 商業系テナント
 B1F 温浴施設
→ 商業系テナントに加えて、様々なテナントが入居している
⇒ 複合施設として安定した再活用状況にある
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図２２　フロア毎テナント数 _和歌山
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第３章　都市特性に着目した事例分析
【旧】鹿児島三越　⇒　【現】マルヤガーデンズ               14,665 ㎡
■テナント概略
 ８F ブライダルレストラン
 ７F レストラン街
 ６F 本屋
 ５F 本屋
 ４F 商業系テナント
 ３F 専門店※（商業系テナント）
 ２F 商業系テナント 　
 １F 商業系テナント
 B1F 商業系テナント
⇒ 特定のテナントに大きく依存することなく、商業施設として安定した再活用状況にある
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図２３　フロア毎テナント数 _鹿児島
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３−２.分析方法
　特定事例の再活用状況と都市特性を表す変数の組み合わせとの間にある関連を検討する。具体的には、
４パターンの変数の組み合わせで事例にデータを与え、クラスター分析を行う。クラスター分析の結果
を考察しやすいように、特定事例は再活用状況からグループに分ける。以下、変数と再活用状況の分類
についてまとめる。
■都市特性を表す変数について
　使用する変数は表９の通りである。変数の組み合わせは以下の４パターンである。
 【パターン１】 全ての変数（X1 〜 87）　　　
 【パターン２】 地価に関する変数（X1 〜 46）　
 【パターン３】 人口に関する変数（X47 〜 80）　
 【パターン４】 乗降客数に関する変数（X81 〜 87）
注１）1995 年時点で事例から最も近い地点の地価のことを指す。
注２）国土数値情報の鉄道データを用いて GIS の最近接ツールで選択された最寄駅についてデータを与えている。
ただし、地方の私鉄駅などデータがない場合においては近隣駅のデータで補完した。
注３）それぞれ人口総数、乗降客数という実数データから計算して得たデータである。具体的には、比較する年度
間において次年度にあたるデータを前年度にあたるデータで除したものである。
注４）この年度に関しては、国土数値情報駅別乗降客数データから計算して得た。
X1〜23
X24〜46
X47〜51
X52〜55
X56〜60
X61〜65
X66〜70
X71〜75
X76〜80
X81〜83
X84〜87
最近接地点地価注1)
最近接地点地価と市内平均地価の差
人口総数
人口変化率注3)
人口割合 _幼少青年 (19 歳以下 )
人口割合 _若年 (20〜39 歳 )
人口割合 _中年 (40〜64 歳 )
人口割合 _高年 (65 歳以上 )
社会増減率
乗降客数注2)
乗降客数変化率注3)
1995〜2017
1995〜2017
1995, 2000, 2005, 2010, 2015
1995→2000, 2000→2005, 2005→2010, 2010→2015
1995, 2000, 2005, 2010, 2015
1995, 2000, 2005, 2010, 2015
1995, 2000, 2005, 2010, 2015
1995, 2000, 2005, 2010, 2015
1995, 2000, 2005, 2010, 2015
1995, 2005, 2015
1995→2005, 2005→2015, 2011→2015注 4), 1995→2015
変数 データ 年度 入手元
国土数値情報 _公示地価
住民基本台帳に基づく人口、
　　　　　人口動態及び世帯数調査
オリコム「サーキュレーション資料」
表９　都市特性を表す変数
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第３章　都市特性に着目した事例分析
■再活用状況の分類について
　
　特定事例を図２４のフローに沿って分類し、グループに分ける。以下に各グループについて示す。
 【グループⅰ】　商業施設としての活性が最も低いグループ
　西武百貨店函館店、石巻ビブレ、茂原そごう
 【グループⅱ】　商業施設としての活性が２番目に低いグループ
　中三盛岡店、おかや東急百貨店
 【グループⅲ】　商業施設としての活性が２番目に高いグループ
　きたみ東急百貨店、福島ビブレ、前橋西武、丸正百貨店、山形松坂屋、郡山西武、近鉄百貨店東京店
 【グループⅳ】　商業施設としての活性が最も高いグループ
　ビーミー町田大丸、鹿児島三越
再活用から５年以上経過し、現在２フロア以上空いている or 公益系テナントが建物の大部分を占める
グループⅰ グループⅱ グループⅲ グループⅳ
商業系テナント以外で構成されるフロアがある
現在２フロア以上空いている
or
商業系・公益系以外のテナントはなく、
公益系テナントは建物全体の半分以上を占める
半数以上のフロアにまたがるテナントがある
or
１F に、複数フロアにまたがるテナントがある
当てはまる 当てはまらない
図２４　特定事例の分類フロー
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３−３.結果
■パターン１ 全ての変数 (X1 〜 87)
　距離係数 10 で切ると、グループⅲのきたみがグループⅰが半数以上占めるクラスターに含まれ、商
業施設としての活性が過小評価されている。
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図２５　クラスター分析 _パターン１
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第３章　都市特性に着目した事例分析
■パターン２ 地価に関する変数 (X1 〜 46)
　パターン１とは異なり、商業施設としての活性レベルを２つ以上飛び越えたクラスターは生じていな
い。
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図２６　クラスター分析 _パターン２
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■パターン３ 人口に関する変数 (X47 〜 80)
　パターン１と同様の過小評価が起きている。また、グループⅱの盛岡とグループⅳの鹿児島が同じク
ラスターとなっている。
2 4 6 8 10 12 14 距離係数
和歌山
茂原
盛岡
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図２７　クラスター分析 _パターン３
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第３章　都市特性に着目した事例分析
■パターン４ 乗降客数に関する変数 (X81 〜 87)
　パターン１、３と同様に過小評価が起きている。また、グループⅰの茂原がグループⅲが半数以上占
めるクラスターに含まれ、商業施設としての活性が過大評価されている。
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図２８　クラスター分析 _パターン４
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　以上の結果を踏まえると、パターン２の地価に関する変数が再活用状況と最も関連がある変数だと考
えられる。ここで、地価に関する変数として用いた「最近接地点地価」と「最近接地点地価と市内平均
の差」のグラフを示す。パターン２において距離係数 10 で分けられる３つのクラスターのうち、１つ
目と３つ目、２つ目にデータを分け、それぞれについて図２９と３１、２つ目を図３０と３２に示す。
　「最近接地点地価」から、１つ目と３つ目のクラスターは最近接地点が高く、町田は最近においても
高い状態にあると分かる。２つ目のクラスターは、それに比べると以前から地価は低く、グループⅰと
ⅱの事例は特に低いことが分かる。
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図３０　最近接地点地価 _クラスター２
図２９　最近接地点地価 _クラスター１、３
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第３章　都市特性に着目した事例分析
　「最近接地点地価と市内平均の差」から、１つ目と３つ目のクラスターは市内平均との差が以前はか
なり大きく、現在も比較的大きいといえる一方で、２つ目のクラスターでは以前から比較的小さく、グ
ループⅰとⅱの事例はかつてからかなり小さく、現在も市内平均との差はほぼない状態であることが分
かる。
　この結果から、事例から最も近い地点の地価が以前から低く、市内平均との差が小さい状態が長く続
いている地域に立地する店舗は、百貨店撤退後に「転用」によって再活用を行ったとしても、商業施設
としての活性が低い状態となると推測される。
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図３１　最近接地点地価と市内平均地価の差 _クラスター１、３
図３２　最近接地点地価と市内平均地価の差 _クラスター２
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３−４.小括
　本章では、都市特性に着目した事例分析として、再活用状況と都市特性を表す変数の間にある関連を
検討した。この分析の対象とした事例を特定事例とし、この事例について再活用状況の把握のために行っ
たテナント調査の結果の概略を示した。(３−１)
　都市特性を表す変数の組み合わせを、４パターン用意してそのデータを特定事例に与え、クラスター
分析を行った結果から関連を検討した。クラスター分析の結果を考察しやすいように、特定事例は再活
用状況に従って４つのグループに分類した。(３−２)
　クラスター分析の結果、最も関連がある変数は「地価に関する変数」と示唆された。そこで、地価に
関する変数として用いた「最近接地点地価」と「最近接地点地価と市内平均の差」について考察を行っ
た。これらより、事例から最も近い地点の地価が以前から低く、市内平均との差が小さい状態が長く続
いている地域に立地する店舗は、百貨店撤退後に「転用」によって再活用を行ったとしても、商業施設
としての活性が低い状態となると推測された。(３−３)
　
第４章　総括　
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第４章　総括
４−１.まとめ
　本研究で得られた主な知見を以下に示す。
■百貨店について
　・店舗数の減少傾向は全国でみられるが、特に北海道、東北、九州において顕著である
■地方中小都市について
　・他の地域に比べて撤退事例が多い
　・建物規模の小さい事例についても他の地域に比べて再活用ができていない
　→ 百貨店という大型商業施設への対応が難しい局面にある
■立地について
　・最寄駅から 400m 以下に立地することが最も多い
　・都市規模が小さくなるにつれて、駅から離れたところに立地する傾向がある
■総売場面積について
　・10,001 〜 20,000 ㎡という規模帯の事例が最も多い
　・20,001 ㎡以上の事例は、「転用」が選択される傾向がある
■「転用」と「建替え」について
　・「転用」の場合は、「商業①」「商業②」といった百貨店と似た性格での再活用が半数以上を占める
　・「建替え」の場合は、「複合」「ほか」という再活用が多い
　・上記の違いは、構造上の制約があるか否かによると考えられる
■「ほか」での再活用について
　・「建替え」の場合は、多様な用途が選択される
　・「転用」の場合は、近隣住民を対象とするような「遊戯」「公益②」という再活用が複数みられた
■「複合」での再活用について
　・「転用」の場合は、都市規模が小さい地域に立地する事例が多い
　・また、「商業③」「商業④」を含む事例や公益系テナントを複数含む事例が多い
  →広域からの集客が見込めず、行政などの介入が大きくなる
　・「建替え」の場合は、都市規模が比較的大きな地域に立地する事例が多い
　・また、「商業①」「商業②」を含む事例や「業務」「住宅」「宿泊」を含む事例が多い
　→再開発の側面を持った事例が多い
■再活用状況と都市特性を表す変数の関連について
　・地価に関連する変数が最も関連があることが示唆された
　・最近接地点地価が以前から低く、市内平均との差が小さい状態が長く続くところに立地する店舗が
　　撤退後に「転用」で再活用された場合、商業施設としての活性は低い状態になると推測された
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４−２.将来の展望
　将来の課題として、事例の再活用状況に一定の影響を与える可能性がある近隣の競合店舗や、再活用
に携わっている関係主体を考慮し分析が挙げられる。これら地域や事例によって異なるためより多数の
サンプルを扱う必要があろう。また、本研究の結果から、再活用状況のグループと地価に関する変数の
間に関連があることが示唆されたが、地価の性質上、どちらが原因でどちらが結果かは不明であるので、
事例自体が最近接地点地価にどの程度の影響力を持つかを把握する必要がある。その意味でも近隣の競
合店舗の考慮は有益であり、また時系列分析が必要となろう。
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ƦƳƦƧ Ŭ> ƥƭƧƧ oQě>Ɛŗ2ĕĒțƴȟƴȘȜ aŸ
ƦƳƦƨ añ¾ ƥƭƩƤ zěz®ĒȘȔșȔȚȗ M¬
ÎŸ
ƦƳƦƩ añķî ƥƭƫƤ zěķî
cȘƴșƴȘȞ M¬
uŸ
ƦƳƦƪ 3iyz ƥƭƫƥ zězĒșƴȟ M¬
ÎŸ
ƦƳƦƫ zǽǿȏ ƥƭƭƨ zězƕăĒȘƴșƴȘ M¬
ÎŸ
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ƦƳƦƬ 
@ûêy zěŹĐ
ĒșƴȜƴȘ M¬
uŸ
ƦƳƦƭ zÅNy ƥƭƩƪ zěz®ĒșƴȞƴȘȗ M¬
ÎŸ
ƦƳƧƤ ƶǀƵ ƥƭƭƭ ĦěŶz
ĒȘȚƴȘ M¬
ÎŸ
ƦƳƧƥ ŶzŞæ ƥƭƫƩ ĦěŶzƘ.ȘƴȘȝƴȞ M¬
ÎŸ
ƦƳƧƦ aơy ƥƭƤƥ ĦěƵǘƺi
ĒȘȜ M¬
ÎŸ
ƦƳƧƧ Ħǽǿȏ ƥƭƭƬ ĦěĦ¸ÏĐĒȘƴȘȟ M¬
ÎŸ
ƦƳƧƨ ǱǮȈėũ ƥƬƬƦ ĦěĦÍĒȘȗƴȘȘ M¬
ÎŸ
ƦƳƧƩ 
@Ħ ĦěĦÍĒȜƴȘ M¬
ÎŸ
ƦƳƧƪ 
@õ ĦěõōÅaĒȘƴȘȗƴȚȜ M¬
uŸ
ƧƳƥ żėũjŸo ƥƭƨƩ Ì¼ějŸoƖVűǕțƴȘƴȘȚ M¬
ÎŸ
ƧƳƦ żėũaĐ8 ƥƭƭƭ Ì¼ěaĐ8Ł8ȘƴȚȜȚȞƴș M¬
uŸ
ƧƳƧ ŞæėũjŸo ƥƭƫƥ Ì¼ějŸoƖVűǕșƴȚƴȘș M¬
ÎŸ
ƧƳƨ ÃæjŸoėũ ƥƭƩƭ Ì¼ějŸooKĒȜƴț M¬
ÎŸ
ƧƳƩ ĦĐyėũjŸo ƥƭƭƨ Ì¼ějŸoòĒșȚȞ M¬
ÎŸ
ƧƳƪ ĦĐyėũƟñ ƥƭƬƭ Ì¼ěƟñÃ½ȘȗȞȚ M¬
uŸ
ƧƳƫ ĦĐyėũÌ¼ ƥƭƭƤ Ì¼ěÌ¼ĒȠƴșȜ M¬
uŸ
ƧƳƬ ĦĐyėũĜ| ƥƭƫƪ Ì¼ěĜ|>ĒțȘțȝƴȘ M¬
uŸ
ƧƳƭ ȐǽȒǭȒjŸo ƥƭƭƤ Ì¼ějŸoƘ.űǕȘƴțƴȝ M¬
ÎŸ
ƧƳƥƤ Şæėũĳó ƥƭƬƩ őQěǆƻǍDeȘƴȘȚȘȘƴȜ M¬
uŸ
ƧƳƥƥ ȃȒȁȎǮ0Ďê£ ƥƭƩƭ őQěê£òĒȘƴȝƴșș M¬
ÎŸ
ƧƳƥƦ ȃȒȁȎǮ0Ď®İ ƥƭƬƩ őQě®İĤĒȘƴȞƴȞ M¬
uŸ
ƧƳƥƧ ê£¢ėũ ƥƭƤƬ őQěê£òĒȘƴȞƴȜ M¬
ÎŸ
ƧƳƥƨ ê£Şæ ƥƭƬƬ őQěê£ǋȘƴȘƴȘș M¬
ÎŸ
ƧƳƥƩ ǪǫȌȒėũ.á ƥƭƩƦ łƖě.á4ĐĒșƴȘșƴȚ M¬
ÎŸ
ƧƳƥƪ ǪǫȌȒėũƚ ƥƭƪƬ łƖěƚo!ĒȘȚƴȘ M¬
ÎŸ
ƧƳƥƫ ƛyƚ ƥƭƫƫ łƖěƚ°ĒțȜ M¬
ÎŸ
ƧƳƥƬ .áŞæ ƥƭƫƩ łƖě.á¾ĒșƴȘșƴȘ M¬
ÎŸ
ƧƳƥƭ 0øF ƥƭƬƥ SČěøFƚĠȘƴȘȜƴȘ aŸ
ƧƳƦƤ aoǂƽƶ ƥƭƬƫ SČěaoÒ¼ĒȘƴȝƴș aŸ
ƧƳƦƥ <ǂƽƶ ƥƭƭƥ SČě<ÍĒȚƴȜƴȘ ƈÃJ
ƧƳƦƦ Şæėũ¤î ƥƭƬƪ SČě¤î®AĒȘșƴȘ ƈÃJ
ƧƳƦƧ ƛyao ƥƭƫƤ SČěaoaƅĒȘƴȚș aŸ
ƧƳƦƨ ėũŬ ƥƭƩƥ SČěŬ«rĒșƴȝƴȘ ƈÃJ
ƧƳƦƩ ėũwƣǚȍǦȁȔȎǏǖǎǗȖ ƥƭƭƦ SČěwo¾ĒȘƴȘ ƈÃJ
ƧƳƦƪ ǚǵȏȄȎǼȐ ƥƭƭƤ SČěŬņĐĒȘȗȜ ƈÃJ
ƧƳƦƫ ėũ$Ƈ ƥƭƬƭ SČě$Ƈŧ|ȘƴȝƴȘș ƈÃJ
ƧƳƦƬ ėũ«ï~ ƥƭƬƫ SČěŬĠȠțȜƴȘ ƈÃJ
ƧƳƦƭ ėũĤ±Ē ƥƭƬƤ SČěŬĤ±Ēțƴț ƈÃJ
ƧƳƧƤ ėũ®Ų ƥƭƬƦ SČěao®ŲĒșƴȘȗȜȠ aŸ
ƧƳƧƥ ėũƓŅ ƥƭƨƭ SČěƓŅËĒșșƴȘȘ ƈÃJ
ƧƳƧƦ ėũÃÅz ƥƭƩƨ SČěÃÅzÀ¼ĒȘȠƴȚȗ ƈÃJ
ƧƳƧƧ ėũ6øF ƥƭƫƬ SČěøF6¾ĒȘƴȞƴț aŸ
ƧƳƧƨ ĝwėũ ƥƫƨƭ SČěĩĈĒȘƴȜƴȠ ƈÃJ
ƧƳƧƩ %¼á ƥƬƭƫ SČěćŦĒȞț ƈÃJ
ƧƳƧƪ ȐǽȒǭȒ³®ŷ ƥƭƬƩ SČě³®ŷĸ\ÃșƴȜƴȘ ƈÃJ
ƧƳƧƫ 0Å£ ƥƭƫƨ 4ŗěÅ£Å£ȘȚȗȞƴȘ ƈÃJ
ƧƳƧƬ Êǂƽƶ ƥƭƫƧ 4ŗěÊÊȘƴȘƴșȘ ƈÃJ
ƧƳƧƭ ƈÃ3iy ƥƭƫƪ 4ŗěƁh:ŗĒȚƴșț ƈÃJ
ƧƳƨƤ ¼·õǂƽƶ ƥƭƥƧ 4ŗě¼·õr]ŠȘƴșƴȘ ƈÃJ
ƧƳƨƥ Şæėũŉá ƥƭƪƫ 4ŗěŉá¾ĒȘƴșƴȘ ƈÃJ
ƧƳƨƦ ƛyÊ ƥƭƫƧ 4ŗěÊ½ĒȚƴȘȝ ƈÃJ
ƧƳƨƧ 4ŗǂƽƶ ƥƭƭƧ 4ŗě4ŗ
c2«ĒȘȗȗȗ aŸ
ƧƳƨƨ 4ŗŬ ƥƭƫƦ 4ŗě4ŗ
c2r]ŠșƴȝƴȘ aŸ
ƧƳƨƩ Ãæėũŉá ƥƭƫƫ 4ŗěŉá¾ĒȞƴȘƴȘ ƈÃJ
ƧƳƨƪ ŉáǂƽƶ ƥƭƬƥ 4ŗěŉá÷ĒșƴȘƴȘ ƈÃJ
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ƧƳƨƫ ȃȒȁȎǮ ƥƭƭƦ 4ŗě¢ĐūNșƴȘƴȘȗ ƈÃJ
ƧƳƨƬ ŏ8ǂƽƶ ƥƭƭƦ 4ŗěŏ84ĐĒȘƴȝ ƈÃJ
ƧƳƨƭ 0ĚÞ8 ƥƭƭƤ ĤděĚÞ8ĚÞażțƴțƴȚ aŸ
ƧƳƩƤ Ôy ƥƭƤƫ ĤděXĻŦĒȜƴșȗ ƈÃJ
ƧƳƩƥ |Đy ƥƬƭƤ Ĥdě2Ƙ.¾ĒȞ aŸ
ƧƳƩƦ ėũ ƥƭƭƪ Ĥděß÷ý62a|ŞȘƴȝƴȘ aŸ
ƧƳƩƧ ý1Ãėũ ƥƭƭƬ Ĥděß÷Ÿĳ2Őȓ
cȜ aŸ
ƧƳƩƨ ƾƵƸy ƥƭƩƪ Ĥdě2uĒȘ aŸ
ƧƳƩƩ ƾƵƸyßƒŪ ƥƬƫƦ ĤděßƒŪaāĒȘƴȘȗ ƈÃJ
ƧƳƩƪ ǃǏȀȌȔǧÃėũ ƥƭƬƦ Ĥděß÷Ɛŗ2Łƿƹ	ȘƴȞ aŸ
ƧƳƩƫ Ɛŗ>Ãėũ ƥƭƭƧ Ĥděß÷Ɛŗ2Ɛŗ>șƴȘƴȘ aŸ
ƧƳƩƬ Şæėũ ƥƭƬƬ Ĥdě2®ŲĒȘƴȘȘ aŸ
ƧƳƩƭ ƛyý6> ƥƭƬƧ Ĥděß÷ý62ý6>ȚƴȘƴȚ aŸ
ƧƳƪƤ ƛyß÷ ƥƭƩƭ Ĥděß÷Ş26ȘƴȝƴȚȘ aŸ
ƧƳƪƥ ®AÃėũ ƥƭƭƩ Ĥděß÷ý12®AșƴȘƴȘ aŸ
ƧƳƪƦ řîuĐ ƥƭƬƩ Ĥděřî6řîșȘƴȘ ƈÃJ
ƧƳƪƧ řîƾƵƸy ƥƭƫƬ ĤděřîřîȜȜȜ ƈÃJ
ƧƳƪƨ Ŭß÷ ƥƭƫƧ Ĥděß÷Ş21ȘƴșƴȞ aŸ
ƧƳƪƩ ß÷|ĐyȇǚȔǫ ƥƭƬƦ Ĥděß÷Ş26ȘƴȚƴȘ aŸ
ƧƳƪƪ ĚÞaż|ĐyȇǚȔǫ ƥƭƭƦ ĤděĚÞ8ƞƇȚțȠș aŸ
ƧƳƪƫ ßƒŪȇǚȔǫǨǳǛ ƥƭƭƫ ĤděßƒŪōÅĒșƴȚȗ ƈÃJ
ƧƳƪƬ ß÷ǂƽƶ ƥƭƬƩ Ĥděß÷Ş2ƚșƴȘȟƴȘ aŸ
ƧƳƪƭ ǓƼǌǏÃėũ ƥƭƭƫ Ĥděß÷Ş2ǐǉǈǐǔƵșƴȚƴș aŸ
ƧƳƫƤ ß÷ÅNy ƥƬƪƨ Ĥděß÷
20¼ĒȘƴȜƴț aŸ
ƨƳƥ ħŗ8 ƥƭƩƥ ÃŸ4Đ2_ĤĐȘƴȘȞƴȘȜ aŸ
ƨƳƦ 0«p¾ ƥƭƧƧ ÃŸ«p2«pȚƴȘțƴȘ aŸ
ƨƳƧ 0Aĥs ƥƭƫƥ ÃŸæŘżAĥs¾ĒȘƴȘȘƴȜ ƈÃJ
ƨƳƨ 0İ ƥƭƫƤ ÃŸİµĒșƴȘșƴș ƈÃJ
ƨƳƩ 0
 ƥƭƭƪ ÃŸ
oĒȘƴțȘƴș ƈÃJ
ƨƳƪ uĐėũ«p ƥƭƪƦ ÃŸ«p2Ş«pȘƴȘƴȚ aŸ
ƨƳƫ uĐėũĒĐ ƥƭƫƪ ÃŸĒĐ8ĒĐȝƴȘșƴșȗ ƈÃJ
ƨƳƬ ƂĺĒǂƽƶ ƥƭƭƫ ÃŸ[Đ2ƂĺșƴșƴȘ aŸ
ƨƳƭ ŰſėũÃ ƥƭƫƨ ÃŸæŘżAĥs¾ĒȘƴȘȠƴȘ ƈÃJ
ƨƳƥƤ čėũ«p ƥƭƪƨ ÃŸ«p2Ş«pȘƴȘƴț aŸ
ƨƳƥƥ čėũŃŮÒȓ	 ƥƭƬƪ ÃŸ`¦ƈ£ȘƴȘȗƴȘ ƈÃJ
ƨƳƥƦ ƾƵƸyĒĐȕĒĐǩȊȎǶȖ ƥƭƪƫ ÃŸĒĐ8ĒĐȝƴȝƴȘț ƈÃJ
ƨƳƥƧ Şæėũìŝ ƥƭƨƤ ÃŸŧ26ìŝȘƴșȟƴȘ aŸ
ƨƳƥƨ ŞæėũüŦ ƥƭƪƬ ÃŸüŦ2jĐĒșȘƴȘ aŸ
ƨƳƥƩ Şæėũ¹ÛĒŞæ ƥƭƬƨ ÃŸ4Đ2¹ÛĒșƴȜƴȘ aŸ
ƨƳƥƪ ǂƽƶÃ ƥƭƩƫ ÃŸ4Đ2¹ÛĒȘƴȘȘƴȘ aŸ
ƨƳƥƫ aÃ ƥƭƩƨ ÃŸ4Đ2ǋ(ȘƴȠƴȘ aŸ
ƨƳƥƬ ƛy«p ƥƭƭƪ ÃŸüŦ24ƗȓŦȜƴșțƴș aŸ
ƨƳƥƭ ƛyİ ƥƭƭƩ ÃŸİµĒșƴȚȠƴȚ ƈÃJ
ƨƳƦƤ ƛyČ ƥƭƪƭ ÃŸĐŦ2ČȚƴȘȞƴȘ aŸ
ƨƳƦƥ ƛyÃ ƥƭƧƧ ÃŸ
c2®¾áșƴțƴȘ aŸ
ƨƳƦƦ `¦ǂƽƶ ƥƭƬƭ ÃŸ`¦Ŗ@ȘƴțȝƴȘ ƈÃJ
ƨƳƦƧ Ãėũ¾ ƥƭƪƫ ÃŸüŦ2ųċNșƴșțƴȘ aŸ
ƨƳƦƨ ÃėũÃß ƥƭƧƨ ÃŸüŦ2üŦșƴșțƴȘ aŸ
ƨƳƦƩ ÃėũAĥs ƥƭƫƨ ÃŸæŘżAĥs¾ĒșƴȚƴȘ ƈÃJ
ƨƳƦƪ Ãėũ®¾á ƥƭƥƭ ÃŸ
c2®¾áȘƴțƴȘ aŸ
ƨƳƦƫ ÃėũĒĐ ƥƭƬƤ ÃŸĒĐ8ĒĐȝƴȠƴȞ ƈÃJ
ƨƳƦƬ Ãæėũìŝ ƥƭƪƦ ÃŸŧ2ŞìŝȘƴȘƴșȜ aŸ
ƨƳƦƭ %čhǂƽƶ ƥƭƬƧ ÃŸ%čh°ĒȘƴȘ ƈÃJ
ƨƳƧƤ aƊ ƥƭƩƧ ÃŸG2aȘƴȜȗƴȞ aŸ
ƨƳƧƥ ¨qyáƊ ƥƭƩƪ ÃŸ
c2ƀȜƴșƴȘ aŸ
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ƨƳƧƦ ¹ÛĒƊ ƥƭƬƨ ÃŸ4Đ2¹ÛĒșƴȜƴȘ aŸ
ƨƳƧƧ ǽȔȅȔĒĐa ƥƭƬƬ ÃŸĒĐ8ĒĐȝƴșƴȝ ƈÃJ
ƨƳƧƨ ȀȌȒǮȒƀ ƥƭƬƧ ÃŸ
c2ƀȚƴșƴȘ aŸ
ƨƳƧƩ ÅNyż ƥƫƪƬ ÃŸ>Ã2żȚƴșȠƴȜ aŸ
ƨƳƧƪ ÅNyƀ ƥƭƦƨ ÃŸ
c2ƀȝƴȘȗƴȘ aŸ
ƨƳƧƫ Åyƀ¾ ƥƭƦƩ ÃŸ
c2ƀȚƴȝƴȘ aŸ
ƨƳƧƬ Åyöœ§ ƥƭƧƥ ÃŸ>Ã2Ō£ȘƴțƴȘ aŸ
ƨƳƧƭ Ŭ¾ ƥƪƫƧ ÃŸ
c2®¾ánĒȘƴțƴȘ aŸ
ƨƳƨƤ Ŭ èt ƥƭƭƨ ÃŸüŦ2 ètțƴșȗƴȞ aŸ
ƨƳƨƥ Ŭìŝ ƥƭƩƫ ÃŸŧ2ÃìŝȘƴȜƴȞ aŸ
ƨƳƨƦ Ŭƀ ƥƭƧƤ ÃŸ
c2ƀțƴȝƴȘȝ aŸ
ƨƳƨƧ Ŭ«p ƥƭƦƭ ÃŸ«p2«pȚƴșȠƴȘ aŸ
ƨƳƨƨ Aėũ ƥƭƦƧ ÃŸĒĐ8ĒĐțƴȘȗƴșȘ ƈÃJ
ƨƳƨƩ ưƯƲƯƱǠǫaò ƥƭƬƧ ÃŸĿƖ2ÃaòșƴȘȗƴȘȘ aŸ
ƨƳƨƪ ưƯƲƯƱƂĺĒ ƥƭƬƪ ÃŸ[Đ2ëÃáțƴșȞƴȘț aŸ
ƨƳƨƫ ưƯƲƯƱĐĆ ƥƭƭƩ ÃŸĐĆ¾ĒșƴȘƴȘ ƈÃJ
ƨƳƨƬ ưƯƲƯƱ"ƹ	 ƥƭƬƫ ÃŸĿƖ2"ƹ	ȜƴȘƴȘ aŸ
ƩƳƥ aFŬ ƥƭƫƩ «ĂěŬ¾Ēțƴțƴȟ M¬
uŸ
ƩƳƦ aFƄ| ƥƭƩƬ «ĂěƄ|a¥űșƴȚƴȘ M¬
uŸ
ƩƳƧ aF«Ă ƥƭƨƧ «Ăě«Ă=ĒűǕĕĒȠȜș aŸ
ƩƳƨ B=yŬ«Ă ƥƭƧƧ «Ăě«ĂŞTűĕĒȟȝȝ aŸ
ƩƳƩ «Ă0 ƥƭƬƨ «Ăě«Ă%4ȘƴȝƴȘ aŸ
ƩƳƪ |đ ƥƭƧƪ z×ěđǋ(ȘƴșȘƴȘȜ M¬
ÎŸ
ƩƳƫ z ƥƭƩƨ z×ěđǋ(ȘƴȚƴȚ M¬
ÎŸ
ƩƳƬ Ŵſėũ ƥƭƬƬ Ƒ|ě÷ÅĠĒȚșȗƴș aŸ
ƩƳƭ Ƒ|0 ƥƬƫƥ Ƒ|ěƑ|EºĒȘƴȞ aŸ
ƩƳƥƤ ŞæėũƑ| ƥƭƫƤ Ƒ|ěƑ|ļyĒȝƴȞ aŸ
ƩƳƥƥ Şæėũñõ ƥƭƩƫ Ƒ|ěñõa¥ĒȚƴȘƴȘ M¬
uŸ
ƩƳƥƦ ÅNyƑ| ƥƭƧƦ Ƒ|ěƑ|ĒȘȗƴș aŸ
ƩƳƥƧ Åŕ ƥƭƦƧ Ƒ|ě÷Åƃ)ĒȘșț aŸ
ƩƳƥƨ  ƥƬƬƩ ƄżěÅ¾úșƴȚƴȘ M¬
uŸ
ƩƳƥƩ ĐŞæ ƥƭƫƨ ƄżěĐbĤĒȘƴȜƴȝ M¬
uŸ
ƩƳƥƪ |Őż ƥƭƬƫ ƄżěŐżǅǋȚȜȗșƴȘ M¬
uŸ
ƩƳƥƫ ƷƸǒÃėũ ƥƭƭƫ Ƅżě|Ŧ
cĒȘƴȘȘƴȘ M¬
uŸ
ƩƳƥƬ Ťţ" ƥƭƪƩ ƄżěŤţŤţȘƴȞƴșȗ M¬
uŸ
ƩƳƥƭ Ƅżǂƽƶ ƥƭƨƭ ƄżěƄż¤ĒȘșȗȝ M¬
ÎŸ
ƩƳƦƤ ǉƹǋÃėũƄż ƥƭƪƪ ƄżěƄż64çȘƴȘƴȘ M¬
ÎŸ
ƩƳƦƥ ǉƹǋÃėũuť ƥƭƬƧ ƄżěuťĚďĒȘƴȚƴȚ M¬
uŸ
ƩƳƦƦ ǉƹǋÃȌǜǾ ƥƭƭƤ ƄżěƄżAĐȚƴșșƴȘ M¬
ÎŸ
ƩƳƦƧ ǷǨǧȑ ƥƭƦƨ ƄżěŵűǕĒȘƴȘș M¬
uŸ
ƩƳƦƨ oBſėũ ƥƭƪƭ ¡ĞěoaȘƴȘƴȘ 
J
ƩƳƦƩ Şæėũŧá ƥƭƩƤ ¡ĞěŧáƘ.aűȘƴțȚ 
J
ƩƳƦƪ 
ŷŰſėũB=y ƥƭƪƫ ¡ĞěB=y
Á2BƘȘƴșƴș aŸ
ƩƳƦƫ ŧĐǂƽƶ ƥƭƬƬ ¡ĞěŧĐōoĒȘƴȜȞƴȘ 
J
ƩƳƦƬ ŧáÍ ƥƭƫƨ ¡ĞěŧáƘ.aűșƴȘȗ 
J
ƩƳƦƭ B=yŬÍ¾ ƥƭƩƨ ¡ĞěB=y
2ÍȚƴȜƴȘ aŸ
ƩƳƧƤ B=yŬ²ȓ	 ƥƭƫƨ ¡ĞěB=y4ī2²ƹ	!ĒȘțƴȘț aŸ
ƩƳƧƥ ÅNyB=y ƥƭƥƤ ¡ĞěB=y
2ÍȚƴȘȝƴȘ aŸ
ƩƳƧƦ ÅNyB=yƘ ƥƭƫƨ ¡ĞěB=y
Á2BƘȘƴȘƴș aŸ
ƩƳƧƧ ÅNy| ƥƭƫƥ ¡Ğě|ďűŞȚƴȘȜƴț 
J
ƩƳƧƨ Ü ƥƪƥƩ ¡ĞěB=y
2ÍȚƴȚƴȘ aŸ
ƩƳƧƩ Bſėũ ƥƭƩƨ ¡ĞěB=y
Á2BƘȘƴșƴȘ aŸ
ƩƳƧƪ ŸŰſėũ{Ɖ ƥƭƧƤ {Ɖě{ƉËȓĄűȘƴȘș 
J
ƩƳƧƫ «{Ɖėũ ƥƭƩƫ {Ɖě{ƉĤĐĒȠƴȘ 
J
ƩƳƧƬ ƛy{Ɖ ƥƭƫƫ {Ɖě{Ɖ®ǹ*ĒșƴșȜ 
J
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ƩƳƧƭ ȈǶǥȒaP¾ ƥƭƫƤ {ƉěaPƚyĒȘƴȜȝ 
J
ƩƳƨƤ ȈǶǥȒ{aȂȔȆǬȒǮȔ ƥƭƫƨ {Ɖě¾ŶĮįĒĬźȜȟȗ 
J
ƩƳƨƥ Şæėũrz ƥƭƫƪ rzěrzĽ¶ůȚƴțƴȘȜ M¬
ÎŸ
ƩƳƨƦ aFƚ| ƥƭƭƨ rzěƚ|­yĒȘȗȘ M¬
uŸ
ƩƳƨƧ aFrz ƥƭƧƦ rzěrzŞĒȜƴȜ M¬
ÎŸ
ƩƳƨƨ ŽîBſŬėũ ƥƭƨƨ ğěŽîæŘĒȘȜƴȘ M¬
ÎŸ
ƩƳƨƩ aFƕÆO ƥƭƬƪ ğěŽîƕÆOȘƴȘƴȘ M¬
ÎŸ
ƩƳƨƪ aFuÅ ƥƭƭƬ ğěuÅLx8ĒȘȗƴȘȗ M¬
uŸ
ƩƳƨƫ B=yŬŽî ƥƭƭƤ ğěŽî´FĒȘȝƴȘ M¬
ÎŸ
ƩƳƨƬ ŞæėũǄǖǏǒŞæ ƥƭƬƤ ĦěĦ
cȘƴȟƴȘ M¬
ÎŸ
ƩƳƨƭ ÑÕƹ	Űſėũ ƥƭƭƬ ŻěBÑÕƹ	ȘĕȘś2șƴȘ 
J
ƩƳƩƤ ėũÅƊ ƥƭƪƩ ŻěÅƊĒȜȗȠƴș 
J
ƩƳƩƥ ėũ0 ƥƭƪƭ Żě0oȘƴȘƴȘ 
J
ƩƳƩƦ 
ŷŰſėũH® ƥƭƪƤ ŻěH®ŤţÍĒȞƴȚț 
J
ƩƳƩƧ õÅŕ ƥƭƩƩ ŻěõÃ(țƴȘȗ 
J
ƩƳƩƨ ÅNyH® ƥƭƭƥ ŻěH®lȘƴȚƴȚȘ 
J
ƪƳƥ œõŰſėũ ƥƭƭƫ ĀŪěœõüȘƴȘƴȜȗ M¬
uŸ
ƪƳƦ Şæėũaõ ƥƭƫƪ ĀŪěaõǊƷǋ÷șƴȚƴȘ M¬
ÎŸ
ƪƳƧ ŸŰſėũŸ ƥƭƦƤ ŸŸ2ąűÂǖÃYuŭĒȞȗș aŸ
ƪƳƨ ŰſėũÐz ƥƭƭƪ ŸŸŠ2ÐzĒzǹȚș aŸ
ƪƳƩ ǩǞǜǚȔȎŸ0 ƥƭƭƫ ŸŸ2ąűYuŭǖÃYuŭĒ aŸ
ƪƳƪ aŸ ƥƭƥƦ ŸŸ2HÂűƚŞ$İ^ŞĒȞȠ aŸ
ƪƳƫ azĨ ƥƭƭƬ ŸŸzĨ2ıƢıǹśųĒȠȘ aŸ
ƪƳƬ ƛyŸ ƥƭƩƤ ŸŸ2HÂűï8ĒŞ$ĜĒȜș aŸ
ƪƳƭ ƛyôŞ ƥƭƬƦ ŸŸŞ2a8żÃZŦĒșƴȜƴȜ aŸ
ƪƳƥƤ HÂï8ĒƊ ƥƭƫƪ ŸŸ2HÂűï8ĒÃ$ĜĒȝȟ aŸ
ƪƳƥƥ řa ƥƬƫƤ ŸŸ2sĒűHÂǖŨl.ĒȝȗȜ aŸ
ƪƳƥƦ Űſėũďƙ ƥƭƭƫ dŊěďƙŦĐĒȘȝȗȗ ƈŞJ
ƪƳƥƧ Űſėũã8 ƥƭƬƫ dŊěã81%¼ĒȚƴȝȜƴȘȘ ƈŞJ
ƪƳƥƨ ŰſėũdŊ ƥƭƫƦ dŊědŊŞasÃĒșƴțƴȘ ƈŞJ
ƪƳƥƩ dŊǂƽƶ ƥƭƬƭ dŊědŊÂaŭ6ȘƴȚƴȘ ƈŞJ
ƪƳƥƪ ŰſėũƋ ż¾ ƥƭƧƫ aƊaƊƋ ż2Ƌ żĲȘƴȘƴțȚ aŸ
ƪƳƥƫ Űſėũ¾Ē ƥƭƧƪ aƊaƊbčs2¾ĒȝƴȘƴȜȜ aŸ
ƪƳƥƬ ŰſėũÃaƊ ƥƭƫƬ aƊÃaƊƄUȘƴȘƴȘ aŸ
ƪƳƥƭ ŰſėũÇ¬ ƥƭƫƩ aƊÇ¬|ÃĒȘșƴșƴȘȗȘ ƈŞJ
ƪƳƦƤ Ɗėũk< ƥƭƬƩ aƊk<ï8ĒȟƴȚ ƈŞJ
ƪƳƦƥ ƊėũÇ¬ ƥƭƭƨ aƊÇ¬|ÃĒȘȠƴȘȠ ƈŞJ
ƪƳƦƦ ŞæėũƚÝ ƥƭƫƨ aƊƚÝĖÔĒțƴȘ ƈŞJ
ƪƳƦƧ Şæėũ%w ƥƭƬƥ aƊ%w"Ēșƴȝȗ ƈŞJ
ƪƳƦƨ ǂƽƶaƊ ƥƭƥƭ aƊaƊ
c2ªáĲȘƴȟƴȚ aŸ
ƪƳƦƩ aÔĐ ƥƭƬƧ aƊaƊ12ÔĐȚƴȘƴȘ aŸ
ƪƳƦƪ aªá ƥƫƦƪ aƊaƊ
c2ªáĲȘƴȞƴȘ aŸ
ƪƳƦƫ ƛyaƊ ƥƭƧƤ aƊaƊ
c2ƎóȜƴȘƴȜ aŸ
ƪƳƦƬ ƛyW ƥƭƪƨ aƊWIȓ	űȜȠ aŸ
ƪƳƦƭ ƛyò1 ƥƭƫƨ aƊWŒz>ȘƴȚƴȘ aŸ
ƪƳƧƤ ƊėũÔĐ¾ ƥƭƦƭ aƊaƊ12ŢĐĒȟƴȞ aŸ
ƪƳƧƥ 4źƊ ƥƭƫƤ aƊŧ
«4źÃĒȘƴȜƴȘ ƈŞJ
ƪƳƧƦ ƊĤėũ ƥƭƧƧ aƊaƊ12ÔĐȘƴȘȚƴȘȚ aŸ
ƪƳƧƧ ÅNyaƊ ƥƭƦƧ aƊaƊ
c2bÿáĒȘƴȘ aŸ
ƪƳƧƨ ÅNyƻǁǌ ƥƭƫƨ aƊÇ¬ÚŗŌKĒȘȜƴȜ ƈŞJ
ƪƳƧƩ ÅNyƚÝ ƥƭƫƭ aƊƚÝļyĒșƴȘ ƈŞJ
ƪƳƧƪ ŬaƊ ƥƭƤƫ aƊaƊ
c2ƚƠáȘƴȞƴȜ aŸ
ƪƳƧƫ ŬÇ¬ ƥƭƪƬ aƊÇ¬|ÃĒȘȟƴșȗ ƈŞJ
ƪƳƧƬ aFäz ƥƭƫƥ FäzěFäz!sĒȘƴșȜ M¬
ÎŸ
ƪƳƧƭ ƛyFäz ƥƭƫƧ FäzěFäzÃŘ.Țƴȝ M¬
ÎŸ
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ƪƳƨƤ åėũ ƥƬƭƥ FäzěFäz¾ĒșƴȘ M¬
ÎŸ
ƪƳƨƥ FäzŰſėũ ƥƭƪƤ FäzěFäz9ĐĒȜƴțȝ M¬
ÎŸ
ƪƳƨƦ /=ǂƽƶ ƥƭƬƭ 'ě/=/=ĒĶ8ĒiǱ5șȘƴȟ ƈŞJ
ƪƳƨƧ Ĥ£Ɗ ƥƭƭƦ 'ěĤ£
c2ÃĒȘƴȞƴș aŸ
ƪƳƨƨ zƌėũ ƥƭƩƦ 'ěfŭ6ĒȘ ƈŞJ
ƪƳƨƩ ŞĤǂƽƶ ƥƭƭƤ 'ěĤ£Ş2Ĺ>ȜƴȠƴț aŸ
ƪƳƨƪ ŞæėũǆƸƿǙ ƥƭƬƩ 'ěvX<¾ĒțƴȟƴȘ ƈŞJ
ƪƳƨƫ ǂƽƶĤ£ ƥƬƬƭ 'ěĤ£
c2użÉűȟƴȘƴȟ aŸ
ƪƳƨƬ ǯǜȄȎŋy ƥƭƬƤ 'ěŋyŉ£ĒȘƴȚȘ ƈŞJ
ƪƳƨƭ ǯǜȄȎƒĢ ƥƭƬƤ 'ěĤ£ƒĢ2
Ŗ@șƴșƴț aŸ
ƪƳƩƤ aĤ£ ƥƭƦƫ 'ěĤ£
c2±ğĒțȗ aŸ
ƪƳƩƥ a«ƄĐ ƥƭƫƫ 'ěĤ£ƄĐ2ōÅĒȜƴȜƴȘ aŸ
ƪƳƩƦ mXƊ ƥƭƭƧ 'ěmXÍĒșƴȘƴȘ ƈŞJ
ƪƳƩƧ ŞƊ ƥƭƬƭ 'ěŞÍĒșȝƴȘ ƈŞJ
ƪƳƩƨ ŬĤ£ ƥƭƦƬ 'ěĤ£
c2!ĒűȚƴȠƴȟ aŸ
ƪƳƩƩ ȈȄǵȈǨǢ ƥƬƭƭ 'ěfŭƍĒȜȜ ƈŞJ
ƫƳƥ ƛy|z ƥƭƫƧ |zě|z¾Ēȝƴțȗ aŸ
ƫƳƦ ƛyõz ƥƭƭƥ |zěõza¥ĒȜƴȘȗ M¬
uŸ
ƫƳƧ bÿy|z ƥƭƦƩ |zě|zŜĒșƴȘƴȘ aŸ
ƫƳƨ bÿyõz ƥƭƭƭ |zěõz«ƜĒȘȞƴȘ M¬
uŸ
ƫƳƩ bÿy© ƥƭƧƨ |zě©ƋĞșƴȝƴȝ M¬
ÎŸ
ƫƳƪ Ŭ© ƥƭƬƤ |zě©ƋĞȘƴȞƴȘƴȘȘȠ M¬
ÎŸ
ƫƳƫ Eǂƽƶ ƥƭƭƤ ěEŞ
cȘƴȘƴȘ M¬
uŸ
ƫƳƬ bÿyǚȎǻȔǤ ƥƭƭƤ ěŞ2<±ĤȘƴȘȝƴȘ aŸ
ƫƳƭ bÿy%T ƥƭƦƪ ě
2ńĒȜƴșș aŸ
ƫƳƥƤ bÿyľ ƥƭƭƫ ěl62ľȜƴșșƴȘ aŸ
ƫƳƥƥ bÿyĦz ƥƭƧƫ ěĦz!ĒȘƴȘ M¬
ÎŸ
ƫƳƥƦ bÿy8 ƥƭƬƥ ě8QĒȝȘȗ M¬
uŸ
ƫƳƥƧ ǂƽƶ ƥƭƫƨ ě
2RĒȝƴșȞ aŸ
ƫƳƥƨ Ħy%T¾ ƥƭƦƭ ě
2ńĒȝƴșȝ aŸ
ƫƳƥƩ ®Ħy ƥƭƭƩ ě®Ƙ.ȘƴțƴȜ aŸ
ƫƳƥƪ wųĦy ƥƭƭƭ ěwųÃ¤ĒȘƴȘȗ M¬
uŸ
ƫƳƥƫ ĦyƘ. ƥƭƭƭ ě62Å8ĒȠƴȘ aŸ
ƫƳƥƬ Ħzǂƽƶ ƥƭƭƦ ěĦzŞĒȘƴȘƴȘ M¬
ÎŸ
ƫƳƥƭ Ŭ ƥƭƫƧ ě
2ńĒȜƴȘ aŸ
ƫƳƦƤ jŷĴy ƥƭƪƭ z<ějŷęĒȘƴȝƴȚȗ M¬
uŸ
ƫƳƦƥ ŰſÅėũ ƥƬƬƫ z<ězƀșƴȘț M¬
uŸ
ƫƳƦƦ ƈa ƥƭƩƤ z<ěƈıĒțƴțƴȘȗ M¬
uŸ
ƫƳƦƧ ǅǏƺǒ ƥƬƩƩ z<ěz<
ĒȚƴȚ M¬
ÎŸ
ƫƳƦƨ ƛyķh ƥƭƪƨ Ɲ;ěķhŢęĒȘƴȚȗ M¬
uŸ
ƫƳƦƩ Ɲ;a ƥƭƧƫ Ɲ;ěƝ;ĒșƴȘȜȘ M¬
ÎŸ
ƫƳƦƪ ķhƿǙǏǅbÿy ƥƭƩƬ Ɲ;ěķhŞĦ8șƴȘƴȘȗ M¬
uŸ
ƫƳƦƫ ēėũÅë ƥƭƭƬ ÏěÅë»®ĒȝȝȘ M¬
ÎŸ
ƫƳƦƬ ēėũ*Ə ƥƭƪƨ Ïě*ƏĒȠȟȜƴȟ M¬
uŸ
ƫƳƦƭ ǦǵǴȒǂƽƶ ƥƭƭƫ ƕěƚÅġĒȘƴȚƴȘ M¬
ÎŸ
ƫƳƧƤ ŬƚÅ ƥƭƧƥ ƕěƚÅ(ĒȞƴȘ M¬
ÎŸ
ƫƳƧƥ ða ƥƭƪƦ ¡gěðęĒțƴȘƴȘȟ M¬
uŸ
ƫƳƧƦ ƵǓǇǆǂƽƶ ƥƭƫƥ ¡gěÅzþĒȜƴȘƴȘ M¬
ÎŸ
ƫƳƧƧ «x÷a ƥƭƩƤ ¡gě«x÷Ş8ĒȚƴȘƴșȝ M¬
uŸ
ƫƳƧƨ ŬÅz ƥƭƨƪ ¡gěÅzĕĒȚƴȘƴȘ M¬
ÎŸ
ƫƳƧƩ ǂƽƶ ƥƭƬƧ ěs¾ĒŞȘƴȜ M¬
ÎŸ
ƫƳƧƪ ƚĞa ƥƭƨƫ ƚĞěƚĞyĒȘƴȝƴȘ M¬
ÎŸ
ƫƳƧƫ ŞæėũƚĞ ƥƭƩƬ ƚĞěƚĞ6ǌǕǏǒĒȘƴȟƴȘ M¬
ÎŸ
ƬƳƥ ƓXĴy ƥƭƪƩ Ħ|ěƓX¾ĒȠƴȘȞ M¬
uŸ
ƬƳƦ Ĵy¾ ƥƭƧƪ Ħ|ě1u12ŉVĒȘƴȘ aŸ
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ƬƳƧ Ĵyơ ƥƭƩƭ Ħ|ě1%Ş2ơșƴȚƴȘȜ aŸ
ƬƳƨ }Đy ƥƫƩƨ Ħ|ěĦ|
c2bĤșƴȘȘƴȘ aŸ
ƬƳƩ ĔķĴy ƥƭƧƫ Ħ|ěĔķ&ǱƅĒȟƴȘș M¬
ÎŸ
ƬƳƪ aĉĐĴy ƥƭƫƤ Ħ|ěaĉĐ«ÍĒȘȘ M¬
uŸ
ƬƳƫ Ĕķ}Đy¾ ƥƭƫƦ Ħ|ěĔķbĤĒȘƴȘ M¬
ÎŸ
ƬƳƬ ơǂƽƶ ƥƭƫƭ Ħ|ě1%Ş2ơȘƴȘƴȘ aŸ
ƬƳƭ uǂƽƶ ƥƭƭƧ Ħ|ě1u12ĒȚƴȘƴȘ aŸ
ƬƳƥƤ uČy ƥƭƧƬ Ħ|ě1u12nĒȘƴȚƴȘ aŸ
ƬƳƥƥ Ş«}Đy ƥƭƬƥ Ħ|ěĦ|¯Ŋ2Ş«țƴȘƴȘ aŸ
ƬƳƥƦ 7`Ĵy ƥƭƪƪ Ħ|ěĦ|7`27`Ƙ
cśȘƴȘ aŸ
ƬƳƥƧ 7`a ƥƭƩƧ Ħ|ěĦ|
c2bĤȘƴțƴȘ aŸ
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ID 1999_店舗名 年度 現状 用途 内訳 駅との距離(m) 総売場面積(㎡)
1_1 きたみ東急百貨店 2007 転用 複合 商業②、公益(①、②、③) 154.1322247 12,500
1_2 西條本店 2002 業態変換 621.3169995 5,589
1_3 西條枝幸店 2002 業態変換 34227.47357 4,727
1_4 西條士別店 2002 業態変換 951.1535296 11,580
1_5 西條稚内店 2002 業態変換 684.7298532 8,297
1_6 西條稚内駅前店 2002 業態変換 78.37523732 1,150
1_7 札幌そごう 2001 転用 商業① 家電量販店 119.5110839 30,197
1_9 西武百貨店札幌店 2010 その他 暫定利用 駐車場 59.87894441 19,485
1_10 西武百貨店函館店 2004 転用 ほか 遊戯 599.7272324 12,298
1_11 小樽ビブレ 2001 転用 商業② 177.0986311 40,000
1_12 鶴丸百貨店 2000 建替え ほか 宿泊 688.8469981 4,871
1_17 丸井今井旭川店 2010 転用 複合 商業②、業務、公益(①、②) 989.1238796 23,559
1_18 丸井今井小樽店 2006 建替え ほか 公益(福祉) 379.1125411 14,583
1_19 丸井今井釧路店 2007 その他 空き店舗 677.7723227 16,504
1_20 丸井今井苫小牧店 2006 建替え 複合 商業②、公益(①、②、③) 66.50228473 13,808
1_21 丸井今井函館店 2011 業態変換 48.35443644 16,189
1_22 丸井今井室蘭店 2010 建替え 商業④ 家電量販店 827.9098625 9,350
1_23 マルカツ 2002 業態変換 357.6289654 10,220
1_24 丸ト北村 2000 その他 空き店舗 721.3266697 3,120
1_27 ロビンソン札幌 2005 転用 商業① スーパー 24.98708091 22,215
2_4 中三青森本店 2011 業態変換 455.4991524 16,894
2_5 中三五所川原店 2006 その他 空き地 461.6138835 9,011
2_6 中三弘前店 2011 建替え 商業④ ドラッグストア 283.0034074 21,422
2_7 マエダ百貨店 2001 業態変換 1867.764083 12,310
2_8 松木屋 2003 建替え ほか 住宅 932.4988429 10,780
2_10 正札竹村 2001 その他 空き地(予定) 580.0087814 7,128
2_11 タカヤナギ 2002 業態変換 361.3047693 6,400
2_12 中三秋田店 2009 転用 商業② 1411.779574 13,500
2_16 中三盛岡店 2011 転用 商業② 上階に民営のホール、イベントスペース 1372.603416 18,382
2_17 マルカン百貨店 2005 その他 暫定利用 911.763575 5,445
2_18 仙台十字屋 2006 転用 商業① 家電量販店 85.70015409 14,880
2_20 石巻ビブレ 2008 転用 複合 商業④、公益(①、②、③) 122.868277 15,519
2_21 気仙沼ビブレ 2002 その他 空き地 1156.274016 4,311
2_27 山形ビブレ 2000 その他 暫定利用 101.7178401 7,653
2_28 中合清水屋店 2012 転用 商業② 1043.915333 9,320
2_29 山形松坂屋 2000 転用 複合 商業③、公益(①、②) 1154.594111 11,006
2_31 郡山西武 2000 転用 商業① 家電量販店 71.80084596 12,859
2_32 大黒屋 2001 建替え ほか ほか 569.0524167 12,303
2_33 福島ビブレ 2005 転用 複合 商業①、公益(①、②) 167.826592 17,547
2_34 ツタヤ百貨店 2001 建替え 商業③ 316.1819296 5,750
2_36 中合会津店 2010 その他 暫定利用 駐車場 846.6052983 6,964
3_1 上野百貨店宇都宮店 2001 建替え 複合 商業②、公益(①、②、③) 603.6970274 10,150
3_2 上野百貨店大田原店 2001 転用 商業① 百貨店 3099.219597 15,310
3_3 西武百貨店宇都宮店 2003 転用 商業① ドンキホーテ 475.0973497 24,739
3_7 福田屋百貨店栃木店 2011 転用 複合 商業①、公益(③) 1074.584157 9,000
3_8 福田屋百貨店真岡店 2012 建替え ほか 業務 417.989336 12,770
3_9 ロビンソン宇都宮 2004 転用 商業① 家電量販店 131.3851437 23,801
3_11 ボンベルタ伊勢甚水戸店 2003 建替え 商業① 百貨店 818.9143523 22,441
3_12 ボンベルタ伊勢甚日立店 2005 建替え 商業④ スーパー 1035.703954 22,293
3_13 水戸京成百貨店 2015 その他 空き店舗 979.2813257 14,627
3_14 水戸西武 2001 その他 再開発予定 183.8427636 19,680
3_18 前橋西武 2001 転用 複合 商業④、公益(①、②、③) 379.4891018 17,681
3_28 丸広百貨店新河岸店 2011 転用 商業④ スーパー 156.3962073 2,850
3_29 丸広百貨店神明町店 2002 転用 商業④ スーパー 1575.269629 2,605
3_30 丸広百貨店日進店 2002 建替え 商業⑤ 専門店集積 247.803035 6,893
3_31 丸広百貨店飯能店 2009 建替え ほか 業務 150.9031494 10,120
3_34 矢尾百貨店 2003 業態変換 400.8805412 10,625
3_36 ロビンソン春日部 2005 転用 商業④ 家具 495.7387333 21,660
3_39 関東十字屋 2006 建替え 商業⑤ 道の駅のようなもの 428.4973583 16,528
3_40 木更津そごう 2000 転用 複合 商業②、公益(②、③)、ほか(③) 101.930067 23,148
表　1999 年度から 2016 年度の間に掲載されなくなった店舗
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3_46 船橋そごう 2001 建替え 商業② 594.5445128 33,662
3_48 茂原そごう 2000 転用 複合 商業③、業務、公益(①) 52.27372716 15,416
3_50 梅屋 2003 業態変換 83.34835659 10,489
3_53 港北東急百貨店 2011 業態変換 162.6790938 19,235
3_54 さいか屋川崎店 2015 その他 暫定利用(予定) 商業施設(予定) 228.9013468 21,786
3_57 青葉台東急百貨店 2000 業態変換 100.8664693 19,650
3_58 西武百貨店川崎店 2004 転用 商業② 121.2740326 19,437
3_64 三越横浜店 2005 転用 商業① 家電量販店 182.9196732 35,364
3_69 よこはま東急百貨店 2002 業態変換 59.35170505 17,899
3_70 横浜松坂屋 2008 建替え 商業② 209.6216578 20,446
4_1 秋葉原 2002 建替え 商業② 20.49475142 3,170
4_3 伊勢丹吉祥寺店 2010 転用 商業② 173.7821534 20,758
4_8 錦糸町そごう 2001 転用 商業② 107.2642831 35,160
4_9 近鉄百貨店東京店 2001 転用 商業① 家電量販店 180.5827296 18,520
4_15 西武百貨店有楽町西武 2011 転用 商業② 86.08070664 15,581
4_16 そごう東京店 2001 転用 商業① 家電量販店 27.87026159 15,275
4_22 多摩そごう 2000 転用 商業② 上階に民営のホール 233.5749242 34,784
4_26 東急百貨店日本橋店 2000 建替え 複合 商業②、業務 40.52248427 35,215
4_29 八王子そごう 2012 転用 商業② 57.61167341 34,811
4_30 大井阪急 2009 業態変換 84.83067011 15,068
4_31 数寄屋橋阪急 2005 建替え 商業② 85.30099334 7,017
4_33 ビーミー町田大丸 2000 転用 商業① ロフト1.5フロア 50.70444959 15,039
4_36 松坂屋銀座店 2014 建替え 複合 商業②、業務、公益(①) 186.7439348 25,467
4_40 三越恵比寿店 2004 業態変換 465.3281056 17,895
4_41 三越池袋店 2010 転用 商業① 家電量販店 167.0217288 25,296
4_43 三越新宿店 2012 転用 商業① 家電量販店、ユニクロ 68.94866531 38,933
4_44 吉川百貨店 2000 建替え 複合 商業③、業務、公益(①) 205.5649547 9,660
4_45 LIVINオズ大泉 2001 業態変換 832.0166116 16,871
4_46 LIVIN錦糸町 2001 業態変換 32.88380423 20,149
4_47 LIVIN田無 2001 業態変換 113.5444465 16,640
4_48 LIVIN光が丘 2001 業態変換 47.63201037 21,500
5_1 大和上越店 2010 転用 商業③ 326.9718485 6,472
5_2 大和長岡店 2010 その他 暫定利用 457.4372266 5,185
5_3 大和新潟店 2010 その他 複合(予定) 1800 20,930
5_10 西武百貨店静岡店 2006 転用 商業② 244.3359163 20,214
5_11 西武百貨店沼津店 2013 その他 暫定利用 121.1924987 9,794
5_13 松菱 2002 その他 空き地 194.7706976 25,271
5_15 上田西武 2001 建替え ほか 宿泊 183.5644429 8,795
5_16 岡島茅野店 2000 転用 複合 商業②、公益(①、②、③) 83.60419544 9,790
5_17 おかや東急百貨店 2002 転用 複合 商業③、公益(①) 305.539554 10,465
5_18 諏訪丸光 2011 その他 複合(予定) 住宅 141.6590015 11,560
5_19 長野そごう 2000 建替え 複合 商業②、業務、公益(①) 367.6872802 12,784
5_21 ながの東急百貨店小諸店 2002 転用 ほか 公益(②) 95.23929503 5,403
5_23 ニシザワ 2000 業態変換 141.6554679 1,465
5_24 一宮名鉄百貨店 2001 建替え ほか 住宅 507.366245 11,205
5_25 西武百貨店豊橋店 2004 建替え 複合 商業②、業務、ほか(②) 42.71331828 21,280
5_27 豊田そごう 2001 転用 複合 商業①、公益(②、③) 77.6365 38,294
5_32 松坂屋名古屋駅店 2011 建替え 複合 商業①、業務、公益(①)、ほか(②) 76.47664428 16,521
5_33 松坂屋岡崎店 2010 建替え 複合 商業④、ほか(①) 797.7108784 12,230
5_36 京都近鉄百貨店岐阜店 2000 建替え ほか 業務 816.4803345 12,280
5_37 新岐阜百貨店 2006 建替え 商業② 54.35965269 13,819
5_41 西武百貨店富山店 2006 その他 複合(予定) 商業、住宅 15.23349572 12,048
5_46 大和小松店 2010 その他 複合(予定) 商業、公益(①)、宿泊 177.8031125 14,170
5_47 名古屋三越金沢店 2000 転用 ほか 業務 133.8767862 1,405
5_49 桔梗が丘近鉄百貨店 2012 業態変換 292.8897073 11,040
5_50 三交百貨店松阪店 2007 その他 暫定利用 駐車場 27.27567152 11,876
5_51 三交百貨店伊勢店 2001 建替え ほか 宿泊 67.95232348 7,997
5_54 松坂屋四日市店 2001 転用 商業① スーパー 202.3625537 23,426
6_3 京都近鉄百貨店京都店 2007 建替え 商業① 家電量販店 227.786485 41,474
6_4 近鉄百貨店桃山店 2015 転用 商業② 328.9764305 22,000
6_10 四条河原町阪急 2011 転用 商業② 70.82540675 9,256
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6_15 奈良そごう 2001 転用 商業① スーパー 689.1589241 46,201
6_19 近鉄百貨店枚方店 2012 建替え 商業① 蔦屋 90.7203869 11,975
6_24 そごう大阪店 2001 建替え 商業① 百貨店 52.54276541 31,408
6_33 松坂屋大阪店 2004 転用 商業① ニトリ１フロア 16.19856835 32,977
6_34 松坂屋くずは店 2004 建替え 商業② 72.82297035 10,765
6_36 三越大阪店 2005 建替え 複合 商業②、ほか(①) 72.91871982 11,810
6_37 三越枚方店 2001 転用 商業③ 67.27084953 5,392
6_38 大丸和歌山店 2000 転用 商業① ドンキホーテ 886.0984978 4,571
6_39 髙島屋和歌山店 2015 転用 商業③ スーパーと100均 78.42657235 4,510
6_40 丸正百貨店 2001 転用 複合 商業②、業務、公益(①、②) 685.0693278 18,776
6_42 加古川そごう 2001 転用 商業① 百貨店 123.2427049 30,854
6_43 神戸阪急 2012 転用 商業② 383.2489348 33,899
6_46 西武百貨店つかしん店 2004 転用 商業② 379.5029358 28,898
6_51 大丸新長田店 2013 転用 商業① SEIYUほぼ１フロア 46.7307261 9,091
6_54 三越神戸店 2001 転用 商業② 120.6980412 2,167
7_2 髙島屋津山店 2000 転用 ほか 遊戯 535.528338 4,576
7_5 天満屋倉敷店 2008 その他 暫定利用 駐車場 298.94346 10,052
7_6 三越倉敷店 2005 転用 商業① 百貨店 53.37204693 16,531
7_7 呉そごう 2013 その他 空き店舗 133.3192819 21,787
7_9 天満屋広島八丁堀店 2012 転用 商業① 家電量販店 70.41596096 21,959
7_12 天満屋三原店 2006 その他 暫定利用 広場 147.8039681 10,804
7_18 福山そごう 2001 転用 複合 商業②、公益(①、②) 152.3959993 34,400
7_21 近鉄松下百貨店 2013 その他 暫定利用 2018夏まで市役所 128.0275965 10,112
7_23 ちまきや 2008 転用 商業① 百貨店 546.367641 21,000
7_28 一畑百貨店出雲店 2001 建替え 複合 商業①、ほか(②) 16.72934733 5,657
7_29 コトデンそごう 2001 転用 複合 商業②、公益(①、②、③) 0.335817751 33,000
7_31 今治大丸 2009 その他 暫定利用 広場 498.5324403 10,540
7_33 新居浜大丸 2001 建替え 商業④ スーパー 3008.927475 7,457
7_37 西武百貨店高知店 2003 建替え ほか 遊戯 51.37605822 11,310
8_1 飯塚井筒屋 2010 業態変換 1021.368034 3,899
8_3 井筒屋黒崎店 2002 その他 暫定利用 駐車場 238.0666108 10,979
8_5 久留米井筒屋 2009 建替え 複合 商業②、公益(①) 725.5756914 16,321
8_6 大牟田井筒屋 2001 その他 複合(予定) 92.83862367 9,979
8_8 黒崎そごう 2001 転用 商業① 百貨店 122.0143793 26,332
8_9 小倉そごう 2001 転用 商業① 百貨店 141.5941742 43,774
8_10 小倉玉屋 2003 建替え 複合 商業②、業務、公益(①) 216.3279163 17,410
8_11 西新岩田屋 2003 その他 再開発予定 商業、住宅 53.29550614 15,780
8_12 博多井筒屋 2007 建替え 商業① 百貨店 11.34366063 17,900
8_14 福岡玉屋 2000 建替え 複合 商業①、ほか(③) 53.45662983 23,086
8_16 松屋 2002 その他 暫定利用 駐車場 401.6419057 10,378
8_17 伊万里玉屋 2010 その他 空き店舗 598.1508559 8,312
8_19 大村浜屋 2013 転用 ほか 公益(②) 533.6018412 8,600
8_21 佐世保玉屋長崎支店 2015 その他 暫定利用 商業① 38.44476101 8,932
8_22 長崎大丸 2011 建替え 複合 商業②、ほか(②) 48.48646751 7,632
8_23 西沢本店 2002 業態変換 91.28690109 15,000
8_25 井筒屋中津店 2001 その他 暫定利用 駐車場 27.040771 4,510
8_26 臼杵トキハ 2006 建替え ほか 業務 748.39337 5,460
8_27 久留米岩田屋日田支店 2003 建替え ほか 住宅 83.00302658 6,044
8_30 熊本岩田屋 2003 その他 複合(予定) 商業、公益、住宅、宿泊 111.8353247 25,095
8_32 アヅマヤ百貨店 2001 転用 複合 商業③、公益(①) 206.0998519 5,469
8_35 都城大丸 2011 その他 複合(予定) 商業④、業務、宿泊 725.8262791 14,615
8_37 鹿児島三越 2010 転用 商業① ジュンク堂２フロア 63.05218591 14,665
8_40 沖縄三越 2014 その他 空き店舗 370.8110558 12,425
8_41 沖縄山形屋 2000 建替え ほか 宿泊 401.6300177 10,575
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ʰˮˆ˦˵ä ʰˮˆ˦˵ä
˟˵ːˮ˲ˌʃɥʝɱº| ˟˵ːˮ˲ˌʃɥʝɱº|
ˬʩ˘ʾ˄ʩˮʼ˪ˇ˚ ˬʩ˘ʾ˄ʩˮʼ˪ˇ˚
ʫʮˇˆ˴ʴ˭ˎˇʴ
ɄɆɎɓɑɂɌȕɇɊɆɌɅ
Ž~ņgʸ˵ˍ˵
ʺ˲˴˘ʬˮˤ˵ˮ ʺ˲˴˘ʬˮˤ˵ˮ ʺ˲˴˘ʬˮˤ˵ˮ
ȬȰȲȶȕȲȶȵȫȶ ȬȰȲȶȕȲȶȵȫȶ
ʺ˲˰˵ˌ ʺ˲˰˵ˌ ʺ˲˰˵ˌ
˙ˉʨˇʴʭʸ˵ ˙ˉʨˇʴʭʸ˵ ˙ˉʨˇʴʭʸ˵
ˀˬ˖ ˀˬ˖ ˀˬ˖
˯ˊʨ˵ʭ˵ʾ
ğg ğg ğgˀ˯ʴˋ
ʯ˵˥˲ˌ ʯ˵˥˲ˌ
ɳɴʆɧ ɳɴʆɧ ɳɴʆɧ
˘ʮ˵ˡˮˤˇˀ˵ʽ ˘ʮ˵ˡˮˤˇˀ˵ʽ ˘ʮ˵ˡˮˤˇˀ˵ʽ
ʾ˗˵ˊʨ˴˥ˣ ʾ˗˵ˊʨ˴˥ˣ ʾ˗˵ˊʨ˴˥ˣ
ȴʸ˲ˉ˲ˠˬ˭˵ ȴʸ˲ˉ˲ˠˬ˭˵
ɠʠʌɟ ɠʠʌɟ
ˑˇʴʾ˻˼J ˑˇʴʾ˻˼J
ˤˮʰ˵ˋ ˤˮʰ˵ˋ
ʧ˳ʬˎ˨˵ ʧ˳ʬˎ˨˵
ʧˋ˭ʭ˴ʳ˦˯ˇˋ ʧˋ˭ʭ˴ʳ˦˯ˇˋ
˰˵ʿ˔˵ˉʨ˵ ˰˵ʿ˔˵ˉʨ˵
ʽ˦˲ˮː ʽ˦˲ˮː ʽ˦˲ˮː
ˋ˭˲˚ ˋ˭˲˚
ƒŚ ƒŚ Ž~ƒŚ˴ǹ	ʁʰʽ˨ʧˮ˓ˇʵ
Ž~ƒŚ Ž~ƒŚ Ž~ƒŚ˴ǹ	ʁʰʽ˨ʧˮ˓ˇʵ
Ž~ƒŚ˴ǹ	ʁʰʽ˨ʧˮ˓ˇʵ
˫ʸ˒ˡʽʬˎ˵ ˫ʸ˒ˡʽʬˎ˵
Ȫȷʲ˨˵˙ Ȫȷʲ˨˵˙
ʹ˵ˮˊ˲˜ʧ
ʰ˵˙ʾ ʰ˵˙ʾ
Ȼ˘˰˲ˉʨʧ Ȼ˘˰˲ˉʨʧ
ˀ˯ʴˋ
˯ˊʨ˵ʭ˵ʾ
ʧˮ˘ʦ˵ʲ˨˵˖ˇʴ˴ˊʸʩ
ǡȑ˴ȺȨɀȼȹȰ ǡȑ˴Ěňĉ ǡȑ˴Ěňĉ
öǿǶǈ
ȱȶɀȕȪȨȭɘ ȱȶɀȕȪȨȭɘ
ȴȨɀȚɀȨ
ŕŇʰ˓˲½ ŕŇʰ˓˲½ ŕŇʰ˓˲½
ȺȯȶȶȚȳȨȚȹȼȬ ȺȯȶȶȚȳȨȚȹȼȬ ȺȯȶȶȚȳȨȚȹȼȬ
ȨȩȪȚȴȨȹȻ ȨȩȪȚȴȨȹȻ ȨȩȪȚȴȨȹȻ
ȵɂɎɂɋȕɁȨȲȲȨȺȯȶȷ
ȱȼȵȶ ȱȼȵȶ ȱȼȵȶ
ȭɑɂɎɄɇɑɂɎɄ ȭɑɂɎɄɇɑɂɎɄ ȭɑɂɎɄɇɑɂɎɄ
ʧ˲ˊʨ˵˳ ʧ˲ˊʨ˵˳
ʃʃƋ
ȳ˴ȶ˴ȯȟ
ˌ˰ˇ˚ʾˋ˵˲
ʰ˘ʬȠȝȟ
˙˵ʽ˨ˮ˵ˌ
˄˭˵ʿʸ˵˕˵ˍˍˇʴŕ¦½ ˄˭˵ʿʸ˵˕˵ˍˍˇʴŕ¦½ ˄˭˵ʿʸ˵˕˵ˍˍˇʴŕ¦½
ǜvǦŅg ǜvǦŅg ǜvǦŅg
ǜvǦƥ ǜvǦƥ ǜvǦƥ
ŕ¦=óz ŕ¦=óz ŕ¦=óz
ǣ=óz ǣ=óz ǣ=óz
ĎďƉùƘ ĎďƉùƘ ĎďƉùƘ

ǏĸȀ 
ǏĸȀ 
ǏĸȀ
ǅÊ ǅÊ
đĭ˘ˬ˲ˀ đĭ˘ˬ˲ˀ đĭ˘ˬ˲ˀ
ɤɧʃ¢ ɤɧʃ¢
ƊŇu ƊŇu ƊŇu
ȡȭ
Ƞȭ
ȟȭ
Ȟȭ
Ƞȭ
ȟȭ
Ȟȭ
Ȥȭ
Ȣȭ
ȩȭ
ʔʃɱƃƄ
表　テナント変遷 _函館
表　テナント変遷 _盛岡
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ǽÇ«Õ ǽÇ«Õ ǽÇ«Õ
ʼ˨ʱ˵ʿʰ˘ʬ
ʽ˨˵ʾʾ˄˲ˌˋˡˋˡʽ˨˵ʾ ʽ˨˵ʾʾ˄˲ˌˋˡˋˡʽ˨˵ʾ ʽ˨˵ʾʾ˄˲ˌˋˡˋˡʽ˨˵ʾ
ʃʃɛʿʲˇˆ˲ ʃʃɛʿʲˇˆ˲ ʃʃɛʿʲˇˆ˲
íƜƇʆǼ íƜƇʆǼ íƜƇʆǼ
ŇĦȉ½ ŇĦȉ½ ŇĦȉ½
˳ʨˬ«Õ ˳ʨˬ«Õ ˳ʨˬ«Õ
ˋˡˋˡʁɽɥ ˋˡˋˡʁɽɥ ˋˡˋˡʁɽɥ
ɡʥʐʴ˭˵ˎ˲ʵ ɡʥʐʴ˭˵ˎ˲ʵ ɡʥʐʴ˭˵ˎ˲ʵ
˒˲ˡ˵˰ˇʴ ˒˲ˡ˵˰ˇʴ ˒˲ˡ˵˰ˇʴ
˯ʾˠ˱˵ˮ ˯ʾˠ˱˵ˮ
ǥ¾æîz ǥ¾æîz
ɩɲŤš ɩɲŤš
ʸ˰˲˓˲ ʸ˰˲˓˲
ȲɏɗɂȕȲɏɗɂ
y¢ y¢ y¢
˰˵ˁ˲˒ʩˣ ˰˵ˁ˲˒ʩˣ
ŤÔ=óz ŤÔ=óz
ŲƝ ŲƝ
ɱʚɩʠ ɱʚɩʠ
ȉɦɱXÕȕŇĦ ȉɦɱXÕȕŇĦ
ʺˬ˅˘ʦ˵ˣˊ˭ ʺˬ˅˘ʦ˵ˣˊ˭
˳ʨˬ«Õˢ˵ˋˊ˭ʰ
˓ʾĆ9Öɧɼʎ|
ȢȥȢȥ
ʃʃɼɩɮɺɷɢˡˮʼʬ
˘˯ˇʼ˨ˊ˭ʰ
ƇʆǼ
˭˘ʮ˵ˣˬ˲ˌ
ģIʙʓʓʠ
ʽ˨ʭ˭˵ˡʲ
ȷȳȬȵȻɀ ȷȳȬȵȻɀ ȷȳȬȵȻɀ
ɩɳʟʆýī ɩɳʟʆýī ʕʞɬʥʃʃɼɩ½
Āƪi½ Āƪi½
˳ʨˬʵ˭ˮ ˳ʨˬʵ˭ˮ
ķɹɡʄʥɪɣʊɳɫ ķɹɡʄʥɪɣʊɳɫ
ŝůǽzʧˮˮ ŝůǽzʧˮˮ
ƕĶġÐƦȕ6Ƹŷ ƕĶġÐƦȕ6Ƹŷ
ȵɂɎɂɋ˓ˮ
ȟȝȞȤ ȟȝȞȣ ȟȝȞȠ ȟȝȞȝ ȟȝȝȦ
ȣȭ ŝ¬­ÈÖ ŝ¬­ÈÖ ŝ¬­ÈÖ
Ȣȭ ŝ¬­ÈÖ ŝ¬­ÈÖ ŝ¬­ÈÖ
ȡȭ ŝ¬­ÈÖ ŝ¬­ÈÖ ŝ¬­ÈÖ
Ƞȭ ŝ¬­ÈÖ ŝ¬­ÈÖ ŝ¬­ÈÖ
ȟȭ ŝ¬­ÈÖ ŝ¬­ÈÖ ŝ¬­ÈÖ
ʭʾ˄ ʭʾ˄ ʭʾ˄ ŝ½ŝ¬½ ʭʾ˄
Ǭ˴ìZ Ǭ˴ìZ Ǭ˴ìZ ʳ˦ˬ˭ɚʧˁ˭ʧ
Ɔ^Ć9 Ɔ^Ć9 Ɔ^Ć9 ʢ˵ɥʠ¢ ʢ˵ɥʠ¢
ròȁǐU˟ˇʴʾ ròȁǐU˟ˇʴʾ ròȁǐU˟ˇʴʾ ˜ˉʨ˵ʿ ˜ˉʨ˵ʿ
Ȉãŝ¬ȆC½ Ȉãŝ¬ȆC½ Ȉãŝ¬ȆC½ Ȉãŝ¬ȆC½ Ȉãŝ¬ȆC½
ƜÎ ƜÎ ƜÎ ƜÎ ƜÎ
˂˵ʾˡ˵ˋȕȬɕɂȮɑɂɄɊɂ ˂˵ʾˡ˵ˋȕȬɕɂȮɑɂɄɊɂ ˂˵ʾˡ˵ˋȕȬɕɂȮɑɂɄɊɂ ˂˵ʾˡ˵ˋ ˂˵ʾˡ˵ˋ
˝˔˵ˢ˲ˋˣ˵˲ ˝˔˵ˢ˲ˋˣ˵˲ ȬɕɂȕȮɑɂɄɊɂ ȬɕɂȕȮɑɂɄɊɂ
ǩÁ ǩÁ ǩÁ
ˣˇʼ˨Ň ˣˇʼ˨Ň ˣˇʼ˨Ň ˣˇʼ˨Ň ˣˇʼ˨Ň
ɡɱʆʓʲˇˆ˲ ɡɱʆʓʲˇˆ˲ ɡɱʆʓʲˇˆ˲ ʣʆɶʥ ʣʆɶʥ
ʯ˯˲ʽ˔˔ ʯ˯˲ʽ˔˔ ʯ˯˲ʽ˔˔ ʯ˯˲ʽ˔˔ ʯ˯˲ʽ˔˔
ĿŁ«Õɡɱɥʣ ĿŁ«Õɡɱɥʣ ĿŁ«Õɡɱɥʣ ˙˰ˇʴˡʺʼʾʱ ˙˰ˇʴˡʺʼʾʱ
ʲˣˬʌʁʥ½ ʲˣˬʌʁʥ½ ʲˣˬʌʁʥ½
˛ʩˀʩˌˬˇʵ ˛ʩˀʩˌˬˇʵ ˛ʩˀʩˌˬˇʵ
ǣY ǣY ǣY
LǥƯʲ˦ˇʼ˨ʺ˵˖ʾʸ˵ˍ˵ LǥƯʲ˦ˇʼ˨ʺ˵˖ʾʸ˵ˍ˵ LǥƯŝ¬â½ȱȹŝ¬ȆC>ÄÖ LǥƯŝ¬â½ȱȹŝ¬ȆC>ÄÖ LǥƯŝ¬â½ȱȹŝ¬ȆC>ÄÖ
ŝ¬(ņǤ¿ʲ˦ˇʼ˨ʺ˵˖ʾ ŝ¬(ņǤ¿ʲ˦ˇʼ˨ʺ˵˖ʾ ŝ¬(ņǤ¿ʲ˦ˇʼ˨ʺ˵˖ʾ ŝ¬(ņǤ¿ʲ˦ˇʼ˨ʺ˵˖ʾ ŝ¬(ņǤ¿ʲ˦ˇʼ˨ʺ˵˖ʾ
˷ǣTƘù½ ˷ǣTƘù½
ɡɱʆʓɧʰ˘ʬɥɨɥɼɭ ɡɱʆʓɧʰ˘ʬɥɨɥɼɭ
ɷʈ¢
ɯɩʞʇʟİåȇǯ
ʔʃɱƃƄ ʭʾ˄
ȟȝȞȤ ȟȝȞȣ ȟȝȞȠ ȟȝȝȠ ȟȝȝȟ
˞ˉˮʾˉʩʩ˲ìŉ ˞ˉˮʾˉʩʩ˲ìŉ ˞ˉˮʾˉʩʩ˲ìŉ ˞ˉˮʾˉʩʩ˲ìŉ ˞ˉˮʾˉʩʩ˲ìŉ
¥ÅŘÂǃ~ ¥ÅŘÂǃ~ ¥ÅŘÂǃ~ ʾˠ˵ˈ˚ˬʻȟȞ
ìù]ĝâßˀ˲˄˵¥ÅwêȘș ìù]ĝâßˀ˲˄˵¥ÅwêȘș ìù]ĝâßˀ˲˄˵¥ÅwêȘș ʾˠ˵ˈʰ˘ʬȕˆ˦˲˚
˞ˉˮʾˉʩʩ˲ìŉ ˞ˉˮʾˉʩʩ˲ìŉ ˞ˉˮʾˉʩʩ˲ìŉ ˞ˉˮʾˉʩʩ˲ìŉ ˞ˉˮʾˉʩʩ˲ìŉ
ƏŭǬɍɂɎɂȚɕɊ ƏŭǬɍɂɎɂȚɕɊ ƏŭǬɍɂɎɂȚɕɊ ƏŭǬɍɂɎɂȚɕɊ
˞ˉˮʾˉʩʩ˲ìŉ ˞ˉˮʾˉʩʩ˲ìŉ ˞ˉˮʾˉʩʩ˲ìŉ ˞ˉˮʾˉʩʩ˲ìŉ ˞ˉˮʾˉʩʩ˲ìŉ
¥ÅŘƞæƌưȁ ¥ÅŘƞæƌưȁ ʳ˦ˬ˭˵ʃʃ
˞ˉˮʾˉʩʩ˲ìŉ ˞ˉˮʾˉʩʩ˲ìŉ ˞ˉˮʾˉʩʩ˲ìŉ ˞ˉˮʾˉʩʩ˲ìŉ ˞ˉˮʾˉʩʩ˲ìŉ
ȵȨȵȨȕȚȩȬȨȵȺŶŀ ȵȨȵȨȕȚȩȬȨȵȺŶŀ
¥ÅŘƞæƌưȁ ¥ÅŘƞæƌưȁ
ʙʓɦɸ!Ɓɭɫɱȁ ʙʓɦɸ!Ɓɭɫɱȁ ʙʓɦɸ!Ɓɭɫɱȁ ʙʓɦɸ!Ɓɭɫɱȁ
¥Å­ǝ­ÜƖ7š
Ģʆʉʢʈ
Ɠɿˬ˲ˌɠʐ Ɠɿˬ˲ˌɠɱʐ Ɠɿˬ˲ˌɠɱʐ
ȈȓƐĢʺ˰˲ ȈȓƐĢʺ˰˲ ȈȓƐĢʺ˰˲
˞ˉˮʾˉʩʩ˲ìŉ ˞ˉˮʾˉʩʩ˲ìŉ ˞ˉˮʾˉʩʩ˲ìŉ ˞ˉˮʾˉʩʩ˲ìŉ ˞ˉˮʾˉʩʩ˲ìŉ
¥Å­ǝ­ÜƖ7š ¥Åʩ˲ʲ˨˜˵ˋ˚ˬʻ ʩ˲ʲ˨˜˵ˋʼ˪ˇ˚
Ģʆʉʢʈ ʩ˲ʲ˨˜˵ˋʯ˘ʨʾ ʩ˲ʲ˨˜˵ˋʯ˘ʨʾ
Ɠɿˬ˲ˌɠʐ ǽŭǬʧʲˍʾ
¥ÅȺțȶțȯțȶ ʝɱɺʘʥ
čč
Ƨ
˳ʨʭˤʾ
ɒɔȚɈɂ
ɄɂɕɂȧɄɂɕɂɊ
ǽ<ʉɡʞɨ
˞ˉˮʾˉʩʩ˲ìŉ ˞ˉˮʾˉʩʩ˲ìŉ ˞ˉˮʾˉʩʩ˲ìŉ ˞ˉˮʾˉʩʩ˲ìŉ ˞ˉˮʾˉʩʩ˲ìŉ
ȈȓƐĢʺ˰˲ ˊʨ˵˰
ʾˠ˵ˈ˚ˬʻ˻˺ ɍɗ
ʙʓɦɸæGˀ˲˄˵ ȱʭʾˉ
ˊʨ˵˰ ˡˇʴ˘˭˵ʴ
ɲʘʞʥɲʘʞʥ Ⱥȷȶȶȵ
ǉŝ«Õ˔ˇʴ ɲʘʞʥɲʘʞʥ
ʩʾ˄˲˙˵ˮ˓ʻ˵ˮ ǉŝ«Õ˔ˇʴ
Ȏǔȁ ʧ˲ˉʨ˵ʴȰȽɀ
ȨȮȨȰȵ ˝ˮʼ˦ŞĬ
ƛÇő(ʾ˝˵ʾʰˬ˵˖˵ˋ ȪɏɌɏɔɑȕȩȬȨȻ
ȡȭ
Ƞȭ
Ȟȭ
ȥȭ
Ȥȭ
ȣȭ
Ȣȭ
Ȟȭ
ȩȭ
表　テナント変遷 _石巻
表　テナント変遷 _山形
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SɡʆȁȕȬɒɐɆɑɏ
Ȏǔȁ ˞ˉˮʾˉʩʩ˲ìŉ˘˰˲ˋŻˀ˲˄˵ ˞ˉˮʾˉʩʩ˲ìŉ˘˰˲ˋŻˀ˲˄˵
¥ÅȺțȶțȯțȶ ¥ÅȺțȶțȯțȶ ˊʨ˵˰
ʙʓɦɸæGˀ˲˄˵ ʙʓɦɸæGˀ˲˄˵ žñ
ˊʨ˵˰ ȨȴȶȗɒȕȺȻɀȳȬ
ʐʄʙ ȬȳȳȬȕȷȳȨȵȬȻȬ
¥Åˊʻʩ˲˒ʫʾ ɌɂȕɃɆɂɔɓȗɆȕɐɔɑɐɌɆ
ˀ˲ˆ˨˭˵ ¥Åˊʻʩ˲˒ʫʾ
ˌˮˆʬ
ˑ˵ʻ˲˱˵ˮˌ
ʧ˖ʧ˲ˋ
ȵȨȵȨȚȩȬȨȵȺŶŀȘș ȵȨȵȨȚȩȬȨȵȺŶŀȘș ȵȨȵȨȚȩȬȨȵȺŶŀȘș
˞ˉˮʾˉʩʩ˲ìŉ˘˰˲ˋŻˀ˲˄˵ ˞ˉˮʾˉʩʩ˲ìŉ˘˰˲ˋŻˀ˲˄˵ ˞ˉˮʾˉʩʩ˲ìŉ˘˰˲ˋŻˀ˲˄˵
ˍˍ˴˖˵˲ʾʩ˲˘ʮˤ˵ʼ˪˲ ˍˍ˴˖˵˲ʾʩ˲˘ʮˤ˵ʼ˪˲
ˊʨ˵˰ ˊʨ˵˰ ˊʨ˵˰ ˊʨ˵˰
ˮ˖ʼʧ¥Å½ ˮ˖ʼʧ¥Å½ ˮ˖ʼʧ¥Å½ ʽʬːʾ
ʾˉʩʩ˲ʰ˘ʬ ʾˉʩʩ˲ʰ˘ʬ ʾˉʩʩ˲ʰ˘ʬ ʖʥɭɡ
˳ʨ˃˲ˌ˵ˮʭ˵ ˳ʨ˃˲ˌ˵ˮʭ˵ ʺ˵ˉʨ˱˲ʧʩʾʴ˭˵ˣ
ɲʘʞʥɲʘʞʥ ɲʘʞʥɲʘʞʥ ʾʫʨ˵ˋ˓ʽˮ
Ȏǔȁ ǉŝ«Õ˔ˇʴ ˖ʧ˵ˌ˴˔˔
ʩʾ˄˲˙˵ˮ˓ʻ˵ˮ ʩʾ˄˲˙˵ˮ˓ʻ˵ˮ ˘ˬ˱˵˰˵ˌ
ˀ˲ˆ˨˭˵ ˀ˲ˆ˨˭˵ ǹʆ˄ʲ˄ù½
ʐʄʙ ʐʄʙ ˅˅ʽ
ʷ˵ˣʸ˵ˍ˵ʼ˪ʸˬ ʧˢ˵ʹ˴ʧˢ˵ʱ
ɮɺɷɢ­|
ʔʃɱƃƄ ʾˠ˵ˈ˚ˬʻȟȞ
ȟȝȞȤ ȟȝȞȣ ȟȝȞȠ ȟȝȝȟ ȟȝȝȞ
ƕňŭǬ ƕňŭǬ ƕňŭǬ ƕňðǬ
ơ ƾʩ˵ʯ˲ ơ ƾʩ˵ʯ˲ ơ ƾʩ˵ʯ˲ ɸɥʆYĉ˖˨˵ˉʨ˵ʴ˭ˎˇʴ
ʧˎˤʩˋ ʧˎˤʩˋ ʧˎˤʩˋ
Ȟȝȝ:ʼ˪ˇ˚ʲ˦˲ˌʫ Ȟȝȝ:ʼ˪ˇ˚ʲ˦˲ˌʫ Ȟȝȝ:ʼ˪ˇ˚ʲ˦˲ˌʫ ʽʬʩ˄ʩˣʧˉʨ ĵTƚg
˄ʩˋ˵ȭʾˉʩʼ˪˲ ˄ʩˋ˵ȭʾˉʩʼ˪˲ ˄ʩˋ˵ȭʾˉʩʼ˪˲ ˘ˬ˱˵ˊʻʩ˲ʩʼ˒ˬ
ʞɱʥʈʥ ʞɱʥʈʥ ȨȻɊ˘˵ˌʸ˵ˋ ȨȻɊ˘˵ˌʸ˵ˋ
˄˱˵˯ʸ˵ˌ ˄˱˵˯ʸ˵ˌ ˄˱˵˯ʸ˵ˌ ˄˱˵˯ʸ˵ˌ ˄˱˵˯ʸ˵ˌ
§ýčm §ýčm §ýčm ʼˡˣˬˢ˨˵ʽˇʴ ʼˡˣˬˢ˨˵ʽˇʴ
ʰˮˆ˦˵ʸˢ˨ˎʶ˵ʼ˪˲ʧˉʨş)ˀ˲˄˵ ʰˮˆ˦˵ʸˢ˨ˎʶ˵ʼ˪˲ʧˉʨş)ˀ˲˄˵ ʰˮˆ˦˵ʸˢ˨ˎʶ˵ʼ˪˲ʧˉʨş)ˀ˲˄˵
ʵ˰˵ʾ ʵ˰˵ʾ ʵ˰˵ʾ
ˁ˖ʯʾˠ˵ˈʭʴʾ˚˯ʾʧˉʨǘ¥½ ˡʴ˭˵ʿ ʵ˯ʩˡʽˇʴ ˬʩ˘ˡ˵ʶˇˋ ˬʩ˘ˡ˵ʶˇˋ
ˊʽ˄ˮ˔˱˵ˡ˵ʶˇˋ ˊʽ˄ˮ˔˱˵ˡ˵ʶˇˋ ˳ʨ˯ˇʽ˳ʦ˲ʱ˵ˌ ˳ʨ˯ˇʽ˳ʦ˲ʱ˵ˌ
ȶɎɆȗɒȕȴȨȿ ȶɎɆȗɒȕȴȨȿ ˔˂ʸ˲­Ęä ˔˂ʸ˲­Ęä
ʩˮˢ˵ːʩˮ ȷȨȮȬȩȶɀ ȨȩȪˡ˵ˋ ȨȩȪˡ˵ˋ
ʧʩ˱˵ˮˌ ˡʩ˚˯ʽ˵ˮ ʩ˵ʯ˲ ʩ˵ʯ˲
ʾ˄ʽʯ˅˲ʾ˛ˇˌ ʾ˄ʽʯ˅˲ʾ˛ˇˌ ʾ˄ʽʯ˅˲ʾ˛ˇˌ
ʼ˨˭ˀˮ ʼ˨˭ˀˮ ʼ˨˭ˀˮ ˋˢ˄ ˋˢ˄
ˉˇˋʯˣ ˉˇˋʯˣ ˉˇˋʯˣ ˜ˮ˘ʮˎʰ ˜ˮ˘ʮˎʰ
ȻȲ ȻȲ ȻȲ˴˟ʩʸˇˋ ˀ˃˲ʰʫ˲˄˵ ˀ˃˲ʰʫ˲˄˵
˔˵˚ˮ˛˙˲ ˔˵˚ˮ˛˙˲ ˔˵˚ˮ˛˙˲ Ȟȝȝ:ʼ˪ˇ˚ʲ˦˲ˌʫ ˂ʫˮ­|
˭ˢˇʴʾˬʩ˲ ˘ʨʿ˖˫˲ˌ ˘ʨʿ˖˫˲ˌ ʴˬ˘ˋ˒˵ˋˋ˵ʰʩ
ˊʽ˄ˮ˔˱˵ˡ˵ʶˇˋ ʱ˰ ˘ˬ˱˵ˊʻʩ˲ʩʼ˒ˬ
ˬ˵ʽ ˬ˵ʽ ˬ˵ʽ
ʺ˵ˌ ʺ˵ˌ ʺ˵ˌ
ȨȩȪˡ˵ˋ ȨȩȪˡ˵ˋ ȨȩȪˡ˵ˋ
ʧʩ˱˵ˮˌ ˬʩ˲
ʸ˵ˮʧ˲ˌ˯ʾˠ˲ʾ
˫ˌ˓ʼʰˤˬˡˮˆˤˊʨʧǘ¥ ˫ˌ˓ʼʰˤˬˡˮˆˤˊʨʧǘ¥ ˫ˌ˓ʼʰˤˬˡˮˆˤˊʨʧǘ¥ ʼ˨˵ʿ˰ˡ˲ ʼ˨˵ʿ˰ˡ˲
˔ˍʼ˨ ˔ˍʼ˨
ʧ˯ˇʴʾˡ˲ˊʨ ʧ˯ˇʴʾˡ˲ˊʨ
ȴȪȢȥ ÑęŚču
ʧˋ˭ʭ˴˙ˬ˲ʰ
ȼȺ˟˵˅˵˴ˌˇˋʸˣ ȼȺ˟˵˅˵˴ˌˇˋʸˣ
˘˭˵˘ˬʩˋ ˘˭˵˘ˬʩˋ
ˢˇʴʾ ˢˇʴʾ
Ȳȱʸ˯ʴʼ˪˲ Ȳȱʸ˯ʴʼ˪˲
˔˵˚ˮ˛˙˲ ˔˵˚ˮ˛˙˲
˜ˮʫʨ˲ʴ
˔ˍˡ˟˵ʩ ˔ˍˡ˟˵ʩ
˘˵ˬˡˎʧ ˘˵ˬˡˎʧ
ˁ˰ʭˢˇʼ˪˲ ˁ˰ʭˢˇʼ˪˲
˫ˌ˓ʼʰˤˬˡˮˆˤˊʨʧǘ¥ ˫ˌ˓ʼʰˤˬˡˮˆˤˊʨʧǘ¥ ˫ˌ˓ʼʰˤˬˡˮˆˤˊʨʧǘ¥ 9¢ 9¢
˥˲ʺˇʴ ˥˲ʺˇʴ
Ā Ā
ʧʿˑʪʧʿ ʧʿˑʪʧʿ
ÑęŚču ˤ˵˚ˮʴ˭˵ʴʾ
ĵTƚg ˬʯ˄ʦˮʱ
˝˵ʽ˟˵ʩ ˝˵ʽ˟˵ʩ
ʧˮ˘ʦ˜ˇˋʴˬ˙ ʧˮ˘ʦ˜ˇˋʴˬ˙
˟˵ʩʿˮ˵ˣ ˟˵ʩʿˮ˵ˣ
ˍʩʾʴˬˇ˚ ˍʩʾʴˬˇ˚
ˬ˘ʨː ˬ˘ʨː
ȻȨɀȨ ȻȨɀȨ
˫ˌ˓ʼʰˤˬˡˮˆˤˊʨʧǘ¥ ˫ˌ˓ʼʰˤˬˡˮˆˤˊʨʧǘ¥ ˫ˌ˓ʼʰˤˬˡˮˆˤˊʨʧǘ¥ ʾ˄˵˓ˇʴʾʸ˵˕˵ ʾ˄˵˓ˇʴʾʸ˵˕˵
ȨȻȴʸ˵ˍ˵ ʧʽ˨ˊʧʴˀʺ˭˵ʿ ʧʽ˨ˊʧʴˀʺ˭˵ʿ
ʧ˲ˌ˥ʧ ʧ˲ˌ˥ʧ
ʻ˴ʸʾ˥ʾ ʻ˴ʸʾ˥ʾ
ˢˇʼʬˮʴˬ˲Ȝʯ˘ʯ˲ ˢˇʼʬˮʴˬ˲Ȝʯ˘ʯ˲
ĵTƚg
˫ˌ˓ʼʰˤˬˡˮˆˤˊʨʧǘ¥ ˫ˌ˓ʼʰˤˬˡˮˆˤˊʨʧǘ¥ ˫ˌ˓ʼʰˤˬˡˮˆˤˊʨʧǘ¥ ƵYǽgȁ ƵYǽgȁ
ìù ìù
˥˲˄˟˵ ˥˲˄˟˵
ȩɆɂɎɒȫɆɌɊ ȩɆɂɎɒȫɆɌɊ
˖ʧ˵ˌ˔˔ ˖ʧ˵ˌ˔˔
ɯɥɡ ɯɥɡ
˯˗ʼʭ ˯˗ʼʭ
ǥɹɭ ǥɹɭ
ʧ˘˰ˊʨ˵ˉ ʧ˘˰ˊʨ˵ˉ
ÿìùǯ
jʆþˁˢʺˉˬʩ˲-ąǘ¥
ȟȝȞȤ ȟȝȞȣ ȟȝȞȠ ȟȝȞȟ ȟȝȞȞ
ʩʯ˲ʼːˡŦ§ ʩʯ˲ʼːˡŦ§ ʩʯ˲ʼːˡŦ§ ˱˵ˍ˵ˡʩʰˮʼːˡʿŦ§ ˱˵ˍ˵ˡʩʰˮʼːˡʿŦ§
ļʰ˘ʬɠɡɧʘɼʁŦ§½ ļʰ˘ʬɠɡɧʘɼʁŦ§½ ļʰ˘ʬɠɡɧʘɼʁŦ§½ ļʰ˘ʬɠɡɧʘɼʁŦ§½ ļʰ˘ʬɠɡɧʘɼʁŦ§½
ËʁǍ$ʆŐɱŭǬɇɆɆɌ ËʁǍ$ʆŐɱŭǬɇɆɆɌ ËʁǍ$ʆŐɱŭǬɇɆɆɌ ËʁǍ$ʆŐɱŭǬɇɆɆɌ ËʁǍ$ʆŐɱŭǬɇɆɆɌ
Ŧ§ʣɥʗʆ˒˰˵˱˵ʴ Ŧ§ʣɥʗʆ˒˰˵˱˵ʴ Ŧ§ʲ˦˭ʧʧˇ˚˒˰˵˱˵ʴ Ŧ§ʲ˦˭ʧʧˇ˚˒˰˵˱˵ʴ Ŧ§ʲ˦˭ʧʧˇ˚˒˰˵˱˵ʴ
Ŧ§éNÌß˒˰˵˱˵ʴ Ŧ§éNÌß˒˰˵˱˵ʴ ˔˂ʸ˲ʾʴ˵ˮʧ˖˓Ŧ§ą ˔˂ʸ˲ʾʴ˵ˮʧ˖˓Ŧ§ą ˔˂ʸ˲ʾʴ˵ˮʧ˖˓Ŧ§ą
ɭʂʗʴˬ˙ ɭʂʗʴˬ˙ ɭʂʗʴˬ˙ ɭʂʗʴˬ˙
ȟȭ
Ȟȭ
ȩȞȭ
ȩȟȭ
Ȣȭ
Ȥȭ
ȣȭ
Ȣȭ
ȡȭ
Ƞȭ
Ƞȭ
ȟȭ
Ȟȭ
ȥȭ
表　テナント変遷 _郡山
表　テナント変遷 _福島
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˛ʧˊʻʩ˲ɇɆɆɌȕɑɆɇɊɎɆ ˛ʧˊʻʩ˲ɇɆɆɌȕɑɆɇɊɎɆ
ȡȭ Ȩ˴ȶ˴Ɂ Ȩ˴ȶ˴Ɂ Ȩ˴ȶ˴Ɂ Ȩ˴ȶ˴Ɂ Ȩ˴ȶ˴Ɂ
ȼȺțȳȨȵȫȕȴȨȿʌɩɱʓ½ ˘ʦˢ˭˵ȼȺțȳȨȵȫȕȴȨȿʌɩɱʓ½ ˘ʦˢ˭˵ȼȺțȳȨȵȫȕȴȨȿʌɩɱʓ½ ˘ʦˢ˭˵ȼȺțȳȨȵȫȕȴȨȿʌɩɱʓ½ ˘ʦˢ˭˵ȼȺțȳȨȵȫȕȴȨȿʌɩɱʓ½
˂ˎ˵ńd'ǲ˶ˬʩ˘˚ˬ˲ˎ˲ʵˮ˵ˣ ˂ˎ˵ńd'ǲ˶ˬʩ˘˚ˬ˲ˎ˲ʵˮ˵ˣ ˂ˎ˵ńd'ǲ˶ˬʩ˘˚ˬ˲ˎ˲ʵˮ˵ˣ ˂ˎ˵ńd'ǲ˶ˬʩ˘˚ˬ˲ˎ˲ʵˮ˵ˣ
ɯɺɭɳʓɡʠȕʄɦɤɣʙ ɯɺɭɳʓɡʠȕʄɦɤɣʙ
ʑɼʁ˭˖˲ʵȕʧˠ˰ʭˍʽ˵ ʑɼʁ˭˖˲ʵȕʧˠ˰ʭˍʽ˵ ʑɼʁ˭˖˲ʵ ʑɼʁ˭˖˲ʵ ʑɼʁ˭˖˲ʵ
ˋʪ˵˗˵ʾŦ§½ ˋʪ˵˗˵ʾŦ§½ ˋʪ˵˗˵ʾŦ§½
˭ˋˮʴ˭˵ˣ ˭ˋˮʴ˭˵ˣ
ŇĿŁɃɗƣÕɅɆ˅˲ʶ ŇĿŁɃɗƣÕɅɆ˅˲ʶ ƣÕɅɆ˅˲ʶ ƣÕɅɆ˅˲ʶ ƣÕɅɆ˅˲ʶ
ʯˑ˧ʾˠ˵ˈ ʯˑ˧ʾˠ˵ˈ ʯˑ˧ʾˠ˵ˈ ʯˑ˧ʾˠ˵ˈ ʯˑ˧ʾˠ˵ˈ
˞˵ˣ˘ʦˎˆ˦˵˳ʨ˵˅ˡˇʴʾ ˞˵ˣ˘ʦˎˆ˦˵˳ʨ˵˅ˡˇʴʾ
ȯțȰțȺ ȯțȰțȺ ɒɊɍɐɌɆȕɒɓɗɌɆ
ȩɌɔɆȕɖɂɗ ȩɌɔɆȕɖɂɗ ʾˡʩˮʰ˲˔ˎ˵
ʧˮ˘ʦʴˬ˙ ʧˮ˘ʦʴˬ˙
ʵˮ˵˚˜ˮ˴ʰ˵ʺ˙ˬʩ˅ˮʺ˰˲ ʵˮ˵˚˜ˮ˴ʰ˵ʺ˙ˬʩ˅ˮʺ˰˲
ʯ˭ʯ˲
˅ʩ˩˵ʭʩˋȴȨȿŦ§½ ˅ʩ˩˵ʭʩˋȴȨȿŦ§½ ˅ʩ˩˵ʭʩˋȴȨȿŦ§½ ˅ʩ˩˵ʭʩˋȴȨȿŦ§½ ˅ʩ˩˵ʭʩˋȴȨȿŦ§½
ȶɎɆȗɒȕȴȨȿ ȶɎɆȗɒȕȴȨȿ ȶɎɆȗɒȕȴȨȿ ȶɎɆȗɒȕȴȨȿ ȶɎɆȗɒȕȴȨȿ
ʻ˴˅ʩ˂˵˅ʩ˩˵ʭʩˋȴȨȿŦ§½ ʻ˴˅ʩ˂˵˅ʩ˩˵ʭʩˋȴȨȿŦ§½ ʻ˴˅ʩ˂˵˅ʩ˩˵ʭʩˋȴȨȿŦ§½ ʻ˴˅ʩ˂˵˅ʩ˩˵ʭʩˋȴȨȿŦ§½ ʻ˴˅ʩ˂˵˅ʩ˩˵ʭʩˋȴȨȿŦ§½
ˠʸʧˠʸ ˠʸʧˠʸ ˠʸʧˠʸ ˠʸʧˠʸ ˠʸʧˠʸ
ʾ˄ʽʯȕʧˇ˚ˮ ʾ˄ʽʯȕʧˇ˚ˮ ʾ˄ʽʯȕʧˇ˚ˮ ʾ˄ʽʯȕʧˇ˚ˮ ȷȯȶȻȶʾ˄ʽʯȕʧˇ˚ˮ
nƦǽʰʫ˭ʲˇˆ˲ nƦǽʰʫ˭ʲˇˆ˲ nƦǽʰʫ˭ʲˇˆ˲ nƦǽʰʫ˭ʲˇˆ˲ nƦǽʰʫ˭ʲˇˆ˲
ɪɼɳʟʥ ɪɼɳʟʥ ɪɼɳʟʥ ɪɼɳʟʥ ɪɼɳʟʥ
Őɱʺ˰˲˭ˬ˘ʨ˵ Őɱʺ˰˲˭ˬ˘ʨ˵ Őɱʺ˰˲˭ˬ˘ʨ˵
Ŧ Ŧ Ŧ Ŧ Ŧ
ȱɏɔɕɆɎɄɆƌ° ȱɏɔɕɆɎɄɆƌ° ȯȨȰȹȖȴȨȲȬȚȼȷ
˅ʩ˩˵ʭʩˋȴȨȿŦ§½ ˅ʩ˩˵ʭʩˋȴȨȿŦ§½ ˅ʩ˩˵ʭʩˋȴȨȿŦ§½ ˅ʩ˩˵ʭʩˋȴȨȿŦ§½ ˅ʩ˩˵ʭʩˋȴȨȿŦ§½
ȭȶȶȫȕȴȨȿ ȭȶȶȫȕȴȨȿ ȭȶȶȫȕȴȨȿ ȭȶȶȫȕȴȨȿ ȭȶȶȫȕȴȨȿ
ȫȹȼȮȕȬȰȮȯȻȕȴȨȿ ȫȹȼȮȕȬȰȮȯȻȕȴȨȿ ȫȹȼȮȕȬȰȮȯȻȕȴȨȿ ȫȹȼȮȕȬȰȮȯȻȕȴȨȿ ȫȹȼȮȕȬȰȮȯȻȕȴȨȿ
ȭɌɏɖɆɑȕȴȨȿ ȭɌɏɖɆɑȕȴȨȿ ȭɌɏɖɆɑȕȴȨȿ ȭɌɏɖɆɑȕȴȨȿ ȭɌɏɖɆɑȕȴȨȿ
˥˓ʩˮʴˮ˵Ŧ§½ ˥˓ʩˮʴˮ˵Ŧ§½ ˥˓ʩˮʴˮ˵Ŧ§½
ˊʽ˄ˮ˚˭˲ˋ˘ʮˋʾˉ˵ʼ˪˲ ˊʽ˄ˮ˚˭˲ˋ˘ʮˋʾˉ˵ʼ˪˲ ˊʽ˄ˮ˚˭˲ˋ˘ʮˋʾˉ˵ʼ˪˲ ˊʽ˄ˮ˚˭˲ˋ˘ʮˋʾˉ˵ʼ˪˲ ˋ˵˄ˮˊʽ˄ˮ˘ʮˋʾˉ˵ʼ˪˲
ɢɯɺʘʥʴ˭˵ˎ˲ʵ ɢɯɺʘʥʴ˭˵ˎ˲ʵ ɢɯɺʘʥʴ˭˵ˎ˲ʵ ɢɯɺʘʥʴ˭˵ˎ˲ʵ ɢɯɺʘʥʴ˭˵ˎ˲ʵ
ȪȨȭɘȖȩȨȲȬȹɀ ȪȨȭɘȖȩȨȲȬȹɀ ȪȨȭɘȖȩȨȲȬȹɀ ȪȨȭɘȖȩȨȲȬȹɀ ȪȨȭɘȖȩȨȲȬȹɀ
ʶ˭ʶ˭ȴȨȿŦ§½ ʶ˭ʶ˭ȴȨȿŦ§½ ʶ˭ʶ˭ȴȨȿŦ§½ ʶ˭ʶ˭ȴȨȿŦ§½ ʶ˭ʶ˭ȴȨȿŦ§½
Ň¢ Ň¢ Ň¢ Ň¢ Ň¢
·čƟ˅ʩ˩˵ʭʩˋȴȨȿŦ§½ ·čƟ˅ʩ˩˵ʭʩˋȴȨȿŦ§½ ·čƟ˅ʩ˩˵ʭʩˋȴȨȿŦ§½ ·čƟ˅ʩ˩˵ʭʩˋȴȨȿŦ§½ ·čƟ˅ʩ˩˵ʭʩˋȴȨȿŦ§½
ʽ˨˵ʼ˵ˆʲ˲ʁʧʩʾʆ½b«Õ ʽ˨˵ʼ˵ˆʲ˲ʁʧʩʾʆ½b«Õ ʽ˨˵ʼ˵ˆʲ˲ʁʧʩʾʆ½b«Õ
ɱʔɿʥø´ ɱʔɿʥø´ ɱʔɿʥø´
ˆʶˇˋʋɠ ˆʶˇˋʋɠ ˆʶˇˋʋɠ
ɳɴʖʆɤ ɳɴʖʆɤ ɳɴʖʆɤ ɳɴʖʆɤ ɳɴʖʆɤ
ʾʫʨ˵ˋȴȶȴȶ ʾʫʨ˵ˋȴȶȴȶ ʾʫʨ˵ˋȴȶȴȶ
˱˲ʿʺʩʴˮȴȨȿŦ§½ ˱˲ʿʺʩʴˮȴȨȿŦ§½ ˱˲ʿʺʩʴˮȴȨȿŦ§½ ˱˲ʿʺʩʴˮȴȨȿŦ§½
˶Ŧ§ʓɺɾɩʟˀ˲˄˵ ˶Ŧ§ʓɺɾɩʟˀ˲˄˵ ˶Ŧ§ʓɺɾɩʟˀ˲˄˵
ÿǗǥƯȨȻȴ ÿǗǥƯȨȻȴ ÿǗǥƯȨȻȴ ÿǗǥƯȨȻȴ ÿǗǥƯȨȻȴ
Ŧ§ǥƯȨȻȴ Ŧ§ǥƯȨȻȴ Ŧ§ǥƯȨȻȴ Ŧ§ǥƯȨȻȴ Ŧ§ǥƯȨȻȴ
ÿǥƯȨȻȴ ÿǥƯȨȻȴ ÿǥƯȨȻȴ ÿǥƯȨȻȴ ÿǥƯȨȻȴ
Ŧ§(ņǤ¿ȨȻȴ Ŧ§(ņǤ¿ȨȻȴ Ŧ§(ņǤ¿ȨȻȴ Ŧ§(ņǤ¿ȨȻȴ Ŧ§(ņǤ¿ȨȻȴ
ɩɲ ɩɲ ɩɲ ɩɲ
ȴȨȿʌɩɱʓʗʗʟʥ˯˲˄ʺʩʴˮ ȴȨȿʌɩɱʓʗʗʟʥ˯˲˄ʺʩʴˮ
˖ˇʵ˟˵ʩʿ ˖ˇʵ˟˵ʩʿ ɒɆɂɒɏɎȕȴȨȿ
ȭȶȶȫȕȷȨȹȲ ȭȶȶȫȕȷȨȹȲ
ˎ˨˵ˆ˦˵˭˵ ˎ˨˵ˆ˦˵˭˵
˘ʨˇˈˢ˵ȴȨȿʌɩɱʓ½ ˘ʨˇˈˢ˵ȴȨȿʌɩɱʓ½
b«Õ
˰ˡ˲ˌ˵˰˵ˮ
ȟȝȞȤ ȟȝȞȣ ȟȝȞȠ ȟȝȝȦ ȟȝȝȥ
ƍȅKŏŦŢǮ¤˭˒˖˭Ǫą ƍȅš ŦŢǮ¤KŏŦŢǪą ƍȅš ŦŢǮ¤KŏŦŢǪą
ƍȅKŏŦŢ˭˒˖˭ˉ˵ʼ˪˲Ǚ ƍȅKŏŦŢ˭˒˖˭ˉ˵ʼ˪˲Ǚ ƍȅKŏŦŢ˭˒˖˭ˉ˵ʼ˪˲Ǚ
ƍȅKŏŦŢǮ¤˭˒˖˭Ǫą ƍȅš ŦŢǮ¤KŏŦŢǪą ƍȅš ŦŢǮ¤KŏŦŢǪą
ƍȅKŏŦŢ˭˒˖˭ˉ˵ʼ˪˲Ǚ ƍȅKŏŦŢ˭˒˖˭ˉ˵ʼ˪˲Ǚ ƍȅKŏŦŢ˭˒˖˭ˉ˵ʼ˪˲Ǚ
Ȣȭ Cē­
7Ęȁ Cē­
7Ęȁ 
7Ęȁ 
7Ęȁ 
7Ęȁ
ȡȭ Cē­
7Ęȁ Cē­
7Ęȁ 
7Ęȁ 
7Ęȁ 
7Ęȁ
Cē­
7Ęȁ Cē­
7Ęȁ 
7Ęȁ 
7Ęȁ 
7Ęȁ
­ĘĠEâßˀ˲˄˵ ­ĘĠEâßˀ˲˄˵ ­ĘĠEâßˀ˲˄˵ ­ĘĠEâßˀ˲˄˵ ­ĘĠEâßˀ˲˄˵
Cē­ńĥƏƿ Cē­ńĥƏƿ Cē­ńĥƏƿ
Cē­i«Ʒ3ǙƷ3ƿ
CēƷ3ʸ˲˜˲ʼ˪˲P 
Cēɭʂʗròȁ Cēɭʂʗròȁ Cēɭʂʗròȁ Cēɭʂʗròȁ Cēɭʂʗròȁ
Cē­Ɠɿʉʢʈ Cē­Ɠɿʉʢʈ Cē­Ɠɿʉʢʈ Cē­Ɠɿʉʢʈ Cē­Ɠɿʉʢʈ
ƽîʺ˵˖ʾʸ˵ˍ˵ ƽîʺ˵˖ʾʸ˵ˍ˵ ƽîʺ˵˖ʾʸ˵ˍ˵ ƽîʺ˵˖ʾʸ˵ˍ˵ ƽîʺ˵˖ʾʸ˵ˍ˵
Cē­ʄɨʣɡiČƿ Cē­ʄɨʣɡiČƿ Cē­ʄɨʣɡiČƿ Cē­ʄɨʣɡiČƿ Cē­ʄɨʣɡiČƿ
ȪȨȭɘȕȫȰȕȬȺȷȹȬȺȺȶĿŁȁ ȪȨȭɘȕȫȰȕȬȺȷȹȬȺȺȶĿŁȁ ȪȨȭɘȕȫȰȕȬȺȷȹȬȺȺȶĿŁȁ ȪȨȭɘȕȫȰȕȬȺȷȹȬȺȺȶĿŁȁ ȪȨȭɘȕȫȰȕȬȺȷȹȬȺȺȶĿŁȁ
ȻȯȬȺȷȨȹȲȴȨȬȩȨȺȯȰ ȻȯȬȺȷȨȹȲȴȨȬȩȨȺȯȰ ȻȯȬȺȷȨȹȲȴȨȬȩȨȺȯȰ
Cē­ŅČãŵƿ
Cē­Ʒ3ÜƖƿ Cē­Ʒ3ÜƖƿ
7ŔǇpĝCēƷ3ʸ˲˜˲ʼ˪˲P 7ŔǇpĝCēƷ3ʸ˲˜˲ʼ˪˲P 
­Ęƿ ­Ęƿ
˶ʓɣʈɱȪȰȻɀʭ˘ʭˣ ˶ʓɣʈɱȪȰȻɀʭ˘ʭˣ
Ï{ő(ʸ˵ˍ˵ Ï{ő(ʸ˵ˍ˵
ʄɨʣɡ˞˵ˮ ʄɨʣɡ˞˵ˮ
ȩȭ ˘˯ˇˀʩCē˚ˬʻ½ ˘˯ˇˀʩCē˚ˬʻ½ ˘˯ˇˀʩCē˚ˬʻ½ ˘˯ˇˀʩCē˚ˬʻ½ ˘˯ˇˀʩCē˚ˬʻ½
ȟȝȞȤ ȟȝȞȣ ȟȝȞȠ ȟȝȝȡ ȟȝȝȠ
Ȥȭ
ƢW­Űròȁ ƢW­Űròȁ
ƢWȆCƏ˚ˬʻ ƢWȆCƏ˚ˬʻ ƢWȆCƏ˚ˬʻ
űʴˬ˙
˶˘ʽ˱˵ʴ ˶˘ʽ˱˵ʴ ˶˘ʽ˱˵ʴ
Ŵńd Ŵńd Ŵńd
ʽ˙ˬˮ˄ńd ʽ˙ˬˮ˄ńd ʽ˙ˬˮ˄ńd
˭ʴˮ˵ˋʲ˦˭ʧʸ˲ʺˮˉʨ˲ʵ ˭ʴˮ˵ˋʲ˦˭ʧʸ˲ʺˮˉʨ˲ʵ ˭ʴˮ˵ˋʲ˦˭ʧʸ˲ʺˮˉʨ˲ʵ
ÿê˭˵ʽʬ˲ʼ˵˶ƢWlČÖ ÿê˭˵ʽʬ˲ʼ˵˶ƢWlČÖ ÿê˭˵ʽʬ˲ʼ˵˶ƢWlČÖ
à'ʽ˦˔˲ìùƖƢWâš à'ʽ˦˔˲ìùƖƢWâš ìùƖà'ǲƢWâš
ƢWàʺ˵˖ʾˀ˲˄˵
ƪǯ˴
ǙƢWą ƪǯ˴
ǙƢWą ƪǯ˴
ǙƢWą
*AÛ˄ʴʼʾ *AÛ˄ʴʼʾ *AÛ˄ʴʼʾ
ƪǯȈąǙ ƪǯȈąǙ ƪǯȈąǙ
Ƞȭ
ȟȭ
ɵʥʊɧʙ ɵʥʊɧʙ ɵʥʊɧʙ ɵʥʊɧʙ
˄ʲʩ˲˄˵ˍʼ˪ˍˮ ˄ʲʩ˲˄˵ˍʼ˪ˍˮ ˄ʲʩ˲˄˵ˍʼ˪ˍˮ ˄ʲʩ˲˄˵ˍʼ˪ˍˮ ˩ʲ˄ʲʩ˲˄˵ˍʼ˪ˍˮ
ˀ˙˲ʩ˯˙˲ƢWȆC½ ˀ˙˲ʩ˯˙˲ƢWȆC½ ˀ˙˲ʩ˯˙˲ƢWȆC½ ʐʐÿ ʐʐÿȕʺ˳ʮʩ
˶ʭˣ˴ʶ˵ʭʾˉ˵ˋ ˶ʭˣ˴ʶ˵ʭʾˉ˵ˋ ˶ʭˣ˴ʶ˵ʭʾˉ˵ˋ ʰ˲ʱˮ˵z
ʽ˦ʾˋʼ˪ˇ˚ ʽ˦ʾˋʼ˪ˇ˚ ʽ˦ʾˋʼ˪ˇ˚ ųʔʠ ųʔʠ
ìùƢW½ ìùƢW½ ìùƢW½ ȞȝȝɀȬȵʼ˪ˇ˚ ȞȝȝɀȬȵʼ˪ˇ˚
ȡȭ
Ȟȭ
Ƞȭ
ȟȭ
Ȟȭ
ȣȭ
Ȣȭ
Ƞȭ
ȟȭ
Ȟȭ
Ȥȭ
ȣȭ
Ȣȭ
表　テナント変遷 _前橋
表　テナント変遷 _茂原
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ˍʰˣˬå$ ˍʰˣˬå$ ˍʰˣˬå$ ʧ˲˳ʮ˵ʵ ʧ˲˳ʮ˵ʵ
ʛ˵ʞɩ ʛ˵ʞɩ ʛ˵ʞɩ ʫˮˮ ʫˮˮ
¥eiB˶ƢWâ½ ¥eiB˶ƢWâ½ ¥eiB˶ƢWâ½ ˒ˀ˜ʰˤˬƢW½ ˒ˀ˜ʰˤˬƢW½
ƢWʺ˲˳ʬˮFÖ ƢWʺ˲˳ʬˮFÖ QƆsǳëƯȕʺ˲˳ʬˮ˚ˬʻëƯʺ˰˲ QƆsǳëƯȕʺ˲˳ʬˮ˚ˬʻëƯʺ˰˲
ɧʗʆƨ ɧʗʆƨ Œu
QƆǑǔ˶ ˄ʫ˲ˆʶˇˋ
ʐʠʥ ˘ʬʾˉʨˍ˯˲ˉ
éńǠu
Ʃ^i
˯ˇ˚
ȟȝȞȤ ȟȝȞȣ ȟȝȞȠ ȟȝȝȦ ȟȝȝȥ
ǆƺ ǆƺ ǆƺ ǆƺ ǆƺ
ȍēǼó ȍēǼó ȍēǼó ȍēǼó ȍēǼó
2ç5ˮ 2ç5ˮ 2ç5ˮ 2ç5ˮ 2ç5ˮ
ʩ˲ˌʰ˭˵˅ʩˎ˲ʵȪɏɃɂɑɂȚȯɆɓɓɂ ʩ˲ˌʰ˭˵˅ʩˎ˲ʵȪɏɃɂɑɂȚȯɆɓɓɂ ʩ˲ˌʰ˭˵˅ʩˎ˲ʵȪɏɃɂɑɂȚȯɆɓɓɂ ʩ˲ˌʰ˭˵˅ʩˎ˲ʵȪɏɃɂɑɂȚȯɆɓɓɂ ʩ˲ˌʰ˭˵˅ʩˎ˲ʵȪɏɃɂɑɂȚȯɆɓɓɂ
ʽ˵˩˵˫ˌ˓ʼ_ť½ ʽ˵˩˵˫ˌ˓ʼ_ť½
ǫǔȁȬȖȬ ǫǔȁȬȖȬ
_ťǑʟřŨ _ťǑʟřŨ
ģȊ<ɜɱ² ģȊ<ɜɱ² ģȊ<ɜɱ² ģȊ<ɜɱ²
ɤʌɩʁƮ_ ɤʌɩʁƮ_
ɮɩʞ˵ʖʥ ɮɩʞ˵ʖʥ
Ǻʆɤɱʟ Ǻʆɤɱʟ
ķƑʆĺùǰʩ˵ʾˋ ķƑʆĺùǰʩ˵ʾˋ
ɱʘʍɱʘʍ"ȅ¢ ɱʘʍɱʘʍ"ȅ¢
ȪɉɂɎɋɏȫɊɎɊɎɈƠ_ť½ ȪɉɂɎɋɏȫɊɎɊɎɈƠ_ť½
ʼ˵ʧ˲ ʼ˵ʧ˲
ȨȩȪȚȴȨȹȻ˫ˌ˓ʼ_ť½ ȨȩȪȚȴȨȹȻ˫ˌ˓ʼ_ť½ ˩ˎʴ˰˫ˌ˓ʼ_ť½ ˩ˎʴ˰˫ˌ˓ʼ_ť½ ˩ˎʴ˰˫ˌ˓ʼ_ť½
˖ˇʴ˖ʽ˪˲˻˺˫ˌ˓ʼ_ť½ ˖ˇʴ˖ʽ˪˲˻˺˫ˌ˓ʼ_ť½
ȹɊɈɉɓȕɏɎ˫ˌ˓ʼ_ť½ ȹɊɈɉɓȕɏɎ˫ˌ˓ʼ_ť½
˟˵ʧˋʪ ˟˵ʧˋʪ
ʵˬ˲ʺˇʴʾ ʵˬ˲ʺˇʴʾ
ʸ˲˘ʦ˵ˣ˴ʩˮʿ ʸ˲˘ʦ˵ˣ˴ʩˮʿ
ːʴʾˋ˙ˮ˵ ːʴʾˋ˙ˮ˵
˄˱˵˯ʸ˵ˌ ˄˱˵˯ʸ˵ˌ ˄˱˵˯ʸ˵ˌ ˄˱˵˯ʸ˵ˌ ˄˱˵˯ʸ˵ˌ
ȮȳȶȩȨȳȕȾȶȹȲ ȮȳȶȩȨȳȕȾȶȹȲ ȮȳȶȩȨȳȕȾȶȹȲ ȮȳȶȩȨȳȕȾȶȹȲ ȮȳȶȩȨȳȕȾȶȹȲ
ˤʱːʆÑř ˤʱːʆÑř ˤʱːʆÑř ˤʱːʆÑř ˤʱːʆÑř
ǉeƴ%Ö_ť½ ǉeƴ%Ö_ť½ ǉeƴ%Ö_ť½ ǉeƴ%Ö_ť½ ǉeƴ%Ö_ť½
Ɋɋɋɂ Ɋɋɋɂ ȨȩȪȚȴȨȹȻ˫ˌ˓ʼ_ť½ ȨȩȪȚȴȨȹȻ˫ˌ˓ʼ_ť½ ȨȩȪȚȴȨȹȻ˫ˌ˓ʼ_ť½
ˎˋ˭ˊʸ˞˵ˣ˫ˌ˓ʼ_ť½ ˎˋ˭ˊʸ˞˵ˣ˫ˌ˓ʼ_ť½ ˖ˇʴ˖ʽ˪˲˻˺˫ˌ˓ʼ_ť½ ˖ˇʴ˖ʽ˪˲˻˺˫ˌ˓ʼ_ť½ ˖ˇʴ˖ʽ˪˲˻˺˫ˌ˓ʼ_ť½
ʑɫʥʆŮ[˫ˌ˓ʼ_ť½ ʑɫʥʆŮ[˫ˌ˓ʼ_ť½

ʸ˲˄ʴˋ 
ʸ˲˄ʴˋ
Ȣȭ ˫ˌ˓ʼʰˤˬˡˮˆˤˊʨʧ_ť ˫ˌ˓ʼʰˤˬˡˮˆˤˊʨʧ_ť ˫ˌ˓ʼʰˤˬˡˮˆˤˊʨʧ_ť ˫ˌ˓ʼʰˤˬˡˮˆˤˊʨʧ_ť ˫ˌ˓ʼʰˤˬˡˮˆˤˊʨʧ_ť
ȡȭ ˫ˌ˓ʼʰˤˬˡˮˆˤˊʨʧ_ť ˫ˌ˓ʼʰˤˬˡˮˆˤˊʨʧ_ť ˫ˌ˓ʼʰˤˬˡˮˆˤˊʨʧ_ť ˫ˌ˓ʼʰˤˬˡˮˆˤˊʨʧ_ť ˫ˌ˓ʼʰˤˬˡˮˆˤˊʨʧ_ť
˫ˌ˓ʼʰˤˬˡˮˆˤˊʨʧ_ť ˫ˌ˓ʼʰˤˬˡˮˆˤˊʨʧ_ť ˫ˌ˓ʼʰˤˬˡˮˆˤˊʨʧ_ť ˫ˌ˓ʼʰˤˬˡˮˆˤˊʨʧ_ť ˫ˌ˓ʼʰˤˬˡˮˆˤˊʨʧ_ť
ìùǛ&Ǟʺ˵˖ʾ ɝǔʊʆʸ˲˖ˎɞìǑȰȩȫ ɝǔʊʆʸ˲˖ˎɞìǑȰȩȫ
ȟȭ ˫ˌ˓ʼʰˤˬˡˮˆˤˊʨʧ_ť ˫ˌ˓ʼʰˤˬˡˮˆˤˊʨʧ_ť ˫ˌ˓ʼʰˤˬˡˮˆˤˊʨʧ_ť ˫ˌ˓ʼʰˤˬˡˮˆˤˊʨʧ_ť ˫ˌ˓ʼʰˤˬˡˮˆˤˊʨʧ_ť
˫ˌ˓ʼʰˤˬˡˮˆˤˊʨʧ_ť ˫ˌ˓ʼʰˤˬˡˮˆˤˊʨʧ_ť ˫ˌ˓ʼʰˤˬˡˮˆˤˊʨʧ_ť ˫ˌ˓ʼʰˤˬˡˮˆˤˊʨʧ_ť ˫ˌ˓ʼʰˤˬˡˮˆˤˊʨʧ_ť
ʟɷʃǥƯȨȻȴ ʟɷʃǥƯȨȻȴ ʟɷʃǥƯȨȻȴ ʟɷʃǥƯȨȻȴ ʟɷʃǥƯȨȻȴ
˥ˢʧ˲ˌˋʩʿ ˥ˢʧ˲ˌˋʩʿ ˥ˢʧ˲ˌˋʩʿ
ˀ˙˲ǥƯȨȻȴ ˀ˙˲ǥƯȨȻȴ ˀ˙˲ǥƯȨȻȴ
ȴȶȻȶɀȨȕȬȿȷȹȬȺȺ_ť½
ȩȭ ˫ˌ˓ʼʰˤˬˡˮˆˤˊʨʧ_ť ˫ˌ˓ʼʰˤˬˡˮˆˤˊʨʧ_ť ˫ˌ˓ʼʰˤˬˡˮˆˤˊʨʧ_ť ˫ˌ˓ʼʰˤˬˡˮˆˤˊʨʧ_ť ˫ˌ˓ʼʰˤˬˡˮˆˤˊʨʧ_ť
ȟȝȞȣ ȟȝȞȢ ȟȝȞȠ ȟȝȝȤ ȟȝȝȣ
ė©řŨKǯ Ȅob ȉË ȉË
ɱʘʍƪŉŇ ɱʘʍƪŉŇ ɱʘʍƪŉŇ ɺʘʥɭ˅ʩˎ˲ʵƠ ɺʘʥɭ˅ʩˎ˲ʵƠ
XÕŉŇ˥ˊʨ½ XÕŉŇ˥ˊʨ½ XÕŉŇ˥ˊʨ½ fɩʞ fɩʞ
ȉŕŗĐĮ ȉŕŗĐĮ ȉŕŗĐĮ ˄˲ˋ˄˲ˋʩ˄˭ʧʲˇˆ˲ ˄˲ˋ˄˲ˋʩ˄˭ʧʲˇˆ˲
ķƑˋˬʽ ķƑˋˬʽ ǁõĖŉŇȴȶȫȰ½ ǁõĖȉƎǟ ǁõĖȉƎǟ
6ɥɩÁ 6ɥɩÁ 6ɥɩÁ
ǫǔȬȖȬŉŇ˥ˊʨǨÖ ȂǾɜnt ȂǾɜnt ȂǾɜnt ȂǾɜnt
ʒɿɻʚɢĹ ʒɿɻʚɢĹ ʒɿɻʚɢĹ ʒɿɻʚɢĹ
ɤɸʓ ʵ˵˴˔ʾ˄ ŤŇʵ˭ˮ ŤŇʵ˭ˮ
ʾʩ˵ˈ˔ˬ˅ʩʾŉŇ˥ˊʨ½ ʾʩ˵ˈ˔ˬ˅ʩʾŉŇ˥ˊʨ½ ʾʩ˵ˈ˔ˬ˅ʩʾŉŇ˥ˊʨ½ ɯʒɿʥ ɯʒɿʥ
ʔɽʈɺ'ǲ˘ʦ˵ˣŉŇɍɏɅɊ½ ɯʥʠ˵ʕ ɯʥʠ˵ʕ ɯʥʠ˵ʕ ɯʥʠ˵ʕ
ˠˣʆĒŉŇ˥ˊʨ½ ˠˣʆĒ ˠˣʆĒ ˠˣʆĒ ˠˣʆĒ
˗˵˄˵ˬ˖ˇˋȻȴʰ˘ʬ ˗˵˄˵ˬ˖ˇˋʰ˘ʬ ˬʸˮ˄ ˬʸˮ˄ ˬʸˮ˄
ôǵz ôǵz ôǵz ɠɤɡò½ŉŇ½ ɠɤɡò½ŉŇ½
ʱ˓ˡ˲ˈ˵ˡ˲ơ ƾ ʱ˓ˡ˲ˈ˵ˡ˲ơ ƾ ʱ˓ˡ˲ˈ˵ˡ˲ơ ƾ
ľʧ˵ˋˡ˲ ˟˵ʿ ˟˵ʿ
˄˱˵˯ʸ˵ˌŉŇ½ ˔˵ˈʴˬ˙ ˔˵ˈʴˬ˙ ˔˵ˈʴˬ˙ ˔˵ˈʴˬ˙
ʴ˰ʺ˱čmŉŇ½ ʴ˰ʺ˱čm ʴ˰ʺ˱čm ʴ˰ʺ˱čm ʴ˰ʺ˱čm
ʾ˭ˣ˖˨˵ˉʨ˵˒ʫʾ ʾ˭ˣ˖˨˵ˉʨ˵˒ʫʾ ʾ˭ˣ˖˨˵ˉʨ˵˒ʫʾ ȴȨȹȼɁȬȵ ȴȨȹȼɁȬȵ
ʺˣ˂ˍʩˋ ʺˣ˂ˍʩˋ ˉ˯ˡˇʴʾ ˉ˯ˡˇʴʾ
ːʴʾˋ˙ˮ˵ øʆ»¯® ˘ʮˮʺ
˭˵ʱˮʼ˨˵ʿ ˭˵ʱˮʼ˨˵ʿ
˰˘ˋ ʳʧ˵ʿʽ˦ˣ ʳʧ˵ʿʽ˦ˣ ĞǕ ĞǕ
˄˱˵˯ʸ˵ˌ ˄˱˵˯ʸ˵ˌ ˘ʨ˵ˮˌ ˘ʨ˵ˮˌ
˯ʩʽ˙ˮ˵ ˯ʩʽ˙ˮ˵ ˯ʩʽ˙ˮ˵ ˯ʩʽ˙ˮ˵
˭˘ʮ˵ˣ˒˵˥ˎ˵ ˭˘ʮ˵ˣ˒˵˥ˎ˵ ʧˊ˨˵˲ ʧˊ˨˵˲
˘ʦˇʼ˪˲ ˘ʦˇʼ˪˲ ƈ˴ʅɡ ƈ˴ʅɡ
ʰːʸʯ˚ˆʰˮ ʰːʸʯ˚ˆʰˮ ˊʨ˵˚ˬʾ ˊʨ˵˚ˬʾ
ʽˬ˘ˬ˵ˆ ʽˬ˘ˬ˵ˆ
˰˘ˋ ʃʀɱɭ ʃʀɱɭ ʃʀɱɭɃɗɀȨȴȨȻȶ ʃʀɱɭɃɗɀȨȴȨȻȶ
ˬ˘ʨː ˬ˘ʨː ˱ˬʴ˧ ˱ˬʴ˧
ʧʩʼˉʨ ʧʩʼˉʨ ʔʔɩʟʥ ʔʔɩʟʥ
ʧ˭˳ʬˊ˔˵ˮȖˌʴ˄˵˴ʼ˪˵ˮ˘ˇˋʫʬʧ ʯ˲˱˵ˌȳʺʩʿ ʯ˲˱˵ˌȳʺʩʿ
ˡˮʩ˥ˊˮ ˡˮʩ˥ˊˮ ˡˮʩ˥ˊˮ
ʺʩʿʧ˳ʬ˄ ʺʩʿʧ˳ʬ˄ ʺʩʿʧ˳ʬ˅ ʺʩʿʧ˳ʬ˅ ʺʩʿʧ˳ʬ˅
ǥ¾ʰˬ˵ ˘ˇˋ˓ˬ˲ʾ ˘ˇˋ˓ˬ˲ʾ ˘ˇˋ˓ˬ˲ʾ
ːʩˮʿ˩ˎ˵ʴ ːʩˮʿ˩ˎ˵ʴ ːʩˮʿ˩ˎ˵ʴ ːʩˮʿ˩ˎ˵ʴ
ʭˤ ʭˤ ʭˤ ʭˤ
ǫǔȁȬȖȬŉŇ˥ˊʨǨÖ ǫǔȁȬȖȬŉŇ˥ˊʨǨÖ ǹ	¢ ǹ	¢
ė©řŨKǯ ė©řŨKǯ ˖˵ʾ˭˵ ˖˵ʾ˭˵
˖˨˵ˉʨ˵ʧʩˬˇʼ˨ ˖˨˵ˉʨ˵ʧʩˬˇʼ˨ ʫʩ˲ʵ˴ʯʲʼ˵˓˵ ʫʩ˲ʵ˴ʯʲʼ˵˓˵
˖˨˵ˉʨ˘ʬʩʾ ˖˨˵ˉʨ˘ʬʩʾ
ʔɽʈɺ'ǲ˘ʦ˵ˣ ʔɽʈɺ'ǲ˘ʦ˵ˣ
˳ʦ˵ʵ ˋˮː˵ˌˡ˵ˋ˘ʦˣ ˋˮː˵ˌˡ˵ˋ˘ʦˣ
˯ʩʽ˙ˮ˵ŉŇȴȶȫȰ½ žñ˴˘ʬˮ˵ žñ˴˘ʬˮ˵
ȲȰȴȶȵȶȕɃɗȕȵȨȫȬȺȯȰȲȶŉŇ˥ˊʨ½ ʯ˵ˊʨ˵ʯ˙ʯ˵ˮʯ˵ˊʨˍ˭˵ʿ ʯ˵ˊʨ˵ʯ˙ʯ˵ˮʯ˵ˊʨˍ˭˵ʿ ʯ˵ˊʨ˵ʯ˙ʯ˵ˮʯ˵ˊʨˍ˭˵ʿ ʯ˵ˊʨ˵ʯ˙ʯ˵ˮʯ˵ˊʨˍ˭˵ʿ
ʧ˵˥˱˵ˮʰ˚˭ʾ ʧ˵˥˱˵ˮʰ˚ˮʾ ʧ˵˥˱˵ˮʰ˚ˮʾ ʧ˵˥˱˵ˮʰ˚ˮʾ ʧ˵˥˱˵ˮʰ˚ˮʾ
ˍˍʿʵ˭˵˲ˉʨ˵ ˩ˑ˵ˋˮˤˮ˜ʩ˩ʧˇʼ˨ ˒ʩːˇˋ ˒ʩːˇˋ
ʰˬ˅˘ʦʴˋ˭˵ ʰˬ˅˘ʦʴˋ˭˵ ʰˬ˅˘ʦʴˋ˭˵ ʧˊ˨˵ˋ˭ʾˉʾ ʧˊ˨˵ˋ˭ʾˉʾ
ˤˮʼ˵˟˵ʴ˵ ˤˮʼ˵˟˵ʴ˵ ˤˮʼ˵˟˵ʴ˵ ˮˬʼʬ˴ˋʦ˴˘ʮ˲ ˮˬʼʬ˴ˋʦ˴˘ʮ˲
ˈ˥˭ˆʺˋ ˡʻʫʬʩʿ ˡʻʫʬʩʿ ʧ˲ˊʨʸ˵ˮ ʧ˲ˊʨʸ˵ˮ
ʸ˲ˋ˱˵˴ˊ˴ʸˋˎʭ ʸ˲ˋ˱˵˴ˊ˴ʸˋˎʭ ʸ˲ˋ˱˵˴ˊ˴ʸˋˎʭ ʧʴˀʺ˭˵ʿ˙ˬˇʺˣ ʧʴˀʺ˭˵ʿ˙ˬˇʺˣ
Ȥȭ
ȣȭ
Ȣȭ
ȡȭ
Ƞȭ
Ȟȭ
Ȟȝȭ
Ȧȭ
ȥȭ
Ȟȭ
ȥȭ
Ȥȭ
ȣȭ
表　テナント変遷 _武蔵野
表　テナント変遷 _町田
79
ʳʧ˵ʿʽ˦ˣŉŇ˥ˊʨ½ ˈ˥˭ˆʺˋ ˈ˥˭ˆʺˋ ˮ˴˄˲ ˮ˴˄˲
ʰ˓˲ˌʿˇʰ ʰ˓˲ˌʿˇʰ ʴʾʴʾ ʧ˵ˮ˩˵ʸ˲ˀ˚ˋʾˋʧ ʧ˵ˮ˩˵ʸ˲ˀ˚ˋʾˋʧ
ʭˤŉŇ½ ˘ˬ˟ʧŉŇ˥ˊʨ½ ʽ˪ʧ˲ˍ˴˞˵ ʽ˪ʧ˲ˍ˴˞˵
ː˴ːˇˋ ː˴ːˇˋ ː˴ːˇˋ ˤˮ˜ʩ˩ʧˇʼ˨ ˤˮ˜ʩ˩ʧˇʼ˨
ʾˍʯʴ˱˒ˬ ʾˍʯʴ˱˒ˬ
ˆ˨ˆ˨ʧ˲ˍŉŇ˥ˊʨ½ ˆ˨ˆ˨ʧ˲ˍŉŇ˥ˊʨ½ ˆ˨ˆ˨ʧ˲ˍŉŇ˥ˊʨ½ ʭ˰ˊʨːˮ˂˲ ʭ˰ˊʨːˮ˂˲
ȱȰȵȺ ȱȰȵȺ ȱȰȵȺ ʽ˪˭˵˙ˉʨˇʴ ʽ˪˭˵˙ˉʨˇʴ
ʧ˴ˬ˴ʰ˲˔˵ˎ˨ŉŇ½ ʧ˴ˬ˴ʰ˲˔˵ˎ˨ŉŇ½ ʧ˴ˬ˴ʰ˲˔˵ˎ˨ŉŇ½ ˚ˬʾˉ ˀʯ˭˵
ˍˑ˩ˎ˓˵ʾ ʧˮ˥ˎ˵˔˵ʸ˲ʽʬ˝ʩʭ ʧˮ˥ˎ˵˔˵ʸ˲ʽʬ˝ʩʭ ɊȪȩ ɊȪȩ
ʲ˨˵ ʲ˨˵ ˆˡ˙ʭ˴ ˆˡ˙ʭ˴
ˆ˦ʯ˔ˎˇʴŉŇ½ ˆ˦ʯ˔ˎˇʴŉŇ½ ˈ˥˭ˆʺˋʲ˦˭˵ ˈ˥˭ˆʺˋʲ˦˭˵
ʳ˦˯ˇˋˡ˵ʶˇˋ ʳ˦˯ˇˋˡ˵ʶˇˋ MÃc MÃc
˩ˎʯ˲ʾˉ˵ʼ˪˲ ˩ˎʯ˲ʾˉ˵ʼ˪˲ ˘ʮ˵˒˵ˋʽ˨ʭ˭˵ ˘ʮ˵˒˵ˋʽ˨ʭ˭˵
ʲ˨˵˭˨ʴʾ ˈʩʳ˵
ʸ˲ˋ˱˵˴ˊ˴ʸˋˎʭ ʸ˲ˋ˱˵˴ˊ˴ʸˋˎʭ
ʾ˵˚ ʾ˵˚
ʧ˴ˬ˴ʰ˲˔˵ˎ˨
ʧˍʻ˵ʭˊʨʼ˪˲ŉŇ½ ʧˍʻ˵ʭˊʨʼ˪˲ŉŇ½ ʧˍʻ˵ʭˊʨʼ˪˲ ʧˍʻ˵ʭˊʨʼ˪˲ ʧˍʻ˵ʭˊʨʼ˪˲
ʸˬ˵ʽ˨ʱ˭˦ˮ˅ʱˬ˲ˉŉŇ˥ˊʨ½ ʸˬ˵ʽ˨ʱ˭˦ˮ˅ʱˬ˲ˉŉŇ˥ˊʨ½ ʸˬ˵ʽ˨ʱ˭˦ˮ˅ʱˬ˲ˉŉŇ˥ˊʨ½ ˓ʩʯ˯ˇˋ˒˲ʱ˵ ˓ʩʯ˯ˇˋ˒˲ʱ˵
˘˭˵ʴʾʾˋʧŉŇ½ ˘˭˵ʴʾʾˋʧŉŇ½ ˘˭˵ʴʾʾˋʧŉŇ½ ˘ʮ˵ˌˇˋʫʮˇˆ ˘ʮ˵ˌˇˋʫʮˇˆ
ʽ˦˵ˍˮʾ˄˲˅˵ˌŉŇ½ ʽ˦˵ˍˮʾ˄˲˅˵ˌŉŇ½ ʽ˦˵ˍˮʾ˄˲˅˵ˌŉŇ½ ʽ˦˵ˍˮʾ˄˲˅˵ˌ ʽ˦˵ˍˮʾ˄˲˅˵ˌ
ʩʭˍʾ˰˵˙ ʩʭˍʾ˰˵˙ ʩʭˍʾ˰˵˙ ˮ˖˵˭˜ˇˋ ˮ˖˵˭˜ˇˋ
ʽ˪˲ˡʾ˄˵ʯ˵ʱˎˇʴ ʽ˪˲ˡʾ˄˵ʯ˵ʱˎˇʴ ʽ˪˲ˡʾ˄˵ʯ˵ʱˎˇʴ ˔ʺ˵ʽ˨ˢˎ˫˲ ˔ʺ˵ʽ˨ˢˎ˫˲
ʭˮ˓˖˵˓ʼ˪ˇ˚
˰ʴʼ˄˲ŉŇ˥ˊʨ½ ˰ʴʼ˄˲ŉŇ˥ˊʨ½ ˰ʴʼ˄˲ ˰ʴʼ˄˲ ˰ʴʼ˄˲
ʛɢɺʜǥƯȨȻȴʸ˵ˍ˵ ʛɢɺʜǥƯȨȻȴʸ˵ˍ˵ ʛɢɺʜǥƯȨȻȴʸ˵ˍ˵
ʭˠʾʰ˵ˌȨȻȴʸ˵ˍ˵ ʭˠʾʰ˵ˌȨȻȴʸ˵ˍ˵ ʭˠʾʰ˵ˌȨȻȴʸ˵ˍ˵
ˀ˙˲ǥƯȨȻȴʸ˵ˍ˵ ˀ˙˲ǥƯȨȻȴʸ˵ˍ˵ ˀ˙˲ǥƯȨȻȴʸ˵ˍ˵
ʧ˲˘ʨŉŇ˥ˊʨ½ ʧ˲˘ʨŉŇ˥ˊʨ½ ʧ˲˘ʨŉŇ˥ˊʨ½ ʧ˲˘ʨ ʧ˲˘ʨ
ʼ˦˱˵˔˵ˉʨ˵ ʼ˦˱˵˔˵ˉʨ˵ ʼ˦˱˵˔˵ˉʨ˵ ˭˭ʴ˰˵˙ ˭˭ʴ˰˵˙
ʽʬʩʭʾ˔˲ʶ˵ʲʰ˘ʬ ȫȯȪŉŇ˥ˊʨŖl½ ȫȯȪŉŇ˥ˊʨŖl½ ˬˇʼ˨ ˬˇʼ˨
ʧ˵˓˲˭ʺ˵ˆˌʧ˵ʿ ʧ˵˓˲˭ʺ˵ˆˌʧ˵ʿ ʧ˵˓˲˭ʺ˵ˆˌʧ˵ʿ ʼ˪ˇ˚ʩ˲ ʼ˪ˇ˚ʩ˲
ʧˋ˭ʭʇʠɥ ʧˋ˭ʭʇʠɥ ʧˋ˭ʭʇʠɥ ʲ˨˵ ȸ
ʼ˪ˇ˚ʩ˲ŉŇ˥ˊʨ½ ʼ˪ˇ˚ʩ˲ŉŇ˥ˊʨ½ ʼ˪ˇ˚ʩ˲ŉŇ˥ˊʨ½ ˈ˥˭ˆʺˋ ˤ˃˲˴˅ʽ˨˵ˮ
ʧʩʼˉʨŉŇ˥ˊʨ½ ʽʬʩʭʾ˔˲ʶ˵ʲʰ˘ʬ ʽʬʩʭʾ˔˲ʶ˵ʲʰ˘ʬ ˬ˟ˬˋ˭˵˱˵ʴ ˬ˟ˬˋ˭˵˱˵ʴ
˳ʬ˭ʨ˳ʬ˭ʨ ˍˆ˨ˬˮʵˬˇˀ ˯ʾˠ˵ˋʺˇʴ ˯ʾˠ˵ˋʺˇʴ
ʧ˲ˉʨ˵ʽ ʧ˲ˉʨ˵ʽ
ʲˇˆ˲ʲˇˆ˲ŉŇɍɏɅɊ½ ʲˇˆ˲ʲˇˆ˲ŉŇɍɏɅɊ½ ʲˇˆ˲ʲˇˆ˲ŉŇɍɏɅɊ½ ʲˇˆ˲ʲˇˆ˲ ʲˇˆ˲ʲˇˆ˲
ńĠʆøŉŇɍɏɅɊ½ ńĠʆøŉŇɍɏɅɊ½ ńĠʆøŉŇɍɏɅɊ½ ńĠʆø ńĠʆø
ʾ˄ˊʨʯʴ˭ˇ˚ŉŇ˥ˊʨ½ ʾ˄ˊʨʯʴ˭ˇ˚ŉŇ˥ˊʨ½ ʾ˄ˊʨʯʴ˭ˇ˚ŉŇ˥ˊʨ½ ʯ˘ˑʯ˲ ʯ˘ˑʯ˲
ˬˇʼ˨ ˬˇʼ˨ ʲ˚˭˲ʵ ʵˬʾˉʨʧˬ
˓ʯ˓˙ŉŇ½ ˓ʯ˓˙ŉŇ½ ˓ʯ˓˙ŉŇ½ ˓ʯ˓˙ ˡʩ˲˅ʩ˲
˘ˬ˲˘ˬ˲ ˘ˬ˲˘ˬ˲ ˘ˬ˲˘ˬ˲ ˘ˬ˲˘ˬ˲ ˘ˬ˲˘ˬ˲
ȫȯȪŉŇ˥ˊʨŖl½ ˊʻʩ˲˘ʮ˵ˬʩ˘ ˊʻʩ˲˘ʮ˵ˬʩ˘
ˡ˵ʴʾʧ˲ˌʫʬ˙ŉŇ˥ˊʨʼ˪ˇ˚ ˡ˵ʴʾʧ˲ˌʫʬ˙ŉŇ˥ˊʨʼ˪ˇ˚ ˡ˵ʴʾʧ˲ˌʫʬ˙ŉŇ˥ˊʨʼ˪ˇ˚ ˡ˵ʴʾʧ˲ˌʫʬ˙ ˡ˵ʴʾʧ˲ˌʫʬ˙
ȩʰ˲˔ˎ˵ŉŇ˥ˊʨ½ ȩʰ˲˔ˎ˵ŉŇ˥ˊʨ½ ȩʰ˲˔ˎ˵ŉŇ˥ˊʨ½ ȩʰ˲˔ˎ˵ ȩʰ˲˔ˎ˵
˔˵ˈʴˬ˙
ȩȟȭ ǥ¾ʰˬ˵
ʔʃɱƃƄ ˬˇʼ˨
ȟȝȞȤ ȟȝȞȣ ȟȝȞȠ ȟȝȝȡ ȟȝȝȠ
ʩˮ˘˚ˬʻɭʂʗʆɩʄ ʩˮ˘˚ˬʻɭʂʗʆɩʄ ʩˮ˘˚ˬʻɭʂʗʆɩʄ ʩˮ˘˚ˬʻɭʂʗʆs ʩˮ˘˚ˬʻɭʂʗʆs
ʰ˘ʬɡɺɮʽ˦ˣ ʰ˘ʬɡɺɮʽ˦ˣ ʰ˘ʬɡɺɮʽ˦ˣ

s`ƦȕĩƟ 
s`ƦȕĩƟ 
s`ƦȕĩƟ 
s`ƦȕĩƟ 
s`ƦȕĩƟ
ƂƧ ƂƧ ƂƧ
ɯɯ ɯɯ ɯɯ ɯɯ ɯɯ
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sƣȕĩƟ 
sƣȕĩƟ 
sƣȕĩƟ ʰˮ˘˵ˮȕʩ˄˭ʧ˲ˋˡˋ ʰˮ˘˵ˮȕʩ˄˭ʧ˲ˋˡˋ
ʰ˵˙ʾʩˮ˘˚ˬʻ¦Ǆ ʰ˵˙ʾʩˮ˘˚ˬʻ¦Ǆ ʲ˦ˇʼ˨ʸ˵ˍ˵
ʺ˓ʺ˓ ʺ˓ʺ˓
˓ˮ˘ʦ˲˫ʼʰ˱
ʽ˨ʭˮ˥ʸ
Ⱥɉɂɍɂɍɂɑɔɓɂ Ⱥɉɂɍɂɍɂɑɔɓɂ Ⱥɉɂɍɂɍɂɑɔɓɂ Ⱥɉɂɍɂɍɂɑɔɓɂ
˒ˡðƹ½ ˒ˡðƹ½ ˒ˡðƹ½ ˒ˡ
ʋ˵ɩ˴ɠ˴ʒ˵ ʋ˵ɩ˴ɠ˴ʒ˵ ʋ˵ɩ˴ɠ˴ʒ˵ ʋ˵ɩ˴ɠ˴ʒ˵ ʋ˵ɩ˴ɠ˴ʒ˵
˶ʺʾˍʰʩˮ˘˚ˬʻ½ ˶ʺʾˍʰʩˮ˘˚ˬʻ½ ˶ʺʾˍʰʩˮ˘˚ˬʻ½ ʵ˭˵˲ˠ˵ˋȕʺʾˍʰ ʵ˭˵˲ˠ˵ˋȕʺʾˍʰ
ˏ˵˜ˮĈāz ˏ˵˜ˮĈāz ˏ˵˜ˮĈāz ˏ˵˜ˮĈāz
źƚǏ źƚǏ źƚǏ źƚǏ
˙ˮ˵ˢʾˋƜʺ˲ʩˮ˘½ ˙ˮ˵ˢʾˋƜʺ˲ʩˮ˘½ ˙ˮ˵ˢʾˋƜʺ˲ʩˮ˘½
ʺ˲ʽʬˮˡ˲ ʺ˲ʽʬˮˡ˲ ʺ˲ʽʬˮˡ˲ ʺ˲ʽʬˮˡ˲ ʺ˲ʽʬˮˡ˲
ʩˮ˘¦Ǆǽgȁ ʩˮ˘¦Ǆǽgȁ ʩˮ˘¦Ǆǽgȁ
ʰˮ˘˵ˮ ʰˮ˘˵ˮ ʰˮ˘˵ˮ
ƌˡˮʼʬ ƌˡˮʼʬ ƌˡˮʼʬ ƌˡˮʼʬ
˛ʧ˵˒ʫʾȮȜȻ ˛ʧ˵˒ʫʾȮȜȻ ˛ʧ˵˒ʫʾȮȜȻ ʰˇˋ˒ʫʾȮȻ
˘ˬ˱˵ˠ˵ˋ\¢ ˘ˬ˱˵ˠ˵ˋ\¢ ˘ˬ˱˵ˠ˵ˋ\¢ ȨȸȼȸȕȫȶȹȬȬ ȨȸȼȸȕȫȶȹȬȬ
ˬʵʽʬ˭ʰ ˬʵʽʬ˭ʰ ˬʵʽʬ˭ʰ ˡˮ˄˧ ˡˮ˄˧
ǝɧʗʆɧʥʡɡ ǝɧʗʆɧʥʡɡ ˒˄
+ƛÉ +ƛÉ ˉ˯ˠ˵ˋɤɥʙ ˉ˯ˠ˵ˋɤɥʙ
ȺɂɑɂȖɑɏɅɂɎ ȺɂɑɂȖɑɏɅɂɎ ˘ˬ˱˵ʼ˪ˇ˚ˍˆ˨ˬˮ ˘ˬ˱˵ʼ˪ˇ˚ˍˆ˨ˬˮ
Ȫȶ˴Ȫȶ¦Ǆ½ ¦ǄʣɡʣɡíȊ­
ƣĜ
ʔʃɱƃƄ ʰˮˆ˦˵ˀ˲˄˵
ȟȝȞȤ ȟȝȞȣ ȟȝȞȠ ȟȝȝȦ ȟȝȝȥ
»9 »9 »9 »9
˯ʾˋˬ˲ʵ˭˵˲ ˯ʾˋˬ˲ʵ˭˵˲ ˯ʾˋˬ˲ʵ˭˵˲ ˯ʾˋˬ˲ʵ˭˵˲
˓˵˙ˮ˵ ˓˵˙ˮ˵ ˓˵˙ˮ˵ ˓˵˙ˮ˵
ɧɱŇ ɧɱŇ ɧɱŇ ɧɱŇ
ʩ˄˭ʧ˲˅ʩˎ˲ʵ˓˜˵ː ʩ˄˭ʧ˲˅ʩˎ˲ʵ˓˜˵ː ʩ˄˭ʧ˲˅ʩˎ˲ʵ˓˜˵ː ʩ˄˭ʧ˲˅ʩˎ˲ʵ˓˜˵ː
ʾˉ˵ʲ˒ʫʾxʆ ʾˉ˵ʲ˒ʫʾxʆ ʾˉ˵ʲ˒ʫʾxʆ ĲɅɊɎɊɎɈʔʃʔ
ĲįķƑʱ˵ˊ˲xʆ ĲįķƑʱ˵ˊ˲xʆ
ƙšpĝeĔ¥ŘőîP ƙšpĝeĔ¥ŘőîP ƙšpĝeĔ¥ŘőîP eĔ¥ʺˉˬʩˋ
ûùĻƻFÖ ûùĻƻFÖ ûùĻƻFÖ őîP eĔ¥ŘâǙ
7ŔǇpĝʣɥʙʓŅČÜƖǇp 7ŔǇpĝʣɥʙʓŅČÜƖǇp ʣɥʙʓŅČÜƖǇp ûùĻƻFÖ
ƙǇpĝeĔ¥š ſħşŬÖ ƙǇpĝeĔ¥š ſħşŬÖ ƙǇpĝeĔ¥š ſħşŬÖ eĔ¥ŘśœÖôˀ˲˄˵
eĔ¥­­ĘP/ÞǓƿ eĔ¥­­ĘP/ÞǓƿ eĔ¥­­ĘP/ÞǓƿ
eĔ¥­ȵȷȶ˟ˬ˲ˉʨʧʺ˰˲ eĔ¥­ȵȷȶ˟ˬ˲ˉʨʧʺ˰˲ eĔ¥­ȵȷȶ˟ˬ˲ˉʨʧʺ˰˲
eĔ¥ŘŎǯVń¶ǤyǤ eĔ¥ŘŎǯVń¶ǤyǤ eĔ¥ŘVń¶ǤyǤ
ȟȭ
Ȟȭ
Ȥȭ
ȣȭ
ȟȭ
Ȟȭ
ȩȞȭ
ȡȭ
Ƞȭ
ȡȭ
Ƞȭ
表　テナント変遷 _おかや
表　テナント変遷 _和歌山
80
eĔ¥ŘŰKŨʔʞɡKŏÞǓˀ˲˄˵ eĔ¥ŘŰKŨʔʞɡKŏÞǓˀ˲˄˵ eĔ¥ŘŰKŨʔʞɡKŏÞǓˀ˲˄˵ eĔ¥ŘŰKŨʔʞɡKŏÞǓˀ˲˄˵
ɬʥɧǫőşŬÖ ɬʥɧǫőşŬÖ ɬʥɧǫőşŬÖ ɬʥɧǫőşŬÖ
ʺˉˬʩˋƼŏÖùŉ ʺˉˬʩˋƼŏÖùŉ ʺˉˬʩˋƼŏÖùŉ ʺˉˬʩˋƼŏÖùŉ
eĔ¥ŘƭD± ɤƭˀ˲˄˵'ǲƭ¡ eĔ¥ŘƭD± ɤƭˀ˲˄˵'ǲƭ¡ eĔ¥ŘƭD± ɤƭˀ˲˄˵'ǲƭ¡ eĔ¥ŘƭD± ɤƭˀ˲˄˵'ǲƭ¡
ǭƵKŏʺˉˬʩˋǧİěŏÖeĔ¥ ƭÏ{ˀ˲˄˵
7ŔǇpĝʣɥʙʓŅČÜƖǇp 7ŔǇpĝʣɥʙʓŅČÜƖǇp ƭD±ş)ˀ˲˄˵
eĔ¥Ř˚˰˘ʬˇʼ˪ˍˮüÓŌÚĳ eĔ¥Ř˚˰˘ʬˇʼ˪ˍˮüÓŌÚĳ Kƭg-ƫˀ˲˄˵
eĔ¥ŘƔ¼ƲńċăÙ± 
ǭƵKŏǧİěŏˀ˲˄˵
7ŔǇpĝʣɥʙʓŅČÜƖǇp ˭˖˲ʵʰˮˆ˦˵,čǙ ˭˖˲ʵʰˮˆ˦˵,čǙ ˭˖˲ʵʰˮˆ˦˵,čǙ ˭˖˲ʵʰˮˆ˦˵ʴˬ˙
eĔ¥Ř˚˰˘ʬˇʼ˪ˍˮüÓŌÚĳ ˔ˑˬˡơ ƾ ˔ˑˬˡơ ƾ ˔ˑˬˡơ ƾ ʩ˜˲ˋ˞˵ˮ
eĔ¥Ř˔ʾˠ˵ˋˀ˲˄˵ eĔ¥Ř˔ʾˠ˵ˋˀ˲˄˵ eĔ¥Ř˔ʾˠ˵ˋˀ˲˄˵ ʩ˜˲ˋ˞˵ˮ
˚˵ˮǯ˴Ŝ÷Ǚʣɥʙʓʲ˦˲˔ʾ
ʩ˜˲ˋ˞˵ˮ ʩ˜˲ˋ˞˵ˮ ʩ˜˲ˋ˞˵ˮ
˘˨˵ʽ˪˲ˢ˨˵ʽʧˣ ˘˨˵ʽ˪˲ˢ˨˵ʽʧˣ ˘˨˵ʽ˪˲ˢ˨˵ʽʧˣ ˘˨˵ʽ˪˲ˢ˨˵ʽʧˣȕˎˇˋəˋ˵ʩ ˎˇˋˢ˨˵ʽʧˣ
ʣɥʙʓʾˠ˵ˈ!Øȁ ʣɥʙʓʾˠ˵ˈ!Øȁ ʣɥʙʓʾˠ˵ˈ!Øȁ ʯ˵˅˵ˎˇˋ˘ʦʴˋ˭˵ ˘ʦʴˋ˭˵˙ˉʨˇʴʼˡ
ʧ˵ˋʴˬ˙ ʧ˵ˋʴˬ˙ ʧ˵ˋʴˬ˙ʗʆɾɩʟä ˡ˵ˣ
˶¥ˑø ˶¥ˑø ¥ˑøʼ˪˵ˮ˵ˣ ¥ˑøʼ˪˵ˮ˵ˣ ʴ˯˵ˮ
ōǗ ōǗ ōǗ ˬʵʽ˨ʭ˭˵ ʯʰ˛ʩ˚˭ʯ˵ˮ
ʲ˦ˬ˥ ʲ˦ˬ˥ ˘ʮˮˉʲˇʿˮ˵ˣ ˬʵʽ˨ʭ˭˵
˚ˬ˲˴ˌ˴˔˭ ˘ʦʴˋ˭˵˙ˉʨˇʴʼˡ ˒˵˥ˎʰ
˭˖˲ʵʼ˪ˇ˚eĔ¥ ˭˖˲ʵʼ˪ˇ˚eĔ¥ ˭˖˲ʵʼ˪ˇ˚eĔ¥ ˚˭ʯ˵ˮ ʧˇ˚ˮ˒ʫʾ
ˉ˯˖eĔ¥ʓɺɎɂɋɂʺˉˬʩˋ˸ɝ˘ʮˮˉɞ ʲ˦ˬ˥ ʽ˨ʧ˲
˔˱˵ʾˠˇˋʌɩʢɢ ˔˱˵ʾˠˇˋʌɩʢɢ ˔˱˵ʾˠˇˋʌɩʢɢ £Šʾ˝˵ʾ ʭˮ˜˵ˋ
e§ƖŅ˶
˘ʮˮˉ˱ʽˡŶŀFÖ ˘ʮˮˉ˱ʽˡŶŀFÖ ˘ʮˮˉ˱ʽˡŶŀFÖ
řŨȒŇʴ˭ˎˇʴ řŨȒŇʴ˭ˎˇʴ
˘ʦʴˋ˭˵˙ˉʨˇʴ˴ʼˡ ˘ʦʴˋ˭˵˙ˉʨˇʴ˴ʼˡ
ˊʻʩ˲˒ʫʾȕˊʻʩʭ ˊʻʩ˲˒ʫʾȕˊʻʩʭ
˘˭ʾ˄ ˘˭ʾ˄
˘ʮˮˉǽgȁ ˘ʮˮˉǽgȁ ˘ʮˮˉǽgȁ ˘ʮˮˉǽgȁ ˘ʮˮˉǽgȁ
˗ˑʲʯ ˗ˑʲʯ ˗ˑʲʯ ˗ˑʲʯ ˘˰˵˭ʾˋĽ
ʩˮ˴ʵʾˋ ʩˮ˴ʵʾˋ ʩˮ˴ʵʾˋ ʩˮ˴ʵʾˋ ʭʾˋʽ˨˵ˮ
ȹȬȮȨȳȕȺȯȶȬȺeĔ¥½ ȹȬȮȨȳȕȺȯȶȬȺeĔ¥½ ȹȬȮȨȳȕȺȯȶȬȺeĔ¥½ ˘˰˵˭ʾˋĽ
ʧˋʸ ʧˋʸ ʧˋʸ ˘ʦʴˋ˭˵˙ˉʨˇʴʼˡ
1ţĕʆɸɭķɧɤɧʃ 1ţĕʆɸɭķɧɤɧʃ 1ţĕʆɸɭķɧɤɧʃ ʧˋʸ
˭˒ˉˇʴʼ˪ˇ˚eĔ¥ ˭˒ˉˇʴʼ˪ˇ˚eĔ¥
ʌɩʢɢʆĪ ʌɩʢɢʆĪ ʌɩʢɢʆĪ ʌɩʢɢʆĪ ʌɩʢɢʆĪȕȺȷȨĨʗʟ
ɤǽ<ȕbeq ɤǽ<ȕbeq ɤǽ<ȕbeq ˯ʾˋˬ˲˜ˮʺ˵ʽ˨ ȺȻȶȵȕȺȷȨeʔ
ʺʫʾʫʭʾˋʰ˘ʬ ʺʫʾʫʭʾˋʰ˘ʬ ʺʫʾʫʭʾˋʰ˘ʬ ʺʫʾʫʭʾˋʰ˘ʬ ˯ʾˋˬ˲˜ˮʺ˵ʽ˨
˟ˊʨ˹˘ˇˋʶʧɮɭɺ ɮɭɺ ʰˇˋʺ˰˲ɷɦʣ
ɸɥʆYĉ˖˨˵ˉʨʴ˭ˎˇʴ ɸɥʆYĉ˖˨˵ˉʨʴ˭ˎˇʴ ɸɥʆYĉ˖˨˵ˉʨʴ˭ˎˇʴ ɸɥʆYĉ˖˨˵ˉʨʴ˭ˎˇʴ ɸɥʆYĉ˖˨˵ˉʨʴ˭ˎˇʴ
ʩ˧˵ʭʾˉ˟ˎ˵˄˟ˎ˵ˋ ʩ˧˵ʭʾˉ˟ˎ˵˄˟ˎ˵ˋ ʩ˧˵ʭʾˉ˟ˎ˵˄˟ˎ˵ˋ ʰˬʯʶˮ˵ˣ ˓˵ȕʺ˵ʽ˨˴˓˵
ʰˬʯʶˮ˵ˣ ʰˬʯʶˮ˵ˣ ʰˬʯʶˮ˵ˣ ˟ˊʨ˹˘ˇˋʶʧɮɭɺ
ʞɼɩʞɩ ʞɼɩʞɩ ˧ˢ˵˫˵ʵˮˋ
ʔʃɱƃƄ ˘ʦʴˋ˭˵˙ˉʨˇʴ˴ʼˡ
ȟȝȞȤ ȟȝȞȣ ȟȝȞȠ ȟȝȞȟ ȟȝȞȞ
ȥȭ ˙ˮ˵ˣ˓ʩˡˮ˧ʱ˵ˊ˲ʿ ˙ˮ˵ˣ˓ʩˡˮ˧ʱ˵ˊ˲ʿ ʷʾˋ˒ʫʾɜʻ˴ʽ˦ˠˍʩʿʰʹʼˡ ʷʾˋ˒ʫʾɜʻ˴ʽ˦ˠˍʩʿʰʹʼˡ ʷʾˋ˒ʫʾɜʻ˴ʽ˦ˠˍʩʿʰʹʼˡ
ˮ˵˘ʱ˵ˊ˲˯ʾˋˬ˲ ˮ˵˘ʱ˵ˊ˲˯ʾˋˬ˲ ʼ˲ʶ˲æȁ˥ˊˮ˒ʫʾ ʼ˲ʶ˲æȁ˥ˊˮ˒ʫʾ ˌʪʭˮ˒ʫʾ
˙ˮ˵ˣʫʬˮʰˣˊʾʴ ˙ˮ˵ˣʫʬˮʰˣˊʾʴ ˮ˵˘ʱ˵ˊ˲˯ʾˋˬ˲ ˧˵ˌ
˔˵ˋˍ˵ʾˉ˵ʼ˪˲ ˔˵ˋˍ˵ʾˉ˵ʼ˪˲ ʼ˲ʶ˲ʾ˄ʩˮ˴ʲˇˆ˲ ʼ˲ʶ˲ʾ˄ʩˮ˴ʲˇˆ˲ ˌʪʭˮʲˇˆ˲
ɈɂɑɅɆɎȤ ɈɂɑɅɆɎȤ čuʆǽO ʞɟʖʥĄʆø ʞɟʖʥĄʆø
ʵˇˊʨ ʵˇˊʨ ˱ˇ˘ˮˮ˵ʰ ˱ˇ˘ˮˮ˵ʰ
ʸ˵ʽ˵ʱ˵ˊ˲ ʸ˵ʽ˵ʱ˵ˊ˲ ʰ˘ʬˌʪ˵˧ʦ ɤʄɨʟˌʪ˵˧ʦ
¢Àu˂ˬˎ˱ ¢Àu˂ˬˎ˱ ˂ˬˎ˱ ˂ˬˎ˱ ˂ˬˎ˱
ʫʭˊʨ˲ʵʾˉ˵ʼ˪˲ ʫʭˊʨ˲ʵʾˉ˵ʼ˪˲ ʱ˵ˊ˲˘ʮ˵ˌˇʵ
ʱ˵ˊ˲ʼːˡ ʱ˵ˊ˲ʼːˡ ʱ˵ˊ˲ʼːˡ ʱ˵ˊ˲ʼːˡ ʱ˵ˊ˲ʼːˡ
ʽ˨˲ʴzò½ ʽ˨˲ʴzò½ ʽ˨˲ʴzò½ ʽ˨˲ʴzò½ ʽ˨˲ʴz
ɈɂɑɅɆɎȣ ɈɂɑɅɆɎȣ
ʽ˨˲ʴzò½ ʽ˨˲ʴzò½ ʽ˨˲ʴzò½ ʽ˨˲ʴzò½ ʽ˨˲ʴz
ˡˮ˧ʧ˵ˋʳ˦ˬ˭˵ ˡˮ˧ʧ˵ˋʳ˦ˬ˭˵ ˡˮˁ˲ ˡˮˁ˲ ˡˮˁ˲
ʳ˦ˬ˭˵˖˵˲ʿƜó ʳ˦ˬ˭˵˖˵˲ʿƜó
ˊʨʧ˲ˌˊ˔˵ˋˤ˲ˋʰʹʼˡ˓ʩˡˮ˧ ˊʨʧ˲ˌˊ˔˵ˋˤ˲ˋʰʹʼˡ˓ʩˡˮ˧ ˊʨʧ˲ˌˊ˔˵ˋˤ˲ˋʰʹʼˡ˓ʩˡˮ˧ ˊʨʧ˲ˌˊ˔˵ˋˤ˲ˋʰʹʼˡ˓ʩˡˮ˧ ˊʨʧ˲ˌˊ˔˵ˋˤ˲ˋʰʹʼˡ˓ʩˡˮ˧
ȡȢˢˎˇˈ ȡȢˢˎˇˈ ˆ˲ʽ˨ʰ˲ˠ˄˭˵ʾˋʧ ˆ˲ʽ˨ʰ˲ˠ˄˭˵ʾˋʧ ˆ˲ʽ˨ʰ˲ˠ˄˭˵ʾˋʧ
ˊʨ˵ʧʩʰʹʼˡ ˊʨ˵ʧʩʰʹʼˡ ˊʨ˵ʧʩʰʹʼˡ ˊʨ˵ʧʩʰʹʼˡ ˊʨ˵ʧʩʰʹʼˡ
ʽ˦˵ˍˮʾ˄˲˅˵ˌ˘ʦˎˆ˦˵˭ˢˉˇˌʾˋʧ ʽ˦˵ˍˮʾ˄˲˅˵ˌ˘ʦˎˆ˦˵˭ˢˉˇˌʾˋʧ ˭˖˲ʵʰˮˆ˦˵,čǙʺ˰˲ˌʪʼ˘ʮ˲ ˭˖˲ʵʰˮˆ˦˵,čǙʺ˰˲ˌʪʼ˘ʮ˲ ˭˖˲ʵʰˮˆ˦˵,čǙʺ˰˲ˌʪʼ˘ʮ˲
˘˭˵˅ˣʾ˄˲˅˵ˌʾˋʧ ˘˭˵˅ˣʾ˄˲˅˵ˌʾˋʧ ʱ˵ˊ˲ʿ˓˯ʭʾ˄ʽʯ ʱ˵ˊ˲ʿ˓˯ʭʾ˄ʽʯ ʱ˵ˊ˲ʿ˓˯ʭʾ˄ʽʯ
˳ʦ˲ ˳ʦ˲ ˱ˇ˘ˮʰ˘ʬˮ˵ʰ ʭʩ˙ˮˊ˭ʱ˵ˊ˲ʿ ʭʩ˙ˮˊ˭ʱ˵ˊ˲ʿ
ʝɱʂʖˊ˲˄ˮʴ˭ˎˇʴ ʝɱʂʖˊ˲˄ˮʴ˭ˎˇʴ ʝɱʂʖˊ˲˄ˮʴ˭ˎˇʴ ʝɱʂʖˊ˲˄ˮʴ˭ˎˇʴ ʝɱʂʖˊ˲˄ˮʴ˭ˎˇʴ
ˊ˲˄ˮˀ˯ʴˋʼ˪ˇ˚ʾˡʩ˭˵ʿ ˊ˲˄ˮˀ˯ʴˋʼ˪ˇ˚ʾˡʩ˭˵ʿ ˊ˲˄ˮˀ˯ʴˋʼ˪ˇ˚ʾˡʩ˭˵ʿ ˊ˲˄ˮˀ˯ʴˋʼ˪ˇ˚ʾˡʩ˭˵ʿ ˊ˲˄ˮˀ˯ʴˋʼ˪ˇ˚ʾˡʩ˭˵ʿ
˔ˉʨʯ ˔ˉʨʯ ˔ˉʨʯ ˔ˉʨʯ ˔ˉʨʯ
ʧ˳ʨ˯ˇʴʾ ʧ˳ʨ˯ˇʴʾ ˮ˵ˋ˵ˋʳ˦ˬ˭˵
ˊʨˇʲ˵ʿ ˊʨˇʲ˵ʿ
ʰ˲˄˜˭˵ ʰ˲˄˜˭˵
˰˘ˋ ȏ4§˰˘ˋ ì¥Ƥ ì¥Ƥ ì¥Ƥ
ːʩˮʿ˩ˎ˵ʴȳȨȏ4§˰˘ˋ½ ˬʸʾˉ ˬʸʾˉ ˬʸʾˉ
ʯ˲˄ʩˣȳȨȏ4§˰˘ˋ½ ˖ʴˋ˭ˑˇʴʾ ˖ʴˋ˭ˑˇʴʾ ˖ʴˋ˭ˑˇʴʾ
ʱ˵ˊ˲ʲˇʿˀˮʴ ʧ˳ʨ˯ˇʴʾ ʧ˳ʨ˯ˇʴʾ ʹˮ˘ʱ˵ˊ˲
ʰ˲˄˜˭˵ ʰ˲˄˜˭˵ ʰ˲˄˜˭˵
˝ˇˋ˔ˬ˅ʩʾ ˝ˇˋ˔ˬ˅ʩʾ ˝ˇˋ˔ˬ˅ʩʾ
ʴʩˇʴ ʴʩˇʴ ʴʩˇʴ
˳ʦ˲ʼ˪ˇ˚ ˣ˵˄ʾˇˌ
ˮ˵ˋ˵ˋʳ˦ˬ˭˵ ¢ğg½ ¢ğg½
ȡȢˢˎˇˈ ȡȢˢˎˇˈ ȡȢˢˎˇˈ
˚ˆ˓ˋ˵
ʾˋ˲˚ʾ˄˲˚
ˡˡʆ˭˘ʮ˵ˣ ˡˡʆ˭˘ʮ˵ˣ ˡˡʆ˭˘ʮ˵ˣ
ʳ˦ˬ˭˵˖˵˲ʿƜó ʳ˦ˬ˭˵˖˵˲ʿƜó ʳ˦ˬ˭˵˖˵˲ʿƜó
ʭˣʿʳ˦ˬ˭˵ ʭˣʿʳ˦ˬ˭˵ ʭˣʿʳ˦ˬ˭˵
ʱ˵ˊ˲ʲˇʿˡˮ˧ ʱ˵ˊ˲ʲˇʿˡˮ˧ ʱ˵ˊ˲ʲˇʿˡˮ˧
ʰ˘ʬɜˑ˭ʭˣ ʰ˘ʬɜˑ˭ʭˣ ˑ˭ʭˣ ˑ˭ʭˣ ˑ˭ʭˣ
ʭʾʴ˭ˣʼ˪ˇ˚ ʭʾʴ˭ˣʼ˪ˇ˚ ˱ʸ˵ˮʻʾˋʧ ˱ʸ˵ˮ ˰ˢʭ
˔ʯˊ˰ ˔ʯˊ˰ ʰ˭ˉ ʰ˭ˉ ʰ˭ˉ
˒˭ʾ ˒˭ʾ ʭʾʴ˭ˣʼ˪ˇ˚ ʭʾʴ˭ˣʼ˪ˇ˚ ʭʾʴ˭ˣʼ˪ˇ˚
ʼ˦˲˙ˮˌˎ˵ˣ ʼ˦˲˙ˮˌˎ˵ˣ ʶˉʨ ʶˉʨ ʶˉʨ
ʶˉʨ
˗˲ʲ˵˜ˮ ˗˲ʲ˵˜ˮ ˔ʯˊ˰ ˔ʯˊ˰ ˔ʯˊ˰
ʰ˲˝˵ˮ ʰ˲˝˵ˮ ˒˭ʾ ˒˭ʾ ˒˭ʾ
ˬ˘ʨː ˬ˘ʨː ʼ˦˲˙ˮˌˎ˵ˣ ʼ˦˲˙ˮˌˎ˵ˣ ʼ˦˲˙ˮˌˎ˵ˣ
ʾ˄ʩˮʰʫ˲ʼˮ ʲ˨ˉˬ ʲ˨ˉˬ ʲ˨ˉˬ
ˉ˯ʻ ˋˬ˲ʴ ˍˋʪ˵ˬ ˍˋʪ˵ˬ
ʺ˵˭ʨʱ˵ˮ ˯ʱ˯ˇˋ ˯ʱ˯ˇˋ ˯ʱ˯ˇˋ
˔˵˘ʬʴˋ˱˲ ˔˵˘ʬʴˋ˱˲ ʵˬ˲ˡ˯ ʵˬ˲ˡ˯ ʵˬ˲ˡ˯
ʺ˵˭ʨ ʺ˵˭ʨ ˗˲ʲ˵˜ˮ ˗˲ʲ˵˜ˮ ˗˲ʲ˵˜ˮ
ˋ˭ˇ˝˲Ȗˆ˵˓ ˋ˭ˇ˝˲Ȗˆ˵˓ ʰ˲˝˵ˮ ʰ˲˝˵ˮ ʰ˲˝˵ˮ
ȟȭ
Ȥȭ
ȣȭ
Ȣȭ
ȡȭ
Ƞȭ
ȡȭ
Ƞȭ
ȟȭ
Ȟȭ
ȩȭ
Ȣȭ
表　テナント変遷 _鹿児島
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・調査対象年度において、途中の年度で記載がなくなったが再度掲載されているテナントは「みなし継続」とした
・市役所要素 (ex. ○○課 )は、それが存在するフロア数でカウントした
・複数のフロアにまたがるテナントはそのフロア数でカウントした
・施設の管理事務所やインフォメーション、駐車場はテナントとみなさなかった
ˬʸʾˉ ˬʸʾˉ ʽʬ˵˲ʧʩ˲ˊ˵ˮ ʽʬ˵˲ʧʩ˲ˊ˵ˮ ʽʬ˵˲ʧʩ˲ˊ˵ˮ
˭˵ʿ ˭˵ʿ ʭʾˉ˱ˣ ʭʾˉ˱ˣ ʭʾˉ˱ˣ
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1995 2000 2005 2010 2015
おかや 58286 56642 54996 53329 51720
函館 298897 287843 296547 282459 271479
石巻 120849 119958 116923 163594 149874
茂原 91855 94816 94749 93554 91855
きたみ 108302 110632 109550 125545 122198
武蔵野 130289 130766 132515 135065 142138
町田 356379 370155 401855 417919 426648
山形 248073 249739 250046 250040 250573
福島 282453 288417 288261 292301 284948
前橋 284331 283136 319414 340383 339956
和歌山 399975 393823 386559 380483 377208
鹿児島 536363 543236 598055 603444 608240
郡山 319970 328132 333566 334189 326808
盛岡 281163 282510 280972 291709 295170
1995 2000 2005 2010 2015
おかや 0.2226 0.1956 0.1845 0.1822 0.1759
函館 0.2218 0.1899 0.1700 0.1558 0.1473
石巻 0.2418 0.2163 0.1972 0.1751 0.1660
茂原 0.2376 0.2107 0.1901 0.1716 0.1587
きたみ 0.2398 0.2098 0.1891 0.1718 0.1608
武蔵野 0.1814 0.1600 0.1483 0.1453 0.1512
町田 0.2192 0.1937 0.1866 0.1851 0.1834
山形 0.2341 0.2107 0.1952 0.1858 0.1787
福島 0.2450 0.2218 0.2050 0.1922 0.1748
前橋 0.2333 0.2093 0.1956 0.1858 0.1780
和歌山 0.2220 0.2018 0.1883 0.1779 0.1715
鹿児島 0.2608 0.2310 0.2080 0.1967 0.1913
郡山 0.2596 0.2345 0.2165 0.2020 0.1832
盛岡 0.2485 0.2216 0.2014 0.1863 0.1785
平均 0.2334 0.2076 0.1911 0.1795 0.1714
→2000 →2005 →2010 →2015
おかや 0.971794256 0.970940292 0.969688705 0.969828799
函館 0.96301736 1.030238707 0.952493197 0.961127102
石巻 0.992627163 0.974699478 1.399160131 0.916133844
茂原 1.032235589 0.999293368 0.98738773 0.981839366
きたみ 1.021513915 0.990219828 1.14600639 0.973340237
武蔵野 1.003661092 1.013375036 1.019243105 1.052367379
町田 1.038655476 1.0856398 1.039974618 1.020886823
山形 1.006715765 1.001229283 0.999976004 1.002131659
福島 1.021115017 0.999459116 1.014015077 0.974844424
前橋 0.995797152 1.128129238 1.065648344 0.998745531
和歌山 0.984619039 0.981555166 0.98428183 0.99139252
鹿児島 1.012814083 1.100911943 1.009010877 1.007947713
郡山 1.025508641 1.016560409 1.001867696 0.977913696
盛岡 1.004790815 0.994555945 1.038213772 1.011864564
平均 1.005347526 1.020486258 1.044783391 0.988597404
表　人口総数
表　人口変化率
表　人口割合 _幼小青年
表　人口割合 _若年
1995 2000 2005 2010 2015
おかや 0.2537 0.2611 0.2503 0.2272 0.1974
函館 0.2497 0.2486 0.2388 0.2193 0.1950
石巻 0.2548 0.2574 0.2472 0.2188 0.2071
茂原 0.2700 0.2660 0.2557 0.2397 0.2078
きたみ 0.2706 0.2725 0.2574 0.2272 0.2056
武蔵野 0.3533 0.3609 0.3513 0.3247 0.2937
町田 0.3060 0.3071 0.2999 0.2674 0.2246
山形 0.2542 0.2557 0.2518 0.2432 0.2264
福島 0.2620 0.2627 0.2550 0.2410 0.2201
前橋 0.2744 0.2733 0.2621 0.2443 0.2213
和歌山 0.2683 0.2659 0.2544 0.2400 0.2172
鹿児島 0.2758 0.2748 0.2660 0.2556 0.2369
郡山 0.2836 0.2809 0.2743 0.2624 0.2400
盛岡 0.2919 0.2870 0.2759 0.2560 0.2356
平均 0.2763 0.2767 0.2672 0.2476 0.2235
1995 2000 2005 2010 2015
おかや 0.3533 0.3396 0.3265 0.3135 0.3160
函館 0.3712 0.3679 0.3604 0.3551 0.3475
石巻 0.3633 0.3521 0.3434 0.3377 0.3354
茂原 0.3607 0.3645 0.3626 0.3537 0.3484
きたみ 0.3589 0.3554 0.3541 0.3513 0.3447
武蔵野 0.3229 0.3138 0.3176 0.3294 0.3395
町田 0.3686 0.3597 0.3395 0.3354 0.3446
山形 0.3438 0.3373 0.3347 0.3299 0.3296
福島 0.3427 0.3365 0.3362 0.3338 0.3406
前橋 0.3486 0.3427 0.3404 0.3381 0.3371
和歌山 0.3620 0.3529 0.3459 0.3348 0.3316
鹿児島 0.3308 0.3352 0.3397 0.3388 0.3352
郡山 0.3270 0.3304 0.3341 0.3369 0.3459
盛岡 0.3348 0.3365 0.3410 0.3438 0.3435
平均 0.3492 0.3446 0.3412 0.3380 0.3385
表　人口割合 _中年
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1995 2000 2005 2010 2015
おかや 0.1704 0.2037 0.2387 0.2771 0.3107
函館 0.1573 0.1936 0.2308 0.2698 0.3102
石巻 0.1402 0.1742 0.2121 0.2684 0.2915
茂原 0.1317 0.1588 0.1916 0.2351 0.2851
きたみ 0.1307 0.1623 0.1994 0.2497 0.2890
武蔵野 0.1424 0.1653 0.1827 0.2006 0.2155
町田 0.1062 0.1395 0.1740 0.2121 0.2475
山形 0.1678 0.1962 0.2184 0.2412 0.2653
福島 0.1502 0.1790 0.2039 0.2331 0.2645
前橋 0.1437 0.1747 0.2019 0.2318 0.2636
和歌山 0.1477 0.1795 0.2114 0.2473 0.2797
鹿児島 0.1326 0.1591 0.1863 0.2089 0.2366
郡山 0.1298 0.1542 0.1751 0.1987 0.2308
盛岡 0.1249 0.1549 0.1817 0.2139 0.2424
平均 0.1411 0.1711 0.2006 0.2348 0.2666
1995 2000 2005 2010 2015
おかや -0.80 -0.54 -0.73 -0.51 -0.68
函館 -0.65 -0.50 -0.34 -0.35 -0.37
石巻 -0.93 -0.51 -0.66 -0.48 -0.21
茂原 1.44 0.34 -0.24 -0.26 -0.23
きたみ 0.01 -0.06 -0.74 -0.13 -0.42
武蔵野 -1.22 0.21 1.04 0.25 1.00
町田 -0.28 1.33 0.87 0.54 0.20
山形 0.18 -0.26 -0.08 0.03 -0.04
福島 0.30 0.09 -0.15 -0.03 0.26
前橋 -0.61 -0.13 -0.42 -0.09 -0.01
和歌山 -0.10 -0.41 -0.27 0.00 -0.09
鹿児島 0.04 -0.22 0.00 0.16 -0.11
郡山 -0.03 0.06 -0.14 -0.18 0.35
盛岡 0.00 -0.39 -0.37 -0.12 -0.01
平均 -0.19 -0.07 -0.16 -0.08 -0.03
表　人口割合 _高年
表　人口割合 _社会増減率
